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適 応 ダ イ ナ ミック ス

見楳原桐

***

アメリカで青少年の職業指導運動が始まつて

から今年は50年になるが,そ の間にこの運動は

いちはやく各国に拡がった。その50周 年の祝賀

が今年ニューコークを中心にして催されるそう

で,わが国へも案内状が来ている。この運動が

発足したとき,「丸い釘は丸い孔へ,四角な釘

は四角な孔へ」というキャッチフレーズがかか

げられて,こ れが現在でもひろく信奉されて進

指路導の原理のように考えられているようであ

るが,ま たその根本の意味に間違いはないので

あるけれども,こ の考え方は余程 よく考えて実

行しないと,と んでもないことになる。現にあ

らゆる進路指導にも採用試験にも職場配置にも

これが至極浅薄に額面通 りに,あ るいは機械的

に使われて,反省がたりないところに,青少年

の大きな不幸がかもされている。

いうまでもなく個体と環境 との関係はダイナ

ミック (動的)な ものであって,釘 と子Lの よう

に一定不変のものではない。その上に両者の間

の相互作用は交互的作用 (Miteinanderwirken)

ではなくして,複合的作用(Zusammenwirken)

である。このようなことは解 りきっているにも

かかわらず,知能を初め人格の諸特性が恒常不

変のものである。少なくともあるかなり長ぃ期

間は変らないものだとの仮定に立って,ま た職

業上の作業の性質も一定のものであるかのよう

な考えのもとに,各個人の進路の指導をしよう

とする。 とんでもない話である。

比較的変化 しないとされていた知能水準 (I

2

Q)の如きも,最近の学習心理学や児童発達に

関する広はんな比較文化的研究の結 果 に よれ

ば,こ とに幼時においては経験の差異によって

はなはだ変 るものだということが明になって ,

知能固定説は迷信だとさえいわれるようになっ

た。同一条件での学習をする学校教育期以後成

年期を通 じては比較的固定していると一般にい

われて,そ の証拠もいろいろあるけれ ども成年

期の差異が,知能の代表的な現われである推理

や判断に,は たして影響 しないと考えられるか

どうか。 ビネー法やそれに類似 した検査では限

定された尺度で測るのだから,そ れのできない

低い者には限界または程度がそれで判るであろ

うが,優秀な豊富な経験を持った者ではそのテ

ス ト以上または以外にいくらかでも解答できる

可能性がある,そ のプラス・ アルファーの方が

むしろ大きいにちがいない。その大きなプラス

・ アルファーをほつておいて,お前の IQは い

くつで, しかもそれが恒常だ とやられたのでは

たまったものではない。

また知能以外の感情やモラールにいたっては

時 と場合によって,同一人でも全 く別人のよう

に変 ることは周知の とお りである。か りに人格

のある部分が恒常であるとしても,そ の どの部

分が恒常で,ま たそれが どんな場面の行動にも

一様にあらわれるのか,ま た どの部分が何によ

って如何に変動するのか,容易にきめることが

できない。何事にもいたってそそっかしい人で

も恋文を出す ときには至極入念で,一度差入れ

たポス トにまたもどって来て,中 によく落ちて
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いるかと差入口に手をあててみなければ安心し

ないほどに行き届ぃたことをする。案の定予想

通 りの行動をするという例がむしろ少なくて,

意外なことをしたという場合が多数である。そ
れが人生というものである。

適性検査でもモラール調査でも,いずれも人

間の能力のみならずその他の人格の特徴や意見

や価値判断が,少なくとも一定期間は不変のも

つであるという仮定のもとに行われたり,考察
された りしているのであるが,こ の考えを,は
なから改定してかかる必要があろう。

他方,各人のつく職業上の仕事が,各個人に

一定不変のものでは決 してないのである。

その一は,は じめて工場のある作業に就ぃた

とする。最初はその作業に必要な個々の要素動

作 (mOtion)に っぃて一っずつ,こ れまでの経

験の中からそれを抽出して,こ れをその作業の

中の要素動作にほん訳して反覆練習する。それ

に よって個々の要素動作が一っずっ順次に速 く

上手になる6こ れをほん訳 (translatiOn)の 時
期 と名づけよう。

次の段階ではその要素動作の数々をその一つ

の作業に組み立てることを練習する。それによ

って完結 した一個の作業 (task)力 上ゞ達 して ,

その所要時間が短縮 し,かつ一定に な っ て 来

る。 こうしてその習熟の曲線は第 1次のプラ ト

ウ(高原 )に 達する。 これを組織 (organizatiOn)

の時期 と呼ぶことにする。その高原でしばらく

の間,毎 日ほぼ同等の高 さの出来高を続けて ,

あるいは長 くそれに足ぶみをして進歩 しなぃで

相当いや気がさして来て,ス ラムプにおちぃる
こともあるが,ふ と躍進 して,多 くの場合,一
段 と高い第 2の プラ トウに達する。 この 飛 躍

は,そ の作業を 1日 間の全体 としてうまく系統

だてて統合 し,さ らに全生活の中にその作業を

うまく安定させて,生活のなかの作業のかまえ
が安定す ることによって実現する。 この ときは

隣接 した各作業間の準備時間や損失時間がゼ ロ

に近 く,極度に短縮 されて, 1日 間の作業量が

急に増高するのみでなく,各 日の作業出来高に

出入 りがなくなって一定に調整 されてくる。 こ

れを統合 (integratiOn)の 時期 とする。

以上のことは,習熟過程の各段階について詳

しい動作時間研究をやってそれを各期比較して

みての結論でぁる。

この各期において,本人の努力目標も, した

がって作業内容である諸動作もことごとく異っ

ている。ほん訳期に練習作業の中心でぁった動

作は 組織期に入ればほとん ど自動化 して`】 J

に気にしなくてもひとりでにできるようになっ

て,全 く念頭になくなる。第 3の統合期に入れ

ば,第 2期 に中心であった主要行動はいらなく

なる。そこで第 2期 と第 3期 とにつぃて,要素

動作の速 さゃ,一単位作業時間などを比べてみ

ると,必ずしも第 3期 の人が速 くなぃ。第 1期

の終 りの人で第 3期の ときの速 さと同じになっ
ている場合が少なくなぃ。

今一つ別の例をあげると,大工の仕事に就ぃ

た とする。初めの間は穴を掘った り釘を打った

りすることを覚えるのだから,叩打運動や狙準

テス トに優れた者が有利であろうが,中堅大工

になると小屋組みとか仕上げ施工の仕事が中心

となろう。 さらに進んで棟梁になったなら,設
計 ,原価計算,施工監督,経営の才能がものを
いうわけで,叩打運動の優越などはぉ ょそ意味
がなくなるのではなぃか。

さらにまた第 3に は,職業 (」ob)と なると,

それに就いてから,だんだんと地位が昇進する

ものでなくてはならない。世の中には一度就い

た仕事で一生涯ちっ とも変 ることのないという

場合もあるけれ ども,そ んな袋小路の進路をと

らせることは指導の上では極力避けなければな

らないにきまっている。その前者の職業ならば

もちろん,後者の場合であっても,勤めている

間にその待遇が変 り,地位の昇進によって,そ
の作業内容は変って来るものである。事務職だ

からといって,いつまでもとう写版刷 りや書類
の筆写だけやっていたのではたまらない。初め

の うちはそんな仕事をやらされるから,書記動

作能力が大いに必要であろうが,係 長 ともな

り,課長 ともなれば,そ んなことよりも他の能

力がもっと必要 となって来るにちがぃない。職

務内容が変 り,仕事が変ることによってこそ地

位が昇進して行 くのである。その どんな変化に

もよく適応して行く能力こそが大切なのではな

，
１
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い か 。

ある銀行の本社の窓口や出納や経理などの ,

計算の機会の多い と思われる2, 3の職種で ,

ソロバ ンを 1日 8時間の勤務中に どれほど使用

するものかとその時間調査をしたことがある。

その結果,そ れが存外わずかの時間であって ,

比率にして就業時間中のせいぜい20%程度で ,

平均10%程度以下の場合が多い。それにノロバ

ン塾だの珠算第何級だの とさわぎたてて,そ れ

が商業就職の有力な資格のように思 われ て い

る。商業 というものが,出入 り損得の計算 とい

う後始末の仕事だけをやっていたの は昔 の話

で,あ るいは今日成功 しない商売であって,今

日の商業は結果の処理ではなくて,専 ら予想を

取扱 う仕事へ変って来ている。そのための市場

調査だの,PR等 々,こ れらが中心的な仕事に

なって来た。そんな商売人の適性が,単なる模

写能力や簡単な書記的能力や,あ るいはソロバ

ン何級だけでよいものではない。

そこで聞きたいことは,ア メリカ伝来の一般

職業適性検査 とい うのが広 く行われているが ,

あれによってひとびとが職業についた場合の ど

んな能力を,ま たいつの時期に必要な性能を,

あるいはある仕事の どの段階に必要な能力の決

定要因を検査しようと考えているのか。同様の

疑間が諸会社の行っている入社試験のときの適

性検査についても持たれる。入社当初の作業へ

の適性ならば,比較的容易に判定も出来 ようか

ら,そ れをするのだともし言われるなら,入社

当初は どうせ重要な仕事をするのではないし,

賃金 も低いのだから,そ こらで人員の無駄が少

しくらいあった ところで,大したこともないで

はないか。それよりも将来の伸長性や柔軟な融

通性や独創力の方が, どんな職業で成功するに

もはなはだ重要なのではないか。そうしてこの

ような重要な能力が,今日行われている上記の

いわゆる一般職業適性検査のどの項をどう処理

すれば査定できるのか。無駄なことに人や手数

をかける愚 ょりも,そ れで検査されて片付けら

れるひとびとこそおのれの人権をじゆうりんさ

れているということが,き びしく反省されなけ

ればならないであろう。

4

次にその検査法そのものについても問題があ

る。現在行われている多くの進路指導適性検査

の中には,一般法則を見出すために心理学の実

験室で使っている方法をそのまま実際場面に持

ち出して,実際上のlEl人差の検査に使お うとす

るものや,実際作業そのままの模型作業検査が

考案されていながら,そ れが検査条件のもとで

やられるために実際作業上での本質的なかん所

が失われて,そ れ とは似ても似つかねもの とな

っていた りするのがある。あるいはまた, もと

もと性格異常者を検出した り,そ れの程度を判

定する目的で考案された検査方法が,そ のまま

優秀者判定のためにも使われているのがある。

広 く行われているビネー式知能検査のごときは

その例である。あれで I Q 100以 上のものは ,

他になお多くの課題が与えられたひには, IQ
はいくらでも増高するはずである。 だから120

とい うのは 140に も 160に もな り得 るで あ ろ

う。それで 120が 125と なった といって一喜一

憂するのも全 く無用の心配 というものである。

あるいはもともと騰1床用 として,個人の特殊な

行動の出てきた過程の深層を解釈する補助手段

として考察され,標準化された検査方法が,集

団的選択用に使用 されて一種の宣告の具に供せ

られている。内田クレペ リン法やプロゼク ト法

と称すものがその例である。その他個人検査 と

して作 られたものが,そ のまま集団検査に使わ

れた り,集団検査の結果が個人検査の成績のご

とく取扱われているのがざらにある。そこでこ

のような検査法を使 うときには,そ れの限界を

よく考えてする必要がある。

検査の問題についても,職業前歴や経験がも

のをいうようなのを,学校出の職業未経験者集

団に使っているものや′解答の質を重んずべき

課題が 時間制限のや りかたが不適 当 な た め

に,拙速なやつが高い点数をかせ ぐといった例

がある。

もっ とあやしいのは,数多 くの種類のテス ト

を編成 して,そ れの総合点を計上 して,そ の因

子分析をやって,各種の因子負荷量 が計 算 さ

れ,そ の中のわかったものから結論が得 られる

と,(不明な因子は残されてあるが,そ の中に



倉旨力 としてはなはだ重要なものがあるかも知れ

ないが,そ れらは不間に附 して),そ れを直ち

に一般法則のように考えて,そ の F試みた検査

の範囲においては』 という但 し書 きを棚上げし

て,い きなリー般適性検査 と銘打って万能薬の

ように使っている。それだけでもへんなものだ

が,そ の検査成績 と職業能力 との結びつけかた

ときたら,ま った くしろうとの独断が多い。た

とえばそれで書記動作テス トに比較的良い成績

を得たものは事務職 1/C適 するとする。いったい

事務職 というものの能力が,無意味な線や図形

を走 り書きすることの速さできまるものか どう

か。判断や決定の能力は低 くてもよいのか。事

務職で走 り書きだけやっていたのでは,昇進も

できないのではないか。それよりも常識が豊か

なことのほうがもっと重要なのではないのか。

機械工の中でも最近のオー トメーションの機

械操縦 となると,現在行われているいわゆる機

械的能カテス トと称するもの,そ の中の代表的

な ミネソタ (大学)機械能カテス トにしても,

もっぱら工作的能カテス トであって,最近これ

に機械的理解や推理能力などのテス トが加ぇら

れて。手工のみではない抽象理論能力をもテス

トするのだというけれ ども,そ れ とてもっぱら

機構知識のテス トであるが,今 日のフィー ドバ

ックの進歩 した機械操縦では,そ れ とならんで

社会的責任の認識 というような社会的スキルが

重要な因子 となって来たと思 う。そこで今 日の

機械的能カテス トには, この社会的スキルの検

査を加ぇる必要が大いにあると考えるが,そ ん

なことは顧みられていない。

今一つ困ったことは,精神的遂行や努力に対

する尺度の扱い方である。いいかえれば諸種の

心理的テス トの採点 とそれの扱い方が,心理能

力や特性を物理的なものさしで計って,は なは

だ素朴にこれを片づけている場合が 少 な くな

い。たとえば計算能力の20′点と25′点との差 と,

`85点 と90点 との差 と,い ずれも5点 として等距

離の差 と考える。ひどい場合は, 6角 形を心に

描 くことは 3角形を描 くことに比べて 2倍 むつ

か しいと考えた り, 8階から飛びお いて死んだ

男は,2階から飛びお りて死んだ男に比べて ,

4倍深 く彼女を恋 していたのだとするようなば

かけた例が,テ ス トの評点に往々にしてあるの

である。

あげて来れば まことに際限がないが, これを

要するに,やっていることが常識的ならまだゆ

るせるが,非常識なのにいたっては全 くさたの

限 りである。

以上は決 して無責任な批評や放言ではなぃ。

この道40年 ,ぃ ろいろのテス トを作った り,標

準イビをして,そ れ と産業上の実作業 との関係を

調べた りして苦労 した経験から言っているので

ある。

そこで結論 として私見を述べれば,進路指導

には可能な限 り多方面の生理的ならびに心理的

な検査を試みて,あ る仕事な りある方面へ進む

のに支障 となる欠陥を見出し,そ れを治療する

か,も しくは明確な支障 となる方面へは向わし

めなぃ, とt/・ う消極的選択方法をとる以外に。

今日の ところ良心的にやれる方法はないとい う

ことである。そうして支障の認められない広い

方面において自由に自信をもって, どこまでも

伸びて行かせるようにま旨導することである。諸

検査法の現在の段階でも,見出された支障はそ

れが治 らない限 りどこまでも支障である。そう

してこの消極的選択は,そ の価値において,積

極的選択に比べて決 して劣っているものではな

いのみならず,む しろ消極的選択 こそが,よ り

人間的なのである。

仕事の諸条件は一定不変で変更できなぃ とき

めておいて, これに適当する適性を見わ|ナ る検

査法はないか, との質問をしばしば うける。 と

りわけ技術革新に伴って,新 しい機械や技法が

新規に導入される工場では.そ の取扱いの条件

についての工学技術的要請を動かすべからざる

もの として,人間αほうをそれにあてはめよう

とする。 この考えには義慣をさぇ感ずるのであ

る。なぜ仕事のほうを人間に適するように変更

しようと考えてみないのか。また他方では.軍

関係の生産や戦争行動のために研究された り考

案 された方法をそのまま産業に使っているのが

ある。戦後の占領下にアメリカ軍から押 し売 わ

された職業適性検査や訓練方式には、彼等が戦

時下の軍需生産で使い古したものがある。また



今日さかんに使われている人間工学的諸多の方

法には,特に英米におぃて多く行われている軍

関係の人間工学的研究の結果たそのまま応用し

ている。いうまでもなく軍の作業は^徹底した

人間機械観でもって,ま た常に臨界的場面にお

いて遂行されるものであって,そ こでは人間の

生命は一片のはがきと同価でぁる。生命活動の

時間的要素や履歴をも考えない。人間性などを

考えていたら, とても戦争行為や軍の作業はで

ぎるものではない。それは人間の日常の生活の

重要な一面である。産業の合理化はっねに生活

の合理化でなければならない。産業上の人間工

学は人間を機械化する工学でぁって は な らな

い。人間的工学 (humanistie engineering)で

なければならない。進路指導や産業上にこれを

導入されたり参考にされる場合には,こ の点に

ついてよく考えてやってもらわなければならな

レヽ。

性格の形成はどこでできるか,強い性格だ と

か弱い性格だとかいう,そ の性 格 特 性 は,結

局。個人 と社会 との接点において形成されるのi

であろう。その個人も社会 もそれ自体が変化す

るし,そ の個体倶1の受けとり方や認識や反応が

決 して常同ではなぃ。 したがって社会環境条件

の個体への作用が決 して常同ではないことを看

過 した り忘れてはならない。要するに人間 と職 :

業 との関係では,丸い釘が常に丸い釘ではない

し,四角な孔が三角にも丸 くも変 る もの で あ.

る こ とを 忘れてはいけないというのである。

(以上は機関誌 ``労 働の科学''に のせた一文とほとん

ど同じであるが,同誌が産業界のごく一部で読 まれ

るのみであるから,こ れを教育界に再び訴えたいため,

に,あ えてここに多少の加筆をして再掲 した)

(労 働科学研究所理事 )

|  ―情 報

数 学 教 育 実 践 研 究 会 発 足 す /

「教育内容の現代化」を叫び,その研究・実践

を精力的に推進し,そのひとつの成果として「水

道方式」を生みだした数学教育協議会 (数教協)

については,すでに知らないかたは少 な い と思

う。この数教協の主要メンバーであった横地清氏

ら数名の会員が,数教協を脱会したことについて

も,こ れまた耳新しいことであ り,知 らないかた

はないと思 う。どうい う事情があってのことか ,

われわれ外部のものにはよくわからないが,数学

教育に対する考えかた,団体のあ りかたなどにた

いする不満のあらわれであることはたしかであろ ,

う。

さて,こ の数教協を脱会した人たちを中′いとし

て,こ の人たちの考えを数学教育に反映させるた

めに,標記の研究会が発足したわけであるが,そ
の活動方針は,最近の日本を取 り巻 く諸情勢のき

びしさを,正しく捉え,「国民教育における数学

教育の創造と発展」とをめざしており,そのよう

な活動をおしすすめていくための全国組 織 と し

て,数学教育実践研究会は結成されたのである。

すでに,1963年 1月 に設立第 1回の全国大会を

二重県伊勢市で開いており,会 員もすでに230人を

越えているとのことである。会員の範囲は北は北

海道から南は鹿児島の先生まで入会しているとの

ことである。

研究会結成の趣旨は,「数学教育を真の科学に

育てよう。そのためには偏見を排し,数学教育に

たずさわる全国の多くの教師を幅広 く結 集 し よ

う。そして 1人ひとりの現場教師・ 研究者が協力

し合いながら,自 由で創造的な研究を主体的に進

め,それを全国集約して行こうc」 とい うことで

あ り,「その地域にはその地域での,ま たその学

校で|ま その学校でのいろいろな事情があ り,その

苦しい条件の中で少しでも子どもたちを賢 くする

ために」努力し,研究している,それこそが,他
では得られない貴重な資料なのだといっているこ

とからも察しられるように,全国の教師の広汎な

結集を基医として,数学教育の面から国民教育運

動の発展をはかろ うとしている。

具体的な活動としては,全国各地区における継

続的な地区研究大会,年 2回の全国研究大会,機
関誌「実践研究」,会誌「月報」 (会 員配布)の発

行,そのほかに,月 刊「す うが く」 (久保書店)

の編集などを行なっている。

なお,代表委員は,小橋登,鈴木正毅,安田安

信,横地清の各氏である。



年少労働者の実態 と進路指導

治藤 上
豆後

1 劣悪な労働条件のなかで

まえに何度か書いたことであるが,ま たここ

でもまず とりあげておきたいことがある。それ

は, “労働基準法"を想起せずにはおれないよ

うな劣悪な労働条件下で,中学を終ったばか り

の若い労働者たちが, どのようなかまぇを示 し

ているか,と いうことでぁる。

筆者はかって労働省婦人少年局編の「働 らく

青少年の生活作文集」から,い ろいろな問題点

をさく
゛
ってみたことがある。そのひ とつ と し

て,年少労働者たちが労働基準法について どの

ようなうけとめ方をしているか,ま たそれは学

校での労働基準法などの学習のさせ方 とどうい

うかかわ りをもっているだろうか,を さく
゛
って

みたい と思った。つぎにかかげるのは,そ の目

的で,1956年 の文集「明日をになうもの」のう

ちから “労働基準法"に言及 している文節をぬ

き出したものである。材料 としてはすでに古 く

なってしまったが,考察のための資料価値 とし

てはなおじゅうぶんであると思 う。言及 してい

るのは収録総数男女50名 中女子 5名 だけであっ

たが, 1名分は割愛する。

洋裁見習 (17才 ,少女)

……或る日昼食を終えて,私が後かたづけ

をしていると,「 ごめん下さい。労働基準監

督署からですが」 と名刺を出した。私が主人

に取次 く
゛
と,いぶかしそうな面持で名刺を見

ながら,下にお りて来た。私が後かたづけを

続けていると,係さんと主人の話がはじまっ

た。

署からの係さんは,初めに私の生年月日な

どを聞いて,何か書類にしたためていたが ,

満 18才未満だから,労働時間 は 8時 間 く ら

い,体みは週に 1回 など, と話 し,賃金,娯

楽 ,養成指導員のあり方,見習人に対するい

ろいろな件についてぃ主人にきいているよう

すだった。私は外で水仕事をしていたので 2

人の対話を聞かなかったが,水仕事を終えて

仕事にかかろうとしていると,主人は「馬鹿

野郎ばか りきて_人の仕事に邪魔してける」

と言いながら,さ っきの名刺を破いてしまっ

た。主人にはよほど気にいらなか っ た ら し

い。お茶も出さずに引込んだ主人の妻 も二階

から下 りて来て,2人でぶつぶつ言 っ て い

た。私は2人の不平をミシンの音で消 してし

まった。

……家の人から,弟子なんてそ ん な もの

だ,そ んなことに負けるなら, どこだって勤

まらないといわれる。私はそうした絶対服従

の中からでも,生涯かけての技能 と知識を得

られるならと思 うのだが,今 日のような盲目

的な徒弟制度では,自分で判断 した技能 しか

得 られないだろう。私の場合は 1人前の有能

な人 として立つことはできないだろう。

銀行員 (17才 ,少女)

………ふ と先生から教った基準法 を思 い だ

し。そこには確か18才未満の者には 8時間以

上の労働をさせてはならないとあ っ た よ う

だ。それなのに誰 も帰れ とは言わず,仕事を

手伝ってくれる様子もない。私は仕事がきら



いではない。それ どころか面白味さぇ覚えた

のだった。なぜなら三度の飯 よりも好 きなソ

ロバンをはじく事だったからである。

9時も廻った頃,誰かが「ぼつぼつ帰ろう

か」 と言った。すると上役の 1人が思い出し

たように私に言った。「 なあ佐藤君も知って

いるだろうが,お まえにはまだ夜勤させては

ならないことになっているのだから,人に逢

ったら遊んで来て遅 くなった といえよ。」す
´
ぐ返事することができず,た だ唖然 としてい

た。なぜ うそを言わなければならなぃのだ。

わからない,わ からない。大人の世界はどう

してこうも面倒なのだろう。良い と思ったこ

ともできず′悪いと知っていても上の人が言

い事ならしなければならない とは。

チ リメン織工 (16才 ,少女)

昨年の 9月 に基準局の人たちが工場視察に

見えました。その時工場の小父さんが私達に

「基準局の人に何か問われたら, 8時間労働

だ と言っておけよ」 とおっしゃったのです。

その時の腹立 しかった事,今思い返 しても腕

の震える思いです。幸か不幸かその時は何 も

尋ねられなかったのですが。叉今年も同じ事

につき当 りました。今年は新中卒の人達の上

に。なぜ嘘をつかなければならないのでし上

う。なぜ 7時から6時までの10時 間 労 働 だ

と,本当のことをいったらいけないのでしょ

う。私は大人の人にたずねたい。嘘をいって

もかまわぬのか どうか。学校の先生はうそを

つけとはおっしゃらなかった。母もいわなか

った。だのに世の中の人はうそを つ け とい

う。 こんなバカげたことがぁってもいいもの

だろうか。私の工場は朝 7時から夕刻 6時ま

での従業で,そ の間に45分の体みがあるだけ

だ。おまけに 2週 に 1回の休 日,誰かの言っ

た月月火水木金金 という生活である。物質的

や労働的には中以下の生活かもしれないが ,

精神的には恵まれている私である。 10時間の

労働がそうたぃしていやだとは思 っ て い な

い。だがそんな事を耳にした日から私は働 く

ことがいやになった。真心 こめて働いても浮

はれないような気がするからである。ああ、

大人っていやだ。

織物整理工 (17才 ,少女)

… …又その頃自分が働いている以上,学校

でおそわった労働基準法が頭からはなれず ,

大人の行動について常に不満を感 じていまし

た。でもこの頃になって,労働基準法で定め

られているい くつもの細かい規則が,あ らゆ

る工場で確実に実行されねばならない とい う

考えがちがっていたのに気がつきました。特

に私達の住んでいる京都は,西陣のように昔

のままの家内工業で,少数の人を使って仕事

をしている所が多いのです。叉家代々の伝統

をほこる焼物などは,昼夜をとわず熱心に作

られているのです。 このような小規模の工場

に労働基準法を根本的に取入れることは,環

境に恵まれ。設備のよく整ったモデルスクー

ルで行なわれることを,そ れ とは反対の学校

で,そ のまま実行させ ようとするもの と同じ

事だと思います。学校で習ったことは.社会

へ持っていっても必ずl甲 し通せるという考え

はちがっていたのです。私は常に使 う人は使

われる人の身にな り.使われる人は使 う人の

身になって,お たがいの立場をよく理解 し仕

事を運営 していけば,い ちいち労働基準法を

ひっば り出さなくてもよいのだ と思います。

以上の諸例は,本誌の前身「教育 と産業」誌

上 (第 5巻第 3号 )に も発表し,社会科 ,職業

科 ,職業指導担当の先生がたの見解をもとめた

が 反響がなぃまま,私 は私な りに考えつづけ

てきたものである。まず_最後の例 (織物整理

工)の ような, どちらかというとイヽぎかしい糸内

得のしかたに同感できるだろうか。 この中・小

企業主をよろこばしそうな納得のすじ道で欠け

ていたものは何なのだろう。そのま えの 2例

(銀行員,チ リメン織工)の うけとめ方はどう

だろう。 “大人はうそつきだ !"と いうヒステ

リックな怒 りにだけ還元されていくかまえ。両

人 とも, “上役の 1人" “小父さん"が当面の

怒 りの対象であ り,やがて “大人一般"に転化

させてお り,ま た, “私は仕事がきらいではな

い", “10時 間の労働がそうたいしていやだ と

は思っていない"と もいっている。つまり,大
人が うそたつ|ナ と強要しさス_し なけれ́ば,安の

θ

、



ん におれる職場 とい うことになるだろう。 ここ

にも何かが欠けているようだが,それは何なの

だろう。第 1の例は,は からずも, “盲目的な

徒弟制度"の廃絶をめざしたはずの労基法のな

かの技能者養成規定が,盲目的な徒弟制度存続

のぬけ穴 として作用していることをあらわにし

ている。 このばあいの うけとめ方はじゅうぶん

はっきりしていないが,一応まとものように思

われるし,む しろこのような場に入ってきた過

程が問題 となろう。

第 203例 と第 4例 とは,一見した ところ,

その受けとめ方が逆でぁるようにみえるが,そ

の根底には同じ要因がよこたわっているのでは

ないか。同じ要因 というのは他でもない。労働

基準法ないしはそのなかの婦人年少労働保護規

定についての歴史的 0社会的観′点からの理解の

欠如,さ らにいえば “人権確立"過程への理解

の欠如 ということである。労基法ないし婦人年

少労働保護規定や技能者養成規定は人権確立の

1つ の里程標であ り,そ れぞれの国の歴史的・

社会的規定をうけてお り,実働面ではさまざま

な歪曲を生む力関係のなかにおかれていること

を理解させないことには,真の理解に至1達 させ

ることはできないだろう。第 2～第 4例 までの

少女には,こ のような理解をえさせるような先

行学習 (学校での学習)が欠けていた と見るよ

りほかはない。だからこそ, “大人はうそつき

だ !"と ヒステリックな泣 き声 を あ げ, “あ

あ,いやだ,いやだ"と いうことになってしま

うか, “学校で習ったことは,社会へ持ってい

っても必ず押 しとおせるという考えはちがって

いたのです"と いう納得のしかたにおわってし

まった りする。 このいずれも,現実の歪曲を強

いている条件への着目を不可能にしてお り,ま

してやそのような条件をかえていくため,じ み

ちに持続 させるべき積極的エネルギーを生むこ

とも不可能にしていると考 え られ る。要する

に,かれらは学校で,労働基準法をほん とうに

は学んでいな1/3と いうことになる。

2 疎外の条件と意識

労働場面にはいろいろな人間性疎外の条件が

よこたわっている。上に引例 したような状況も

その 1つである。劣悪な労働条件や作業環境 ,

ます ます緊密度を加えていく作業組織―それは

息抜 きを許 さないほどの密度の濃い, しかも単

調な流れ となっていく―,他 をお しのけても浮

かび上っていこうとする利己心や世代間の疎絶
0分裂などを含んだかっとうの多い陰湿な人間

関係,実力発揮 とその承認をはばむ学歴偏重や

身分制,年功重視の体制など
・
・疎外条件は余 り

にも多い。

ここでは中卒者や高卒工員グループが最後に

あげたような体制のなかでくさってい く状況を

中心にとらえてみよう。つぎにあげるのは,中

卒者で養成工になったものについて,そ の劣等

感のあ りようを調べた某社の資料 (手記)であ

る。

① (中学校における進学組 と就職組)

中学 3年生になり,「進学か就職かJを 決

める必要に迫 られた。各ホームルームで希望

を書かされ,私 は「就職」 と書いた。それを

見ていた隣の席の奴が,「お前,就職するん

かぁ」 と,馬鹿にしたような声で言った。そ

れを聞いて,私は何か悲 しいような,情ない

ような気持になった。

② (中学校における差別的な取扱い)

授業の場合,進学組にはていねいに,就職

組にはどうでもよいといった傾向が, どの先

生にも見受けられた。

中学校生活の最後を楽 しくと思った夢はぶ

ちこわされ,今 までの 2年間仲良く同じよう

にやってきた仲 FHOは 2つ にさかれ,僕たち就

職組はかなしい劣等感を感 じさせられた。高

校合格者を 1人 でも多く出そうと血眼になっ

ている先生の姿を見ると,何 ともいえないほ

どさびしさを感じた。

③ (進学 した友人に道で会 うこと)

僕たちが家に帰るのは 6時近 くだ。進学し

た者は 4時 ごろには帰っている。そして二曜

日は午までだ。

家が貧 しいので高校へ行けなかったのだと

思 うとつらくなって,道 を歩いている時,向

うから高校へ行っている中学時代の友だちが

来ると,出会 うのが恥 しいような気がして ,

横の通 りへ逃げこんだこともあった。



④ (小 さな町工場に就職 した友人)

僕の友だちで,中学時代一緒にスポーッを

やっていたA君が,或 る小さな町工場に就職

した。中学時代は明るい性格で,誰 とでもよ

く話 し合い,人からも好かれていたのに,就

職後は,ご く少数の特定の友人以外を避ける

ようになった。進学 した連中は,就職 した者

を見下げるような態度や言葉遣ぃ をす る 力ヽ

ら,会いた くないと言 うのである。

⑤
´
(中学卒でよいと答えた女性はいない)

友人の中に定時制高校へ通っている者が相

当いる。なぜそんなに行きたいのか と聞いて

みたら,そ の中の 1人が,「高校時代」 とい

う雑誌に,「女性が望む男性」 という題目の

アンケー トで,中学卒業だけでよいと言って

いる女性は 1人もいなかったからだ と答 え

た。

⑥ (単 なる勤労青年 と見られた くない)

新聞で,ニ セ学生の記事を読んだ。「 なぜ

関係のない学校の帽章をつけるのか」 という

質問に対 して,彼等は「女にもてるから」 と

答えていた。

僕たちも,養成所の学科がなくて朝から職

場に出る日でも,通学用のカバンを持って出

社する。単なる勤労青年 と見られたくない気

持のあらわれである。

⑦ (工場見学の若い女性に見られた とき)

世間の人々は,き れいな環境で,事務など

執ることを高級な仕事のように思っている。

油にまみれて働 くことを,自 分では何 とも思

っていないつもりであるが,工場見学の人々

の中に知った顔を見出した時,特に若い女性

に見られる時,恥 しいという思いを禁ずるこ

とができない。

③ (じ っと夜空を眺める)

僕が中学校の 3年生のころ,兄が僕に「高

校へ行った方がよいぞ」 とよく言 い 言 い し

た。今から考えると,そ のころ,兄 は強 く劣

等感になやまされていたらしい。兄はひとり

部屋に閉じこもり,電灯 も消して中を真暗に

し,窓をあけて,じ っと夜空をな が め て い

た。やがて僕も兄 と同じ経験を持つようにな

った。
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⑨ (叔母の偏見)

私の叔母は,学歴で人の値打を決める人の

ようだった。自分の子供 (私の従兄)に「勉

強 しろ,勉強 しろ」 と言い,そ して私を眼の

前において,「バスの中に学生が乗 っ て お

り,そ の横に同じ年頃の工員がいたが,ま る

で教養がちがぃ。学生はいい」 というのだ。

これは明らかに,私 を馬鹿にした言い方であ

る。叔母にとっては,出世することと,高 い

地位に立っことだけが,人生の目的のようで

ある。

⑩ (大学出の人々への反撥)

自分たちと一緒に入社式に列席 した大学出.

の人々,自分たちよりもお くれて入社 した大

学出の人々に対 して,ぁ る反撥を感 じる。僕

たちが一人前にな り,そ れからやっ と組長に

なった時には,彼 らは課長か工場主任 く
゛
らい

になっていて,僕たちはその下で倒К ことに

なるだろう。そう考えると,地位 というもの,

が人生の幸福のすべてではないと思いながら

も,そ の反撥をどうすることもできない。

(14編 中4編 (ま 割愛した)

中学時代の就職組への処遇が終生かれらの脳

裏にこび りついて離れぬ遺恨事であることを記′

銘すべきだろう。卒業後の世界が,実力よりも

学歴や年功によって左右されることが多いだけ

に。中卒 というキャリアはうだつの上らない下

づみを予約 しているもの とさえ感 じられる。

“工員"と いうものへの社会的承認度の低 さ

もや りきれない。 “ぼくなんか工員だし.その,

ころになっても給料がやすいから,来 る人(嫁 )

があるか どうか"と いうような表明をきくこと_

は多い。結局 , “工員"と いうもの か らの脱

出,ホ ワイ トカラーヘの脱出がいつか執念 とな

って,何 としてでも企業が歓迎 しない定時制通

学にふみきる。 しかし,た とえ苦斗のすえ卒業

した としても,そ の企業の中での身分変更は不

可能だから,他に転進 しようと企てる。 ところ

が,終身雇傭体制は転職・転進を不実 とするよ

うな逆行倫理を生んでいる。つまり,転進は不

忠実者 との烙 E口 をおされかねない。がんじがら

めである。まるで,封建制下の主君 と家臣・下



僕の関係にも擬せられる。欧米の労働市場に み

るように。業余に勉学 し,自 己をのばして,そ
の実力をみとめさせ,買わせるような自由度は

ない。 このような封鎖的終身雇傭体制一年功序

列体制―身分制・学歴偏重のワクの中にあって

は彼らの将来への展望はまことに暗い。

“正直にいって,今 まで職工 とよばれる人

には,技能者としての地位を与ぇられなかっ

た と思います。たとえば,も し一っの会社を

やめた場合には,そ の人の技能は無視 されが

ちだったのではないでしょうか。ですから,

ぼ くは,国家試験か何かで,電気関係の技能

工 とか,機械関係の技能士何級 とかいう制度

で。それ相当の地位を保障 してほしいと思い

ます。

同じ技能者でも大学卒 とか高校卒の人はど

ん どスノ先に行ってしまう。今更,大学にいく

ことはできませんし,わ れわれはわれわれの

道で,そ の地位が向上 していくような社会の

仕組になってほしいのです。"

(東京,機械工,18才 )

この青年が望んでいることは,技能資格の検

定 とそれの社会的承認を軸 とする実力体制の実

現 ということであろう。 304年 まえから,こ

こに要望されている技能検定の制度は生まれた

が,そ れは企業の封鎖的人事のカベを破 りえな

ぃでいるし,単に企業内での格づけ,差別処遇

への路をひらいたにすぎない観があるしら資格

についての社会的承認も十分ではない。また。

過去 2・ 3か年の産業政策は若年労働力不足の

状況を引きおこし,終身雇傭制崩壊のきざし,

年功序列体制や身分制再検討の声をおこさせ ,

実力体制実現への歩をふみ出したか に 見 え た

が,永年の体制はそう大きくゆるぎそうにもな

し′ヽ。

以上のような状況が提示する進路指導への課

題は何だろうか。年少労働者に明るい展望をも

たらし,向上を約束するキャリア構築を妨げて

いる諸条件の認知 とその条件をかえていくエネ

ルギーの蓄積をいかにして呆たさせるかという

ことであろう。

3 集団のなかの個人

現在の中学・高校には真の意味での集団活動

というものがあるだろうか。 ここでいう真の意

味での集団活動 というのは=共通目的をもつ集

団に積極的に参加して,そ の集団のなかで一定

の役割を積極的に引きうけ,た えずそれぞれの

役割完遂への点検をきびしくし,集団連帯感 と

協同態度を育てるような活動 という こ とで あ

る。

ますます強められていく進学体制はこのよう

な集団活動・訓練を拒否 してぃるよ うに 見 え

る。つぎの引用は東京新聞が特集 した「ぼ くら

は中学 3年生」のなかから拾ったものである。

“さきごろ,C組のホームルームの時間,就
職の生徒と進学の生徒の間で,つかみあいの

けんかが起 こりかけた。「進学の人たちは ,

進学塾に遅れるからといって,そ うじをわた

したちに押 しつ |す る」「委員長は進学組だか

ら,進学組に都合のいいとりきめ ば か りす

る」 といった抗 議 が で て,紛きゅうしたの

だ。

日ごろの不満が一度に爆発しただけにその

怒 りも大 きかった。 とめ役に入っ た 先 生 ま

で,「先生たちだって,PTAの 会場つくり

や運動場そうじなど校内作業があるたびに就

職する生徒を使 うじゃないか」 とっるし上げ

られた。それ以来,進学 と就職の対立は先生

の努力にもかかわらずいっそう深刻になって
いる。

あるお母さんも,「 うちの娘が目をまっ赤:

にして帰ってきました。 きくと,見学の目的

地で進学の人たちといい争いをしたのだそう

ですが,先生まで相手の肩を持った といって

くやしがっていました。貧乏だと,こ どもま

でこんなにばかにされるのですかねえ」 と訴

えていた。"

教室の交友関係にはいっそう暗 い 話 が 多

い。 もちろん表面はうちとけているが,一度

進学の話題になると,も うお互ぃに疑ぃ深 く

腹のさぐりあい。親友同志 とぃっても相手が

どこの進学塾に行ってるか, どんな参考書を

使っているかさえほとん ど知 らない。

同じクラスでこスンなこともあった。午後に



模擬テス トのある日の朝,Q君が始業 しても

姿 をみせなかった。その ときQ君 とは仲 ょし

だ といわれている 1人がいった。「 あいつ ,

授業さぼって家でテス トの勉強 じゃ な い の

か」 Q君はバスの故障で20分遅亥」しただけだ

ったのに。

「 ちょっ と遅刻 しても,す く
゛
受験 と結びつ

けて疑われ,悪 くいわれる。そしてだれもか

ばってくれない。 これがことしの中学三年の

実態ですJ先生は重い口調で こういう。そし

て友だちを「敵だ」 とか「CO君が死ねばぼ

くがいちばんになれる」 とさぇ口走る子がい

るとつけ加ぇた。

(あ る女生徒の作文)

……私には学校も家も戦場にすぎません。

どちらでも勉強 ,勉強で,体むことなんかで

きないからです。友だちも同じでしょう。で

もいまはうちあけた り,いたわ りあうことも

あ りません。……私は心を体められる本当の

家庭がほしい。悩みを慰めあえる本当の友だ

ちがほしい。

読者のほうが,こ のような実状にはくわしい

はずだから, くどくど引用するまでもなかった

かもしれない。卒業 して,高校に進み,就職 し

た子たちが,こ のような修羅場を思い出しもし

ないようにけろりとして日々を過 している姿を

みて,そ う大 して気に痛むこともないと思って

お られる読者も多いことだろう。 しかし,前に

引用 した養成二たちの心にわだかまっている遺

恨は何だろう。中卒の労働者たちと話 している

と,一貫 して流れている暗い主調音がある。劣

等感がそれであり, しかもそれは 2・ 3年時の

差別的な扱いにはじまっていることに気づく。

一歩をゆずって,こ のようなわだかまりは,

学校生活,職場生活の進展につれて消ぇてぃく

としよう。それでもなお残る大きな問 題 が あ

る。それは,冒頭にのべたような,真の意味で

の集団活動・訓練を経験 しえなかったことから

くる損失である。進学体制は集団の分裂 どころ

か,集団の崩壊をさえ招 く。ひとりひとりは分

裂 し,崩壊 した “群"の なかにあって孤独でぁ

る。女生徒の作文はその状況を示 して ぃ る。

12

“学級活動"と いう場があるではないか といわ

れるかもしれない。 しかし,学級活動すらが ,

このような体制のなかにまきこまれて,せ いぜ

い形ばか りの対策・補備の場 となるにすぎない

だろう。真の集団活動を展開する基盤がすでに

くずれ去っているからだ。クラブ活動 とて,同
じようななりゆきを辿るだろう。

結局 ,目 的を同じくする同志が,目 的達成の

ための役害」を分け合い,役割一責任の完遂度合

いをきびしく点検 し合い,全体 としての連帯 と

階調を保ちながら,目 的達成にむかってすすむ

という経験はほとんどなしに学窓を出ることに

なる。 このような子 どもたちは,他 日, 1匹狼

として行動するか-1匹狼 としてす ごすことは

この年令,学校出たてにはなかなかできにくい

ことである一,あ るいは集団一その性格からい

ぇば “群"と いうべきだろう一のなかに埋没す

るか,そ れに依存するほかあるまい。群への主

体性のない参加でぁ り,群のもつムー ド,な い

しは規範への単純な肯定と追従 しかできないだ

ろう。

“お となは敵だった"(林友三郎著)の なか

に,非行少年の集まりの性格について,つ ぎの

ような叙述がある。

………かれらに団結はなかった。 あ るの は

「 グルになる」 ことだった。一言でいえば ,

かれらのセンスは,利益 と快楽だけで結びつ

けていて, しんそこからは依頼 し合えないヤ

クザのセンスであり,利益をともにするなか

まが,がっちり腕を組んで団結 し,苦 しい と

きは一しょにしのび,時期をよく見定めては

一 しょに前進するというセンスで は な か っ

た。団結できぬかれらに団結をもとめること

は空想なのである。(P l13)

ところが,第二に,かれらは,寄 り集った

ときにすることといえば,いたずらだけとい

ってよかった。それは,かれらの集まりの目

的や理由が,も ともと,遊 びのためのなれあ

いの集まりや, ときには,獲物を狙 う狼の集

団行動だったからである。た とぃ ひとりひ

とわがまともになっていく過程で,グループ

から離れて行 くようになっても,そ れはむし

ろ喜んで よいことだった。(P127)



このことは,非行少年の集まりについてだけ

いえることだろうか。 きびしい集団活動一訓練

の経験を経ていないまともな少年たちの群につ

いても同じようなことがいえるのではないだろ

うか。彼が所属する集団 (ら しいもの)は ,彼

がそれによりかかって,そ こに安定を得 ,そ こ

から便宜や利益をむさぼるだけの集まりという

性格をもっていないだろうか。

もしそうならば, 1や 2で のべたような疎外

条件のなかに身をおいたとき,そ のような条件

をするどく認知するような学習集団に加わるこ

とも,そ のような条件の改廃に向って,集団の

他のメンバー との連帯を保ちながら,じ みちな

努力を重ねることもできないだろう。

4 権利の感覚・実務規律・その他

権利の感覚はいくらとぎすまされてもよい。

鋭い人権感覚のうえにこそ,ま っとうな権利の

感覚は育ち,妥当な主張 となってあらわれる。

筆者は,さ きごろのブラジル漫遊の間に,日

本の戦後世代の権利の感党の進歩を実感 した。

それは,戦前,そ れも大正末期から昭和初期に

かけて移住 し,現在農園主になっている日本人

1世たちと戦後移住する青年たちとのかっ とう

のなかで感じとったものである。最近の移住青

年たちは, 1世農園主の無契約雇備を拒否 した

り,抵抗姿勢を示す。雇傭主たちに す れ ば ,

「 203年 いっしょうけんめい働い て くれ れ

ば,誰だってその努力を無にはしないよ。その

うちメイオ (半小作)に もしようし………」「同

じ日本人だから,そ れ くらいの義理 と人情はわ

きまえているし,そ れがわかってくれそうなも

のだが」 というわけである。 ところが,移住青

年にすれば,契約 というのは,独立した個人 と

個人の間にとりきめられる分限の明確 化 で あ

り,権利 と負 うべき責 務 を 明らかにすること

だ。 これがなかったら,働きぶ りが気に入らな

いからといって,雇傭主の気ままに放 り出され

た り,ず るずるに責務が拡大された り,さ らに

は全面的隷属を強いられるようになっても, ど

うしようもないじゃないか。 こスノな安定保障の

ないところでは安心 して働けない, という気持

である。いっそのこと外人にや とわれた方がよ

い。契約上の責務履行はきびしく迫 られるが ,

契約上の権利は決 しておかされないから, とも

いう。 これが 1世農園主 ,つ まり大正期 ,昭和

初期に日本の,し かも農村をあとにして移住 し

た世代の情義にもとづく雇傭観 と戦後移住青年

の契約雇庸観のくいちがいであり,両者間の ト

ラブルの根源でもあるように思われる。現代の

若年層の権利の感覚 と主張のつよさを示す一つ

のエビソー ドだと見て よかろう。

今 日,産業現場での問題の一つは, “若い者

は権利ばか りを主張 し,義務をつくさない"と

いう非難を生んでいる事態である。 このような

非難は,一方では,当然主張すべぎ権利をも主

張できない旧世代からみて,若い世代の敢然た

る権利の主張がねたましく,度外れ と映ること

からも来ているとみて よか ろ う。 しかし,他

方,た しかに権利 と責務の関係が真に理解され

ていなぃし,行動の上でもアンバランスがある

ことから来ている面もある。

産業場面での権利の具体化は “協約"や “契

約"の上にあらわれる。個々の契約の基盤に労

/1tの 協約があ り,こ れは改訂によって権利を向

上させる余地がのこされている。 とすると,労

働者に とって,自 己の権利を確保 し,向上させ

ていくよりどころは,ひ とりひとりが有能・積

極的な組合員 となることにある。自分の属する

組合の運動への関心や参加意欲は低いくせに ,

権利かくとくをあせることはすじちがい という

ことになるだろうcた だ,労使関係を一方的に

規制する立法や不法な抑圧の介在はある。 しか

し,そ れもまた,学校教育や産業現場での一労

組じたいが行なう一学習の重要なテーマ となる.

べきものだろう。

“雇情契約"で は,そ のことによって従業員 :

(=組合員)と しての権利が明確にされると同

時に, “責務"が 発生することになる。権利 と

責務は相即 している。 ということは,責務の未

完遂・背反は権利の喪失や縮減 とつらなってい

るとい うことである。契約は “労"に とっては

権利であるが, “使"か らいえば責務の規定で

ある。 これが現実の産業場面における秩序のけ

じめであるわけだが,そ の辺の感覚は双方 とも

不じゅうぶんであるように思 われ る。なぜな



ら, “使"の系列じしんが, “人情管理"のす
じ道から,け じめをぼやかしてぃることが多い

し, したがって, “労"の方でもけじめがぼや

けてくるとい う関係がぁるからだ。義理・ 人情

に立っ管理のすじ道は例外なく契約,権利―責
務 ,公一私などのけじめをぼやかす 働 き をす

る。だから,は っきりいえば,近代的生産社会
に も色 こく残 っ て い る “義理 0人情"と ぃぅ
“日本的美風"に肯定的な世代が,権利の感覚

にするどく,ま だそれを磨滅させるに至 らない

若 い世代の ドライなわ りきりかたに対する印象
が, “権利ばか りを主張し,義務を つ くさ な
い"と い う非難 となることも考えられる。

結局 ,権利の感覚がするどくなることじたい

は非難 さるべきことではない。その権利拡大の

手だて として,働 く者のひとりひとりが,こ れ

までのべた疎外条件をかえていくかまえと同じ

かまえをもち,じ みちな努力を続 けていくこと

も学んでおかなければならないだろう。

実務規律の問題に目をうつしてみよう。

現代生産のしくみは lraと ん ど組作業ないしは

連帯作業の形をとっているとみてよかろう。た

とえ,持場,持場はきりはなされ,孤独化 して

い くとしても,全体 として連続・連帯性をつよ

めていくことは否定できないと思 う。 これは意

図的に作業組織の緊密化がすすめられ,計画化
・統制下がすすめられる過程で,必然的に出て

くる性格でぁろう。 とすれば ある作業集団が

全体 として階調を保つ必要は増大 してくる。

作業集団の階調維持のためには,集団所属 メ

ンバーにっいての情報が遅滞なく統制系列に把

握 される必要が生ずる。 ひとりひとりについて

は,自 己に関する情報をお くれず統制′点に伝達

しなければならなぃことになる。 このような情
「
報 として,っ ぎの 2つ が考ぇられる。 1つ は自
己の出所進退に関する情報でぁ り,他は自己の

作業に関する情報である。前者lcは欠勤・遅刻
・早退・臨時的な持場からの離脱・出張 0体暇

その他に関する情報が含まれ,後者には出来高
0材料手持量・仕かけ品量・故障その他多くの

ことが含まれよう。 これらの情報が遅滞なく,

あるいは適時・ 定時に通報され,集 中されるこ

とによって,集団 としての作業階調 は調 整 さ
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れ,維持されていく。それは,ち ょうど,プ ロ

セス・ オー トメーションにおけるフ イー ド・バ

ック・ システムに似たもの と考えてよかろう。

このようなシステムのなかでは,遅滞のない

情報伝達は実務規律の うちでも最重要なもの と

みてよかろう。筆者は年々 7～ 800に のぼる学

生の教育実習の配当・指導上の操作をするうえ
で,こ のことを痛感 している。学生のひとりひ

とりが進んで統制下に入ってくるか ま え カミな

く,出所進退に関する情報がぉ くれることによ

って,集団 としての操作階調が乱 されることが

多いからでぁる。生産場面でも同じか,あ るい

はもっ と切実なものがあるはずである。

ここでも集団活動の経験がカォを出す。前に

のべたような真の意味での集団活動をとお して

きびしくヨ|1練 された者には落度が少ない。する

と,こ のような集団活動を組織することを怠っ

てt/・ る中・高卒業者の入職後第 1の難′点は集団
への参加態度にかかってぃるのではないだろう

か。集団メンバー として,あ るいは組織の中の

人間 として,怠惰 と恣意による規律背反はその

集団の性格いかんにかかわらずいましめられる
べきものであろう。

実務規律の一面をとりあげ,こ のきびしさを
つきぬけえないものは,疎外条件を変え,排除
していく息のながい歩みにおいてもお くれをと

ることにな りはしないかを問 うてみたかったわ

けである。

このほか,い わゆる “根性 (こ んじょう)",

生涯たゆまぬ自己発展のかまえ,変化・発展へ

の信頼, このことに相即する固定概念からの脱

却など,ふれるべきことは多いが,ぃ まは余白
がない。 この小論はまるで人づくり論 で ぁ ぅ

て, “年少労働者の実態 と進路指導"と いう標

題から読者が期待 されたものとは多分にくぃち

がっているかもしれない。わたし自身は, これ

も職業・職場認識の一局面を語っていると思 う

が,い ま通読 してみれば,た しかに顕著にみら

れる職業観のひずみや職場への定着を妨げてい

る要因の分析など行なってぃなぃょぅでぁる。

これ らについては他 日を期することにしたい。

(国 学院大学教授 )



職 業 適 応 と進 路 指 導

感じ,かつ,考えているであろうか。

「 あなたは,いま何に一ばん,生きがいを感じ

ますか」の質問は,次の11項 目に分けて答えさ

せられる。

1仕  事

2 金をためる

3 労働運動

4勉  強

5 家計をたすける

6信  仰

7 友情や恋愛

8 趣  味

9 遊  び

10そ の 他

11 生きがいを感じるものはない

19才 の勤労青年たちは,男子の30%,女子の

25%が,「仕事」に生きがいを見出してお り,

これにつづいて「 家計をたすける」「趣味J「友

情や恋愛」があげられ, この 4つ で全体の70%

に近い。これに対 し,「労働運動」や「 信仰」

は,順位が低い。かれらのものの見方や考え方

が,いわゆる「
ハイティーン」の域にとどまっ

ているものであろうか。「 労働運動」と答える

人の少ないことについて,「かれらの生活理想

が,公教育をとおして獲得した社会的・政治的

教養と結びついているならば,単なる個人的な

生きがいに終始することなく,社会体制との関

連の上に,かれらの生活仝体の向上を願 う生き

がいとなるであろう」と,著者は述べている。

さらにもうひとつ,かれらの労働に連なる社

治光山片
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(1)

勤労青年の生活意識や職業観を,ひろく概観

している,全国教育研究所連盟の F勤労青年の

生活意識』 (東洋館出版社刊)は,その調査規模

の大きさの点で,一読に価するものである。

したがって,その本に示された調査報告は,

勤労青年一―中学校卒業後,す く
゛
に就職した満

19才の労働者,無作為抽出10,000人一―の世界

観,ないし,価値観を知るに手ごろである。な

かでも,進路指導と, じかに関連 した と こ ろ

を, 1, 2ひ いてみたい。

まず,職業人としての構えと考え方をみるた

めに,「ホワイ トカラーか,ブルーカラーか」

の,仕事の価値をたずねている。その質問は「 き

れいな事務の仕事より,汗や油にまみれて働 く

仕事のほうがねうちがある」の職業観に対 し,

1 ほんとにそう思う。

2 そんな気がする。

3 あまり思わない。

4 ぜんぜん思わない。

の, どれかを選ばせている。回答は,(1)が勤労

青年の25%,に )が 10%以下であり,(1)と (2)を加

えると,かれらの60%がブルーカラーの優位を

肯定 している。しかも, この肯定は,すべての

産業領域で60%を超えているから,「 この人た

ちの職場の体験と将来を予想 して得た実感なの

であろう」と,いわれる。

筋肉労働の尊厳を実感しているこの青年たち

は,生活周辺をめく
゛
る問題点については,ど う



会観をみておこう。それは,収入を増す方途を

つぎのどれにするか,と い うのである。

1 労働組合や農民組合の力で。

2 もっと長時間働いた り,あ るいは内職を

した りなどして。

3 収入の少ないのは, 自分ひとりだけでは

ないから,よ い時期の来るまで待つc

4 もっと勉強した り,資格をつけた りして

さすがに「 もっと働いて」と答える者は最少で

10%台 にすぎない8「組合の力で」は,勤め人

の20%,農業では男子36%,女子30%である。

「 時期を待つ」や「 もっと勉強して」と考える

人の数は,組合を頼る人よりまさるとも劣らな

い。それは30%～40%である。

これら勤労青年の職業観を調べて,考え及ぶ

のは,労働者の経済的地位の向上が,今 日の社

会体制では,さ きの 4項 目のどれに頼 るべ き

か, ということである。かれらが,社会認識を

裏づけとした集団の規律と自我の確立を,統一

的に身につけているならば,つまり,姿勢の正

しい進路指導をうけていたなら,も っと,ち が

った答え方をし,積極的な職業適応の構えをみ

せ,「苦汗の労働」を「 歓喜の労働三にかえる

知恵を示 したであろう。

(2)

全国的な勤労青年の職業的発達を,右のよう

に概観するとき,必ずしも, じゅうぶんな情況

を示してはいないようである。そして職業的発

達は人格的発達の一側面である, とす る な ら

ば,勤労青年たちの人間形成が,義務教育の段

階で,何か欠けるところがあるのではないだろ

うか。

その吟味は,ひろく教育全般について行われ

ねばならないが,さ しずめ,職業的発達を目的

とする「 進路指導」の内容を,類型的にかかげ

た諸氏の説をみておこう。

まず,後藤豊治氏は,同 じ「 進路指導」の名

のもとに,その方向・内容 0展開に 3つ のタイ

プがあるとする。すなわち,

第 1は ,就職あっせんに終始するもの。この

タイプでは,就職 100パ ーセン トであることが

「 進路指導」の優良校であ り,多 くの学校が,
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これに属 している。

第 2は ,現在の進路指導理論の主流派で,適
性検査その他のテス ト,職業調査,選職相談な

ど「 進路指導」のサービスに万全を期している

学校である。このタイプは学校の体制が,進路

指導のために協力的であ り,その中核に精鋭な

スタッフがいる。文部省や日本職業指導協会が

この方式の主導者であり,そ こらから研究の手

びき書や資料が供給されるから, このタイプは

少数で|ま あるが,正続派的な優位を保っている。

第 3は ,ノ、格的発達の一傾1面 としての職業的

発達を,正 しく促進させようとするもの。「 子

どもたちの職業観の発展や職業生活における間

題の把握をたしかにし,職業人となって当面す

るノ、間疎外の状況に意識的に対決 していけるよ

うなノ、間に育てることに主眼をおくタイプ。」

(後 藤,池上「進路の指導」162ベ ージ)

これらの 3つの方式は,統一されないままに

実践されている, といわれる。それは,当 然の

ことである。三者の教育観は,質的に大きく異

なっている。したがって,第 2と第 3の タイプ

の研究や報告は,それぞれ,官制と民間の集会

や機関誌に,主として発表されているcいずれ

は,職業的発達の理論によりながら,統一的に

深められねばならない。

このような,実践での不統一は,学習指導要 :

領が,平板な特性理論から脱 しきれないで,職

業適応のダイナ ミックスを構造的に説いていな

いことにも由来している。周知のごとくり 学習

指導要領では,進路指導を学級活動のなかに位

置づけて,その内容を次の 4つ の項目で示して

いる。

(1)自 己の特性や家庭環境などについての理

角早

・(2)職業 0上級学校などについての理解

椰)就職 (家事・家業従事を含む)や進学に

ついての知識

に)将来の生活における適応についての理解

右の項目は,それぞれ内容事項が加えられて

いる。それはどれも,後藤氏のいう「進路指導」

のタイブ第 2の教育観に見合 うもので,職業的

発達の形成機能の把握が浅い。ことに,項 目に)

の内容説明は「人間商品論」ないし,「教育投資
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論」の域にとどまるおそれがある。すなわち,

適応とは

「 職業生活と学校生活との相違,将来の生活

への適応のしかたなどについて理解すること。J

と説かれるにすぎない。これでは,職業生活を

とおし, 自然と社会の恩恵をきりひらいていく

建設的態度はうかがわれない。もし「将来への

適応のしかた」が,その意味であるなら,進路

指導の内容や方法を,そのような文脈において

整備して示さなければならない。

は)

「 適材適所」=「人間商品」=「職場順応」の

思想に立つ特性理論の欠陥をかえりみながら,

森光雄氏は進路指導の計画をたてる方法を解明

している。 (月 刊「職業指導」1963年 3月 号)

それによると,今 日の教育体系の中で,進路

指導は大きく二つの方式ですすめられる。第 1

は下表の指導分野に合まれる余暇指導・健康指

導・進路指導の 3つ を別々にする単独計画であ

って,専門の立場で確実な指導計画がたてられ

るが,総合性を欠き,不統一になりやすい。

第 2の方式は,総合計画であるが, これは次

元の異るにつれて, 2つ に分れる。第 1次総合

計画は,活動分野における計画であって,学級

活動として余暇指導・健康指導・進路指導の 3

つを総合する方式である。また,学級活動とク

ラブ活動をさらに,生徒会活動も総合するので

経営は複雑となる。

教育体系中の位置

第 3の方式は,教育分野における第 2次総合

計画であって,少 くとも道徳教育との総合計画

は「実際的で効果的であって,進路指導 (近代

的立志指導)を抜きにした道徳教育などは骨抜

き教育である。Jと 説かれている。この次元では

教科教育も総合し,職業指導をコアとした教育

全領域の総合計画が考えられ,森光雄氏によっ

て昭和28年に「 職業指導をコアとせる中学校カ

リキュラムの構成について」の論文が発表され

ている由である。山口県小郡中学校が現場学習

を,教育計画の主軸として推進したのは,やは

り,10年 もまえであったが, これも森氏の第 2

次総合計画での進路指導である。

いかにも,進路指導が道徳教育と総合される

とき,近代的立志指導となる, との論旨は,示

唆に富んでいるcし んの道徳教育とは,人格的

発達を指向するものであるから,それは人格の

一 1貝1面 である職業適応を正しく発展させる。今

日の教育がめざす人格=人間像は,職業的発達

の面では,職業適応を可能にする職業観を確立

し,「職業人となって当面する人間疎外の状況

に意識的に対決 していける人間」に,ほかなら

ないcこ れは ,さ きにみた後藤氏のいう進路指

導の第 3の タイプである。

そこで,進路指導は,ただ学級活動の中で40

時間といった羅列的なものでなく,も っとひろ

い,構造的な機能と領域をもち,近代的な人間

像を目ざすものに改造する要がある。

(4)

進路指導が,方向や展開で, 3つ のタイプに

わかれた り,ま た,その計画に,単独や総合の

方式があった りして,学校での実践が,かみ合

わないままに進められているのは,進路指導の

本質論が確立されていないからである。そのた

めに,小論の冒頭で紹介 したように,勤労青年

の職業観,ひいては,職業適応が,概 して,消

極的な実態となっているのである。

いったい,進路指導とは,教育の思潮である

か,それとも,方法論であるのか。あるいは,

領域概念か機能概念か。この問題は理論的に究

明しておかねばならないところであろう。それ

は今後の課題とし,い まは,その手がか りに進

路指導の 1, 2の概念規定を参照しょう。

日教組第 7次全国教研では,進路指導を,

「 学校で青少年の個性 と環境を考慮 して,将
来の進路のための指導をする全体的な教育活

動である。」(第 8集「日本の教育」下巻4ペ ージ)

と,結論しているc
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全国教研の進路指導部会での,討論のなかで

出された統一見解であるから, このように包括

的な表現となったのであろう。「全国的な教育

活動」とは,当 然,職業的発達を可能にする全

面発達を含むこととなる。そこでは,職業をと

おして,自我を実現 し,積極的な職業適応を期

待することができよう。「 個性 と環境を考慮 し

て,将来の進路のための指導」は,進路指導の

内容を示しているが, これでは,日標とか方法

をすどお りした感がある。

そこで,職業的成熟や職業適応の概念を展開

したのち,職業指導について新 しい定義をここ

ろみたD・ E・ スーパーの理論に説き及ぶこと

とする。

スーパーは職業指導を,次のように再定義し

ている。

「 職業指導とは,個人が,自分自身と働く世

界における自分の役割とについて,統合され

た,かつ,妥当な映像を発展させ,ま た,受

容すること, この概念を現実に照らして吟味

すること,および自分自身にとっても満足で

あり,ま た,社会にとっても利益であるよう

に,自我概念を現実に転ずることを援助する

過程である。」(ス ーパー「職業生活の′心理学」邦

訳 ,250ペ ージ)。

この定義に達するまでに,ス ーバーは, これ

まで職業指導の源流とされた「 適材適所」主義

の特性理論を,批判修正 している。

スーパーが, この再定義を,職業的発達のダ

イナミックスをふまえつつ提言した,中′とヽ概念

は,職業的発達と人格的発達,ま た,知識情報

提供 としての職業相談と人格相談としての職業

相談の論理から知ることができる。

かれによれば,職業的発達は人格的発達の特

殊な側面であるから,前者と後者はあいともな

って進展する。いっばんに, カウンセラーは,

個人が適当な満足すべき,かつ,現実的な自我

概念を発達させ,実現させることを助けようと

するから,職業指導を効果的に行な うた め に

は,人 格 的 適 応をよく理解しなければならな

い。そして,人格的適応は,職業の問題におい

て多く生起するから,カ ウンセラーは,職業指

導の用具,技術,資料を, じゃうぶんに理解す

Iθ

る要がある。

職業的発達と人格的発達は, ともに, 自我実

現の相即的な過程をとるものであるが,それは

また,事実の問題と態度の問題としてとらえら

れる。すなわち,知識情報提供としての職業相

談と人格相談としての職業相談である。前者は

伝統的な職業相談の方式であって,個性調査 ,

能力と仕事の所要条件の合致,職業研究の手続

きをとり,適応とは,事実の問題とされる。こ

れに対 し,後者では,職業選択や職業適応は,

心理療法的技術を必要とする人格適応の問題で

あって,精神とか態度が重視される。

職場適応の調査で,よ くみられるところであ

るが,その多くが職業的なものとして現われる

いろいろな問題は,上役や同僚との人間関係の

ような1青緒的なものであることが, しばしばで

ある。そこから,人格的適応というようなガイ

ダンスが支持される。個人を組織的に調査する

ことはしなくても, 自由に話せるよう援助され

るから,来談者は自己受容の解放感から,事態

を理性的に扱えるようになる。こうして,かれ

は自己についての理想像を現実と関連させ,さ

らによい自己統合ができるように, 自我概念を

たてなおし, 自己受容から自己理解に高められ

つつ統合された価値体系を組みたて,確かな目

標を選びやすくなり,計画的に達成 しうるよう

になる。これが,態度を問題とする人格相談の

特色である。

職業相談に対する上の二つのしかた一一知識

情報提供 と人格相談―一は, じつは,あ い反す

るものではなくて, 1つ の連続線の両 端 で あ

る。これらガイダンス理論の両端は,つねに組

み合わされ,情緒的因子と理性的因子のもつ重

要1生に応じつつ,両者のいずれをも取 扱 うの

が,す く
゛
れた職業相談である。

こうして,職業相談は, 自我概念の発達と実

現 とを援助する活動となり,さ きにひいたスー

パーの再定義を裏づ |ナ る。スーパーは,次のよ

うに図式fヒ している。来談者が,次のような順

序で,次のように問い,かつ,答えるのを援助

するなら,それはつ りあいのとれた職業相談で

ある。

「 自分はどんな人間であると自分 は考 え る

′



か。自分の考える自己についてどんな感じを

もつか。自分はどんな人間になりたいか。自

分の価値観と欲求は何か。自分の性能と興味

はどうか。自分の理想像と現実の姿とを調和

させるにはどうすればよいか。自分の欲求 ,

'価値観,興味,性能を発揮するには, どんな

はけ国があるか。このようなはけ口を, 自分

はどう禾J用 すればよいか。J(D・ E・ スーパー

´ 「 職業生活の心理学」邦訳,248ペ ージ)

(5)

子どもが,その発達の職業的な面で,上のよ

うに?り あいのとれた援助をうけるには,他の

_ すべての面でも,つ りあいのとれた援助をう|ナ

ていなくては,仝面的発達は望めない。さきに

みたように,「学校で青少年の個性と環境を考

慮 して,将来の進路のための指導をする全体的

な教育活動」が進路指導であるから,全体的で

系統的な教科学習が,子どもの欲求,価値観,

興味,性能を発揮させるための前提である。

そして,子どもの欲求の大きいものに,進路

の問題があることは,悩みの調査などで,明 ら
かである。このさい,「来談者に自分自身のお

かれている状況について自由に話させる」人格

オロ談の′い理療法的技術は, じゅうぶんに,駆使

されなければならない。それは生活指導の解放

過程に組みいれられるであ ろ う。「進路指導

(近代的立志指導)を抜きにした道徳教育など

|ま骨抜き教育である。」といわれるように,生活

指導のプログラムに,進路の問題がかかげられ

る必要がある。さきにひいた森氏の,第 2次総

合計画が,新教育課程の 4分野一―教科・道徳

・特別教育活動 0学校行事一一 と総合的な,進
路指導の計画立案をさしているのを, ここで,

もういちど繰 り返しておく。

しかし,青少年は,職業的発達の段階で,暫
定期,現実期をふくむ探索期にあって,次のよ

うな特長をもっている。

11)職業選択への方向づ |ナ が増すこと。

(2)職業情報の量が増すこと,お よび,い っ

そう包括的で詳細な計画をたてること。

(31 職業に対する好みの一貫性が増すこと。

に)職業選択に関係ある特性が結晶fヒするこ

と。

(5)職業についての知恵が増すこと。

これらの特長において,それぞれの成熟度を

もつ青少年に対 し,i笙 路指導の用具,技術,資
料をそなえて,現実的な自我を発展させなくて

はならない。スーバーが示した職業相談の図式

は,個人の成熟度と見合わされ,職業選択およ

び職業適応の過程をたどることとなる。

勤労青年に積極的な職業適応を期 待 す る な

ら,系統的な教科指導,生活指導と即応した進

路指導が, ともに,正 しい姿勢で進められるこ

とを強調する。        (島 根大学教授)

第 8回  関東地区民間教育研究集会

関東地区の民間教育研究団体の合同集会が計画
されています。産教連も加わっていて,計画を進
めています。

日程 と分科会は次の通 りです。

第 1日  7日 28日 (日 )12.00-5.30
第 2日   29日 (月 )9.00～ 500
第 3日    30日 (火 )8.30～ 5.30

<分科会>
1 国

2数
3社

を進める会)

楽 (音楽教育の会)

育 (教科研,体育同志会)

6音
7体

語 (日 作,文教連,教科研)

学 (数教協)

会 (教科研,郷土全協,日 生連,

歴教協)

科 (科教協)

工 (絵 の会, 日本版画,美術教育

8 外 国 語 (新英語)

⑨ 技   術 (産教連,技教研)

10生 活 指 導 (全生協)

11 文学・ 演顔」(日 演連, 日文連)

<特別分科会>
C空間認識  2幼児教育 C教科書問題

3民間教育運動

なおC分科会は次の通 り

〈
〓
△バ
〈
〓

斗

科

科

分

分

分

特

理

図 会場は東京都文京区の予定で。

問題提起者 世話人団

原 正 敏

池上正道

坂本吉雄

技術科教育の学習指導 1村田昭治、

人材開発 と技術科教育 1佐藤興文



これか らの進路指導 は

い か に あ るべ きか

一―中等教育の体質改善を目ざして一一

夫正田安

I 中等教育の体質改善を目ざす進路指導

近年,強調されてきた,中 0高校における進

路指導は,一般的にいって,ま だその緒につい

たばかりといってよいであろう。 というのも,

中学校では昭和 33年改訂学習指導要領に よる

「特別教育活動・学級活動における進路指導」

だけが,ま た高校では,昭和35年の改訂学習指

導要領による「特別教育活動・ホームルームに

おける進路指導」だけが,狭 く形式的に規定せ

られたと浅く理解しているため1/C,そ の研究も

実践もともに,せいぜいその線に沿ったものだ

けしかやっていないのが実状ではな いだ ろ う

か。

ここで,非常に心配されることは,こ の程度

の理解 と意識とからスター トする進路指導の実

践では,そ のうちに必らずやマンネリズム化し

て,そ の実践的価値を見失っていくのではない

だろうか。あれだけ広く国民の批判を仰いた道

徳教育が,今 日,ややそうした傾向を見せてい

ることからも,そ の感じを強 くせぎるを得ない

のである。

では, これから大いに振興されね ばな らな

い, この進路指導のマンネリズム化を防く
゛
方途

はなにか。それは,こ の進路指導が,中学校の

学級活動や高校のホームルームにおいて組織的

`計画的・系統的に実践されるのみならず,広

く教育の全画をおおい,一貫 して小学校から大

学にいたるまで継続して,有効適切に実施され

なければならない理由を真に理解することであ

る。つまり,こ の進路指導が,ただ単に,進学

2θ

や就職のあっ旋だけを意味するのではなくて ,

これが人生指導 とか教育指導 とかいうことばで

呼ばれているように,教育の本質に根ざしてい

る問題であるという,徹底した理解が最もたい

せつなことなdである。

たとぇば,基礎学校
~と

しての小学校教育ぃ ,

ただ読書算の基礎学力さえ養えばよい,進路指

導は中学校からでよいとするような,形式的な

教育の考え方では,児童のじゅうぶんな成長発

達を将来に期待することはできないであろう。

だから,小学校でも「児童の興味や関心を重ん

じ………児童の個人差に留意して指導し,それぞ

れの児童の個性や能力をできるだけ伸ばすよう

にすること」(改訂小学校学習指導要領)に留意し,

その結果を累加記録簿に記載する学業・環境・

性格・行動などは,さ らに中等学校や大学にお

ける進路指導にとって重要な基礎的資料を提供

することになるのである。

とくに,近年は中学校教育,さ らに後期中等

教育の名において,そ の重要性が強調されてき

た高校 (定時制高校を含めて),各種学校,公

共職業訓練所,事業内職業訂|1線所,青年学級 ,

通信教育その他の技術者養成機関などにおける

教育の質的改善が要望されてきた。このことを

教育の体質改善 と私1ま 呼びたいのである。この

体質改善 ということばは,すでに政治,経済 ,

産業および社会などの諸制度においては,こ こ

数年来1こ れが一種の流行語 となるほ どまで

に,そ の必要性が強調されてきた。 教育 だ け

が,旧態依然として旧い殻17C閉 じこもっている



,こ とは, も早や許されないであろう。

今回,改訂された各種の学習指導要領による

教育の改善は,こ れをし細に検討 し,批判すれ

ば,あ ちこちに難′点はあるとしても,そ の主要

方向においては,あ ま り大きな誤 りはないので

はないだろうか。問題の核心は,われわれ教師

一 人ひとりが,こ れをいかに受 けとめるか,ま

たいかに実践 して 1/bく かにあると私は思 う。

とくに中等教育の体質改善は,「進路指導か
´
ら」 という建前をとらなければ,それは一歩の

前進でもなく,ナ ンセンスにすぎな い で あ ろ

う。 このような高 く,広い教 育 的 視 野にたっ

て,こ れらの進路指導を見,かつ実践 してゆかね

ば,本論の冒頭 1/c記 したように,こ の進路指導

は,そ のうちマンネリズム化する運命をた どる

ことは必至ではないだろうか。換言すれば, こ

の進路指導から中等教育のあ り方を展望 し, こ

れを基準づけていくことをとおして,は じめて

中等教育の体質改善をはかることができるのだ

と思 う。 このことは,す でに欧米の先進諸国に

おける中等教育の改善が,主 としてこのような

見地にたって実施されつつあることからも,じ

ゅうぶん1/Cう かがい知ることができ るで あ ろ

う。

では,中等教育の体質改善を目ざして, これ

からの進路指導は, どんな歩みを具体的に続け

てゆかねばならないかについての試論を,次に

展開 してみよう。

Ⅱ 進路指導の本質とその展開

中等教育の体質改善を目ざす進路指導のあ り

方を知るためには,ま ず進路指導の本質を明確

に理解することから始められねばならない。 と

ころが,こ の進路指導の本義についての理解へ

の努力は,今 日 あま り大きく払われていない

ように思 う。進路指導の真意は,ガ イダンスや

生活指導の深い研究から,さ らに職業指導 とか

職業教育 とか との対照的検討から把握されるで

あろう。

とくに,進路指導の技術については,心理学

的な理解 と技術 とが不可欠なことはいうまでも

ないが,進路指導上の問題が,た だ単に心理学

の研究だけで解決 されるといったほどに単純な

事がらではない。そのほかに教育学,社会学 ,

経済学,政治学などの社会科学はもちろんのこ

と,加 うるに哲学,倫理学,科学お よび技術学

などによる総合的にしてダイナミックな理解が

なくてはならない。にも拘わらず,こ の進路指

導の必要が提唱された数年前には,こ れをもっ

て軽 く職業指導 と同義語であるとした り,あ る

いは,こ れに反対 して,従来の縄張 り争い的な

心理がはたらいて,職業科関係教師 と普通科関

係教師との間に,対立した意識があったことな

どを思い出す。

1.進路指導の本質

もともと,「職業ナ旨導の意義 もその内容も,

本来進路指導 と呼ばれるもの と同 一 で あ る」

が,従来用いられてきた職業指導が, と角,就

職あっせん とか適性適職の指導 とかのように ,

狭ぃ意味に解せられてきた傾向が強かった。 こ

れに対して,法制上 (R召和33年・改訂中学校学習

指導要領)は じめて使用されるようになった進路

指導は,その代表的な定義 と・して「生徒の個人

資料 ,進路情報,啓蒙的経験お よび相談を通 し

て,生徒がみずから,将来の進路の選択,計画

をし,就職 または進学 して,さ らにその後の生

活によりよく適応 し,進歩する能力を伸長する

ように,教師が組織的,継続的に指導援助する

過程」 (女部省編・中学校進路指導の手引・学級担

任編)で あるとか,ま た
.T職

業指導 とは個人を

して自己自身を理解 し,認容 し,同時に社会に

対 し理解 と適応のできるように援助 してゆくダ

イナ ミックな複合過程である」 (D・ E・ スー

バー)と かをみても知 られるように,究極的に

|ま ,自 己と環境 とをうまく調整 した生活をする

ことのできる能力を身につけることを目ざした

人生指導 とか人間指導 とかいうのであるが,直

接的には,ガイダンスの~分野 として一個の独

自な性格 と目標を有するものである。

というのは, この進路指導が,すべての生徒

が,みずから進路の計画を立てて,卒業時には

就職や進学を立派に成功 させることができると

ともに,卒業後の長い人生航路においても,必

要な適応能力を伸長させるように指導援助する

ことが,進路指導当面の重要な課題である。 し

かし,そ れはある人々が考えているように,人



が どんな職業や学校を選ぶべきかを,そ の人に

いい聞かせる単一な,一回かぎりの活動でもな

く,ま た短かい連続的な行為でもな い の で あ

る。進路指導の過程は,教育の過程 と同じよう

に,個人の生涯におぃて長期にわたって続 くも

のである。

上述 したことは,進路指導を安易に考ぇて ,

形式的にただ就職や進学の指導さぇすれば,万

事終れ りというのではなくて,も っと深 くもあ

り,広いものに見直す必要があることを示唆 し

たものである。すなわち,生活指導の原理 と同

じように,進路 1/C関する見方・考え方・感じ方

・行動のし方などを身につけて,自 己の幸福 と

ともに社会の福祉にも寄与 しうるように,自 己

=環境体制の調整ができる能力を伸長させるよ

うに指導援助することが肝心なのである。いわ

ば,ガ イダンスの積極的な面をも強調 したいの

である。消極的な適性適職 という診断的心理学

の基礎の上に立っことは必要 であるが,こ の目

標の達成のためには,総合的にしてダイナ ミッ

クな教育作用が不可欠なのである。

2.中等教育における進路指導の展開

わが学校教育法が,は やくも中・高校教育の

目標規定に進路指導の必要性を掲げたことは,

先見の明があったといえる。 ところが,こ の進

路指導は,遺憾ながら中等教育全体計画のなか

に, くまなく浸透するまでにいたらなかった。

昭和33年改訂前までは,中学校では,せぃぜ

い職業・家庭科の第六群 とホームルームの一部

とで取扱われていたにすぎず,改訂後,こ れを

一元的に学級活動で取 り扱 うようになった。
マイヤーズが「現代の教育は,進路指導なく

しては完成されないのである。それが現代教育

の中核 であり,進路指導の認識に基づかない教

育は,現代教育の意義を抹殺 したものである」

というように,ま た,上にあげた学校教育法の

目標規定にもあるように,こ の進路指導は,も

ともと中・高校教育の全体を覆 うべきものなの

である。すなわち,教育課程の各領域は,それ

ぞれ固有な目的 とll■格 と活動 とを有するもので

あるから, これらの各領域が,すべて進路指導

のためにのみあるというのではなぃが,ほ とん

どすべての領域が,進路指導上副次的な効果を

″

あげることができるもの として,間接的な働き

をなしていることを知らねばならない。たとぇ

ば,教科活動は進路指導にとって貴重な個人資

料 ,啓発的経験 ,進路情報などを提 供 して い

る。

上記 したょうに,中・高校は改訂学習指導要

領によって,あ る程度の進路指導が取 り入れら

れたのであるが,広い中等教育の概念に包括さ

れるべき,そ の他の各種の教育機関 に お い て

は,今 日これがほとんど考慮されていないとい

っても過言ではないであろう。進路指導による

展望 と基礎づけとがない中等教育はナンセンス

であるから, これら各種教育機関も,こ れから

は,そ の教育課程の全画を覆 うて, この進路指

導を展開することがたいせつであろう。

学級活動やホームルームだけで進路指導を取 :

り扱 うのでは,そ の効果をじゅうぶんに発揮す

ることはできない。 これらの教育全体を覆 うて

くまなく展開されるとき,青少年問題解決への:

接近の一つのいとく
゛
ちを得ることができるであ

ろう。

Ⅲ 進路・特性に応ずる進路指導

近年,欧米の教育が,青少年教育の対策 とし

て「進路や特性に応ずる教育」を打 ち立てるた

めに,進路指導を重視 した教育の制度や方法を

改善するようになってきた。現今,わが国の学 :

校教育における問題も,そ の例外ではない。

この進路・特性に応ずる教育が, とくに中等 :

教育において重要な意味をもって強調されるに

いたった動機を考えてみるに,そ れは世界共通

にみられる現象である。つまり,た ゆまず進展

する技術革新に伴なう青少年教育対策 と・して提
起 されたものである。

この進路・特性に応ずる教育は,中学校の場

合には,「選択教科の運営」に,高校の場合に

は,改訂の基本方針「 1高等学校のそれぞれの

学科の特色を生かした教育を実現できるように

するとともに,生徒の能力 0適性・進路等に応

じて適切な教育を行なうことができるようにし

た」の下に,そ れぞれ具体 fヒ されている。

進路・特性に応ずる教育 という立 場 か らみ

て,最 も大きな問 題 を提 起すると思われるの:



は,中学校における進学組 と就職組の問題であ

る。 これに対 して是非の対立意見があるが, こ

れを解釈することができる鍵は,中学校におい

て行なう職業生活または進学生活への準備的教

養の基礎を,選択教科において培 うことの是非

であると思 う。すなわち,中学校で施す中等普

通教育は,すべての生徒に対 して共通 した内容

を学習させて,市民的 0人間的な一般教養を身

につけてゆくのであるから,職業的準備教育ま

たは進学のための準備教育を中学校の段階から

課することは正 しくないとする者 と,他方中学

校卒業後,進学・就職する生徒が現実にいるか

ぎり,生徒たちの進路・特性に応ずる教育を実

施 してやることは_生徒たちの将来の生活に役

立ち,かれらの幸福をはかるゆえん に な るか

ら,あ る程度の組分け一教育の機会を区別する

一を認める者 との二つがある。

思 うに,紙面にかぎりがあるために,遺憾な

がら結論を急 く
゛
ことにしよう。形式的または理

想的に考えるならば,反対意見に対 して強いて

反対する理由は見出しがたいように 思 わ れ る

が, しかし,現実には 9か年普通教育 とい う前

提に立った,職業生活への準備的教養の基礎を

与えてやることは必要なことであると思 う。な

ぜならば,普通教育 と職場生活 との間に教育上

の断層があってはならないから。だから, これ

をもって差別教育 とみたくないのである。

教育の機会均等は,た だ入学の機会のみなら

ず,すべての教育段階においても,生徒がその

進路・能力・適性に応ずる教育を受ける機会を

も均等に与えるものでなければならない。 これ

が民主主義教育の根本原則ではないだろうか。

この意味において, とくに普通課程の高校にお

けるコース制の強化 も基本的に正 しいことであ

る。 もちろん,経済的な貧困のために教育の機

会均等が侵され,ひ いては教育を受 ける権利を

放棄せざるを得なくなることはゆゆしい問題で

ある。 このことは別個に考えてゆかねばならな

い重要な問題である。

進路・特性に応ずる教育を実施す る た め に

は,他方,そ の基礎 として,あ るいはそれに平

行 して,進路指導が一層徹底 して行なわれなけ

れば意味がない。なぜならば,生徒の進路・特

性を発見するための指導がなければ, どんな型

の進路・特性に応ずる教育を実施 してよいか不

明であるから。また進学者・就職者間の対立感

情からくる相互の乱闘騒 ぎ・就職生徒による教

師殴打事件・就職生徒のコムプレックスからく

る非行などは,進路指導を中心 とするガイダン

スによって未然に防 く
゛
こともできるであろう。

また,進路・特性に応ずる教育 と進路指導 と

はともに,密接な関係を保ちながら,長い生涯

を貫いて働いているものであることを知 らねば

ならない。いずれも一回かぎ りの問 題 で は な

い。むしろ,人生の長い生涯にわたって続 く進

路指導の過程の中に,比較自t短 かい期間に行な

われる進路・特性に応ずる教育が,何回か繰返

して入ってくるとい う関係である。

Ⅳ 科学・技術教育と進路指導

イギ リスの現代における教育評論家であ り,

また美術教育の権威者H・ リー ドが,こ の世界

のどこにも「 ものを作る教育がない」 と嘆いて

いるところからみても知 られるように,広い意

味における「つくる教育」を私は提唱 したい。

この「つくる教育」は,子 どもが,本来もっ

ている倉:造性・生産性・行動性などの伸長をじ

ゅうぶんにはかることができる。 したがって ,

今 日強調されている科学・技術教育は,すでに

幼少の ととから, この「つくる教育」 として始

められるのがよい と思 う。

さて,科学・技術教育には,一般教育 として

のそれ と,専門教育のためのそれ との二つがあ

る。前者は.いわば専門的な職業人以前の人間

的教養 として,科学・技術をぬきにしては現代

人の教養は考えられなくなってきた。 というの

は.技術革新によって新 しく発見された技術 ,

われわれの生活のすみずみにまで浸透 している

がまた人間は,本来技術的存在なのである。人

は技術によって生きているともいわれる。 しか

も,現代の技術は,科学の原理に支えられてい

るのであるから, この科学・技術教育が,すべ

ての者に一般に広く要求 されてきた。

他方 ,特定の職業に対する専門的な知識・技

含旨ぉょび態度に関する教育が不可欠である。 と

ころで,進路指導の一つの内容である職業は ,



技術革新 と呼ばれる今 日の段階において,こ の

科学・技術をぬきにしては考えられないほど大

きな変わ り方をしてきている。た とえば,製造

業 とくに金属機械器具製造業・繊維工業・運輸

通信業・電気・ ガス・水道業などのように,科

学・技術を基盤 とした産業領域がますます拡大

され,そ こへ職業人口が集中する傾向が著しく

なってきた。 とともに,科学・技術水準の向上

とか産業の発展 とかが強 く要請されてきた。
´
このような社会的現実のなかにあるために ,

科学・技術の振興にふさわしい人間の形成が重

要な課題 となってきた。そのために,生徒たち

の進路・興味・能力・適性などの発見 と,将来

の進路計画・適応能力の伸長 とをはかる進路指

導が,科学・技術教育 とともに,表裏の関係を

もってその重要性を増大してきた。この進路指

導が,一般教育としてのそれのなかにも,ひ と

しくあることはいうまでもないであろう。 ここ

で注意すべきことは, この両者は, ともに人間

形成の問題であるかぎり,それが科学・技術の

振興には寄与するけれ ども,そ のことのために

かえって,科学・技術による人間疎外に陥るよ

うな不幸な結果を生み出さないように留意 した

いものである。

V 青少年教育と進路指導

今 日,全 日制高校にゆけない多数の青少年の

教育を,いかにするかが大きな社会問題として

登場 している。たとえば,就職青少年の離・転

・退職,技術者・技能者の需要,養成お ょび青

少年の不良化などの諸問題である。

この種の青少年のうちで,中学校卒業後 lll」 ら

かの教育機関で勉学する機会に恵まれたものは

割に少なく,ほ とん どのものは,中学校を出た

まま全 く教育の外におかれている。たといいく

らかの教育を受けているとはいっても,それは

狭い職業的な専門技術教育だけであって,豊か

な一般教育や進路指導は皆無 といってよいであ

ろう。

したがって,かれ等は,|ま げしく移 り変わる

現代の社会において,人生や生活の問題を深 く

考えてみようともせず,ま た自己の進路につい

ても,みずから適応・変更・開拓するだ|ナ の能
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力に乏 しいのである。 こうした ところに,今 日

の青少年問題の根本原因があるように思 われ

るcだから,かれ等にとっては,今後 ,進路指

導に支えられた一般教育や専門技術教育が,じ

ゅうだんに行なわれる必要があるであろう。

Ⅵ 進路指導の普及をはかる方途はなにか

上に略述 してきたことによって知 られるよう

に, この進路指導は,専門的な内容をもった一

個の領域をなしているから,た とえば,大学に

おける必修「教育方法 と指導」の範囲内だけで

片付けられるものではない。また,こ れを学級

担任が取 り扱 うようになったために,教師養成

大学では,少なくとも中等コースにおいては,

2単位必修 となってしかるべきである。何回か

陳情があるにも拘わらず,文部省はまだ踏み切

っていない。 そのしわよせが新卒業生にきてい

る。旧い卒業の教師には現職教育の必要が痛感

されている。 とくに校長や教頭クラスに, この

理解が緊要でぁると思われる。また,職業指導

の免許取得者が職業指導主事 となって,そ の中

心的な指導者になることが,今 日では最 も望ま

しい措置ではあるが,近頃その設置が要望され

てきたカウンセラーの養成問題に含めて考えて

い くことはよいことであろう。

ききに掲げた「 中等教育の体質改善は進路指

導からJと い うモットーを実現するために,最

も協力がほしいのlま ,父兄のこれに対する理解

である。わが子の教育を見直すに |ま ,こ の進路

指導講話が計画的,継続的に実施 されることが

最 も効果的だ と思 う。 このような教 育 的配 慮

が, もっと取 りあ |ザ られてゆくならば,世をあ

げて,わ が子の能・不能を間わず,補習学校に

かよわせることに憂身をやつしてい る親 た ち

は,い まよりもずっと減 る こ とは必定であろ

うc父兄の教育啓蒙は,ま ず進路指導からとい

いたい。秋山ちえ子著「 しあわせな子 どものゆ

くすえ」 (文芸春秋新社)の一読をおすすめした

いものだ。

(参 照拙著・科学技術教育と進路指導・新光閣書店・

日召禾日37年 11月 ・480円 )

(山 口大学教育学部助教授)



女子の進路指導 と女子労働者

子宏本橋

今 日では中学,高校を問わず学1交 を卒業 した

あとの女子は,進学者を除いてその多くが職場

iこ 入っている。戦後婦人労働者への需要が増大

し,その数の増加は戦前 とくらべていちじるし

いものがある。 (現在女子労働者 iま 800万名 ,

全労働者の約30%で ある。特 |こ この一両年
=ま

年50万名ずつ増えている)

だが,その職場の現状 |ま どうであろうか。私

は教育とか進路指導に関して|ま マ``わば部外者で

あるが,女子が学窓を巣立って先き, どのよう

な生活があるのか,婦人問題,婦人労働鷲i題の

立場から追求してみようとおもう。

前にあげたように婦人労働者 |ま 全労働者 (雇

用者)の約30%であるが,働いている婦人 lま も

っと多い。農業に従事している婦人・ 自営主・

その家族従事者として家事以外の仕事をして
｀
゛ヽ

る婦人も合めての労働力人口|ま 約1月00万人であ

り,こ れは15才 以上の女子の約54%に あたるЭ

つまり,学生 0老人・病人・主婦を含んでの15

才以上のすべての婦人のうち 2人 |■ 1ノ、以上が

家事以外の仕事 (社会的労働)を もっているの

である。 (家事のみをしているもの|ま その残 り

の46%の うちの約68%,つ ま 1)全 体の約31%で

ある) しかも婦人が社会的な労働に従事する

率は年々高 くなる傾向にある。 (但 し進学率が

高まって学生がふえれば,続計的に|ま 女子労働

力人口は減少するが, ここで|ま 主婦専業者が減

るという意味である) 製造業にお|ナ る女子雇

用者の年令別構成比を1954年 と61年 と比較 して

みると,数 としては一番多い24才未満が,全体

の 69.4%か ら64%へ と5.4%減 っているのにた

いして25才以上 |ま 30.7%か ら35。 9%へ と増加し

ている。特に30才以上 lま 1.5%,40才以上は 3

%増加しているのをみるといかに中高年の婦人

が働きに出ているかがわかるであろう。この統

計は10ノ、以上の事業所であるが,新卒者を全 く

雇えない零細企業において中高年婦人への依存

曳が特に強いのを考えあわせればその数 |ま いっ

そう多くなるに違いないこ

これらの事実 |ま 現内閣の高度成長政策のなか

ていっそう進められている。この政策によって

各企業 |ま 拡張を重ね,新卒の大部分は大企業に

吸lllさ れる.労働力不足 lま 中高年婦人をも職場

へ引き出し,零細企業で1ま 家族従事者として主

婦が忙しく動かねばならなくなる。工業の急速

な生産性の向 Lに 追いつ |ナ ない農業では,男 は

それらの職場に吸収され,残 った主婦や老人の

肩に農 1乍 業の一切がかかってくる。主婦が働き

に出ることiま タトからの要請によるばか りで|ま な

い。その政策l■ Hlっ ておこる諸物解1の 値上 り・

1肖 費ブーヱ、|■ よる生活の相対的な窮乏 fヒ 等が経

済的要求となって主婦をに与きに出すのである。

また現在働いている婦ブ、たちもそれらの理由に

よ .〕 て,結婚後も,子 どもを生えでも退職でき

なくなっている。統言|か らrく ても毎年 1～ 2%
ずつ有夫者の姿klま増えてお il,61年 に|ま21.7%

となっている (こ れ lま 30ノ、以_Lの事業所なので

それ以下の所の共稼 ぎを合しうると,実際 |ま これ

を_L廻 る数字が出よう)
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女子を雇用する例はいったいどのような考え

であろうか。

事務系の会社での新入女子社員に対する教育

の主なものは「接遇者副|1練」である。 “あなた

の笑顔は会社の笑顔"と いうスローガンで女子

を徹底的に接遇者として教育 す る会 社,ま た

“職場の花"と いう存在に仕立てあlデ る会社が

多い。男子と比較すると,あ る会社では「 3カ

月間集合計|1練 を行ない,経営の結合的知1識 と社

風を身につけさせる」という男子の新入社員教

育に対 し,女子は「 約一週間の集合計|1練 により

さし当り必要な執務常識と事務の基礎技術の講

習を行なう。社史,組織およ3t諸規則,安全衛

生,製品,知識,話 し方,聞 き方,電話のかけ

方, ソロバン等J通 リーベんの知識 しか与えな

いcつ まりあくまで補助労働者として取 り扱わ

′tる 。

現場では男子は熟練工か職長にさせるべくじ

っくりと教育,訓練されるのに反して女子は全

くの単純労働で,入社時には簡単な基礎知識 ,

実習指導のみで, 3カ 月から6カ 月後には変t年

前に入 った人と同程度の作業ができ る の で あ

る。 (以上は労働省婦人少年局「職場の教育副||

練」を参考にした) また,富士電機の勤労部

次長古閑正元氏は職業訓練についてヤ,(の ように

いっている。

「 婦人労働者に対する企業内ヨ|1練 というものは

電気機械工業では割合にやってお りません。こ

れはやる必要がないと言ったほうがいいくらい

なのです。なぜかと中しますと,第一に技術と

言いますか,現場の機械の性能が非常 |■ 似てい

るということ,第二に工場管理が進′tで くると

いうこと,そのため現場の生産工程 が 分 担 fヒ

し,かつ単純作業を比較的長 くやれるという特

性があるので, これに適する。それから第三に

非常に悪い点ですが,職業意識が低いので,教
育するイ画値力:な ハヽということカミあげらオλます…・

…」 (婦人少年局「婦人の職業に関する教育を

どのようにすすめていくか」より)

以上の言葉は女子労働者にたいする資本の要

求や期待をはっきり示 している。すなわち,女
子は単純労働をさせる,だから機械操作のAB
Cだけ教えておけばよい, ということである

°

%

資本主義社会出現の要因である機械制生産の発

生以来 うまれた女子労働は,その特質として,

不熟練労働,短期雇用,家計補助的 llt賃 金等が

あlデ られ,それは資本にとって超過利 i円 を生ム

だす源泉となり,最大限に利用されている。具

体的にいうならば,学校卒業 したての若 くて健

康な労働者を独立生計がたたないような低賃金

で雇う。そして 2, 3カ 月で習得できる単純作

業に従事させ, 4, 5年 後能率が落ちはじめ,

若さが失なわれ,健康に障害をきたす頃 (その

頃 lよ単純作業にも飽きてくる), そろそろ賃金

も高くなり|ま じめた24, 5才 (現場では21, 2

才)の 女子労働者 |ま,「育児 |ま女の天職」とは

か り家庭へ帰されるのである。

このような女子労働の特質は,現代のよう|■

資本主義が高度に発達 し,合理 fヒが進み,集中

した巨大な資本のもとで各製造工程や事務部門

が極度 |三 分fヒ し,機械 fヒ されてくると単純労働

の分野 |ま拡大するので,最大限に利用され,女

子労伸t者 の数 |ま 増大してくる。女子は男子に比

べて残業情:限や母体保護,深夜作業禁止などが

うるさいので雇居lさ れにくい,等 という意見が‐

一部から出るのをよそ |■ 現実には前掲のように

その実数 |ま増大し,増加率 |ま 男子を上廻ってい

るのであるが, この理由|ま ひとえに前掲のよう

な特質が資本家に余分の利1間 をもたらすからで

あるc

こうみると “新卒の女子は引っば t〕 だこ"の

現状に喜んでばか りいられないのであるが,さ

らにその職場の実状をヱヽよう。
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事務労働部門に就職する女子は, これまでは

大低事務の補助的作業,帳簿,伝票整理やタイ

ビス トであったが,昭和28年以来アメリカの I

BM社等から穿孔式事務機械が莫大な使用料で

導入されて以来,現場労働と同じようなキーバ

ンチャーが出現 した。また31年にはカナタイブ

ライターも採用され, カナタイビス トもうま′■

た。事務機械 |ま これまで 200人 が一年かかった

計算事務を 1時間で仕上げる機能を も って お

り, これの採用は必然的に全事務組織の変革を

もたらした。大会社で|ま支店の分も含めて機械 :

でできる事務は一切本店の穿孔機械課に集める



ので仕事の種類,人員配置等が変 fヒ するが, こ

の際に事務内容,人員等が再検討され,合理 fヒ

が進められ,労働密度が強まる結果 を も た ら

す。したがって女子の仕事はいっそう単純 fヒ し,

増大する。ここに新 しくうまオLたバンチャーや

タイビス トたちは機械と人間の間をとりもつわ

けであるが,その高度な機能は必然的に人間を

機械の一部門にしてしまう。 しかし,機械 とち

が う人間の肉体はそれに追いつけず 故 障 を起

す。新 しい職業病として注目されているのがキ

ーバンチャーの腱輪炎(け んしよう炎)である。

キーバンチャーは右手の人さし指,中指,薬
指の三本だけをつかい,書類をみながら機械の

キ イをたたくが,その早さは,一 日平均 5万回

から8万回,平均一秒間に 3回,一時間 |二 1万

1千口といった人間ばなれのした極度に神経を

つかうiL事である。某火災保険につとめる矢沢

信子さんは,

「私は,昭和29年にバンチャーに な :,ま し

たcそ して昭和37年 の梅雨に入る少し前から

体の調子が悪くなり,医者の診断の結果,頸
腕症喉群と診断されました。ある朝, 目がさ

めたとき,背中があまり痛いので,驚いて病

院に行きました。肩がこるのはもう慢1生的で

首が廻らず,右手の薬指から手首の内側を通

り,肘から肩にカゴナて痛むように な りま し

た。このために,朝歯を磨 くのが面倒になっ

た り,食事のときお魚をよりわけるため :こ つ

かう箸を持つのが くたびれてしまった り,電
車の釣革につかまる手が痛 くて,手を上にし

ていられないくらいですから,ハ ンドバッグ

や荷物は絶対にもたないように,たえず右手

をカバーしていなければならな い の で す。」

(学習の友・38年3月 号「 むしばまれゆく青春」

より)

といっているが,ベ ンも持てない,ハ ンドバ ッ

グも知らないで落す, という症状の も の も あ

り,今 日本損害保険労働組合の調査では,腱鞘炎

及しt類似症の発生状況はパンチャーの約20%だ

といっている。疲労のため視力のおとろえる人

もふえ,「 目がかすむ」,「いたい」,「充血す

る」等の症状があらわれ,入社時には 1.2だ っ

た視力が 0.1に 下った人もあリバンチャーは,

3年間が限度であるといわれるほどこの仕事は

肉体を破壊 しているのである。このような条件

でノイローゼ気味になったパンチャーの自殺が

相ついで起 り,世間をさわがせたのは周知の事

実である。

バンチャー等速度の速い機械を扱 う非人間的

な単純労働に適する人間 |ま ,読書好きで考える

性格よりも楽天的であまり深 く考えこまない単

純な1生格でな|ナ ればならない, といわれている

が,機械に追い廻されて疲労が蓄積してくると

人間1生ゆたかな人|ま そのような生活から落伍す

るのであろう。これ |ま まさに機械の高度に発達

した人間の悲環Jである。

このこと|ま他の仕事にもあてはまるが,特に

最近めざましく成長してしヽる産業,電機産業で

も同様のことがいえるc戦前からの紡績会社の

募集地 |こ この数年新中卒の女子を求めて電機産|

業の募集人が殺到 しているのは周知のとお りで

あるが, これ |よ 戦前と戦後の産業構造の相違を

はっきり現 しているといえよう。戦前の日本経:

済は紡績―一そこ|二 働く貧農出身のボー大な女

子労働者―一が支えてしヽたが,戦後は電機産業:

が花形として登場し,ま たも若い女子労働者群

がその犠牲になろうとしている。この両産業は

全 く異質のものでありながら労務管理はすべて

似てお り,前近代的な方法を近代的な工場が採 i

用 しているのである。たとえば募集地,寄宿舎

(電機の場合|ま 鉄筋建築の立派なものであるがヽ

多数雑居その他寄宿管理等もすべて紡績と同様

である)交替制勤務,労組対策等は特にめだっ

ている。しかしその労働密度ははるかに高い。

この産業 |よ コンベヤーによっての流れ作業がヽ

多いのであるが,その速度|ま 全神経を集中して

やっと追いつ |ナ る位に速く,労働時間は少しの

ゆとりもなく,す べてのエネルギーは仕事にp/■

収される。Y電機の一部門では,途中で トイレに

たっ人をなくすため一時間に 3分間 トイレに行

く時間を設 |ナ たがその 3分間に トイレヘ走って

いく以外席 |ま たてないし,虐、もつかぬ緊張度が

要求されているのである。 トイレに櫛をもって

いってはいけない,と 厳重に注意されているが,

ある一人がたまたま トイレでお fヒ粧をしていた

のがみつかって今後は鏡を除去 してしまうか入



「■をi透 しガラスにする, と職告1/bltヽ いだした。

(かみをといた りお fヒ粧したりするその時間も

働かせたいということである。)休 憩時間|ま 次

の仕事の準備に費されて休むl限 もないほどであ

るが, これは能率が発表されているので, コン

ベヤーが動きだしたらすく
゛
に仕事にかか り,少

しでも多く生産度をあげたいためである。生理

体暇はとりづらいし,故郷から肉親が出てきて

も体暇を許可しないくらい,稼動率も最大限に

あげようとしている。このような条件では体を

こわす者が多く, 2～ 3年 でやめたいといっお

り毎 日退社願が何人かから出され,中小企業や

労組もないデパー ト等へ転職していく。約 3千

人の従事者中1～ 3月 で661名が退職 したという。

トランジスタエ程では細かい仕事1が多く,1.2

以上の視力の者しか採用しないところで 3, 4

年たつとずっと衰えてしまうのに,0.5以下に

ならないと職種を変えてもらえない。

Aさ んたち 3人は脚気などといわれながら別

々に医者に通い治療 していたが, どうしても手

足の痛みと背中の痛いのがとれないので揃って

大病院をおとずれたところ,みんな「 自律神経

失調症」だといわれた。コンベヤーの速廃に追

われて仕事をしているために,無意識に手が動

き,それが神経に故障を起すのである。また精

密な機械の動いている工場では,機械の調子を

くるわせないための冷暖房装置があるために,

健康を害すことが多い。夏でも室温 と外気の差

は5° くらいといわれているの |■ 7～8° 以上にな

っているので,部屋から外へ出ると何をする気

力もなく急に疲労が出てくる。これ |ま 体温調節

機能が破壊されるのではないかと′とヽ配の種であ

る。別の例であるが, 自動千ヒされている電話局

の交換室も同様である。アメリカから輸入した

機械がすえつけられて 5年後,高崎 電 話 局 で

は,

「下半身が極度に冷えると
)マ

うヽことと,既婚

者は流産や悪性つわ りのひとが多く,母手しの

出ないひとが多いということである。……

Fか らだの上の方は人照るのに,足は冷え

きっています。自分の足ではないようです。

そして腹がはってきてボンポン音がするま

でになります。真夏でも毛糸の下ばきをは

_9θ

き,その上にズボンと靴下をはくのです 。

これが11月 から 3月 ごろまでは湯タンポを

はなせません。家へ帰ってもなおらず,泣
きそうになって年をとったお母さんに足を

つ |ナ てあたためるのです。」(「 日本残酷物語」

現代篇I 平凡社刊)

という女1生のうったえがあるが, これ |ま先にあ

げたキーバンチャーの職場,デバー ト等でも同

様のことがよく聞かれる。

以上高度成長をと|デている日本産業界の繁栄

の,下づみになっている女子労働者の実状をな

らべたてたが,私が特に強調したいのは,機械

による人間性疎外と肉体破壊が女子労働者には

特に強 くあらわれている事実である。それは人

間らしくない労働力を資本が求めていることで

あり,単純労働のみに適した人間,機械 fヒする

人間をつくりあげようとする「 資本のための教

育政策」が押 しすすめられようとしている現実

である。
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このようなきCtし い労働条件のもとで婦人が

人間性喪失や健康の危機にさらされながら働く

ことを疑間にしている人もいる。家庭という場

所で一家の経営者としての主婦になって創造性

を発揮した方が女として生き甲斐があるのでは

ないか, とその人たちiま いう。

しかし私 lま ,女性が男性の従属物で|ま なく,

ノ、間として独立 して生きるために|ま ,社会的労

働に従事 し,経済的に独立しな|ナ ればならない

と考える。そうでな|ナ れば婦人特有の悲劇 |ま な

くならないし,真の婦人解放 |ま ありえないとお

もう。
.

どのようにきびしい条件下にあろうとも,婦

人が社会の組織的労働 i■ 参加することは,婦人

の経済的地位 L生活要求を請iめ ,婦 人を古い家

族主義のくびきから切 り|ま なすのに役立つこと

になる.

現在法律的に|ま 男女平等の原則がうたわれ ,

男女共学が実施されてlま いても,一歩社会へ出

れば不平等だら|ナ である。男女差別賃金,女子

のみの結婚退社制,25才 ,30才 停年制,昇給昇

格制限,就職制度 (東京,横浜,大阪など自治

体までが成績のよい女子を落して男子を採用し



ようとしている)等々数えあげればきりのない

ほど女子にたいする差別は横行している。 しか

し, これに反対する女子労働者の主体的な力が

ないわけではない。最近は統計的にも婦人の勤

続年数が徐々に長 くなっているが,特に大企業

で労組のあるところ,全専売,全 i丘,国鉄等で

は 9。 9年,9.7年, 9.5年 , 日教組.11.6年 とい

うように非常に長 く,国際電々で|ま 昨年までの

数年間に退職した女子は皆無で平均勤続11年 と

なっているが,それは婦人部の長年にわたる地

道な闘いの成果である。また子どもを生んでも

働きつづける婦人も多くなり,保育所要求の声

は全国的に高まり,「東京保育所づくり協議会」

準備会が昨年うまれたのをはじめ各地で婦人団

体 と労働婦人との統一した闘いが発 展 して お

り,予算獲得も実現 しているcその他,母体保

護の権利要求,同一労働同一賃金要求,合理 fヒ

反対闘争等が労働婦人部によって闘 わ れ て tヽ

る。

(4)

現在池田内閣によっておしすすめられて t′ るヽ

「 人づくり政策」は経済成長に見合 う労働者づ

くりであるが,女子の場合は,有望な労働力群

でありながら,労働者になるためのフ|1練 よ り

も,家庭の主婦になるための訓練をう|ナ るよう,

技術・家庭科の中で男女がわけられている。今

日のように家庭電機器具が急速なテンボで普及

し,家事に関する諸器具や材料が変 fヒ 発展をと

げると中学で習得した家庭科は結婚後の役に立

つかどうか疑間になる。その中でなお,37年 度

中学,38年 質高校, と女子家庭教育が強 fヒ され

るのは,別の目的,す なわち「女子労働者の資

本にとって有利な特質」を維持存続させことの

必要があるのではないかとおもう。

教育に関して部外者である私があえて「 女子

の進路指導」について筆をとったのは,は じめ

の方にあげてある事実,家事に専念 している主

婦 |ま 30%く らいしかいない。 しかもその主婦の

かなり多数が内職してお り,条件さえあえば外

へ働きに出たいとねがっていることなど,そ し

て, この現象は一方では貧しい日本の現実では

ある|ナれ ども,新 しいエネルギーを生みだす原

動力にもなるのだということを指摘 したいと思

ったからである。

「 資本主義的制度による家族制度の破壊がい

かに恐るべきものであ り,いかにいまわしい

ものであるにせよ,それにもかかわらず,大

規模工業は,婦人,男女両性の少年児童にた

いして,家庭外の,社会的に組織された生産

過程において負わせている決定的な役割によ

って,よ り高い家庭形態のために,よ り高い

男女両性の関係のために新 しい経済的な基礎

をつくっている。」 (マ ルクス資本論 第一巻)

(白 梅短大講師)

<P59よ りつづく>
る資料の発表は,こ れらの問題にかんするわれわれの

知識を非常に急速に豊富にして,多 くの学校における

職業オリエンテーション,生徒の研究,職業相談およ

び労働構成についての活動の開始を助けることができ

るであろう。

科学教育研究機関,と くにロシア共和国教育科学ア

カデミーの義務は,教師,生徒およびその父兄用の一

連の書物と参考書の出版である。

職業の興味深い,平易な説明,各職業における作業

に必要な知識・技能・熟練,生徒の肉体的構成と,い理

的特徴にたいする要求,教育期間,学習と作業中に起

りうる困難についての指摘をふくむ生徒と父兄用の書

物は,進歩と前進の道である.         ~
推せん目録|ま ,適当な美術文献,偉人や社会主義生

産の革新者こ1)伝記を指摘した,職業選択の問題にかん

する文献であるこ

生徒の職業選択の準備にかんする活動の組織と実施

に参加できるような教師,心理学者および医師の再教

育について広範な施策が採用されねばならない。



技術教育と進路指導の結合 (1)
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技術教育と進路指導の結合

1 未解決のもんだい

技術教育 と進路指導の結合 とい っても, ここ

では,き わめて具体的な問題を考えたい。 じつ

は,たいせつな問題が未解決のまま残 されてい

て, これで困っておられ る方 も, この「 技術教

育」の読者におられ ると思 うからだ。私 自身 ,

技術科の教師であって,同時に就職の世話を し

ている。形式的には「 進路指導」を担当してい

る。そ して,国語や社会科の先生で,同 じしご

とをしている人とも話しているうちに;自分が

技術教師であって, しかも「進路指導」を担当

していることが,意義があるのではないかと感

じるようになった。しかし, この面で統二して

考え,実践を組んでいこうとすると,い ろんな

ところから反撃がくる。技術教師が進路指導を

やると,むかしの職業・家庭科時代のひどいも

のになる。やっと技術科から「職業指導」を追

放したのに,戦術的に不利な主張だ。ひどいの

になると,就職する生徒のために特に力を入れ

るのは差別教育を是認するものだ,等々。この

傾向は全国的にあって,良′とヽ的技術教師の悩み

の種となっていると思う。それを解決するには

"
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実践的な研究が大切であることはいうまでもな

いが,教研集会その他で出された報告は,意図

はまじめであっても,「技術教育と進路指導の

結合」というテーマを出した りすると,かなら

ず「 啓発的経験」とか「試行課程」とか「職業

的発達」とかいう言葉の亡霊から離れられなく

なっている。組合の教研などでも「 国民教育」

とか「 高校全入」「 認識」などを論じているべ

テランの先生は,高 く評価してくれない。教研

の「 生産技術」部会で「 技術学」を論じ,「進

路指導」部会では高校全入や集団主義教育を論

じていれば, こういう言葉には出あ わ ず に す

む。しかし,こ うぃぅ,あたらずさわらずでは

問題は進展 しない。それで,あえて少々頭の痛
い歴史的検討を試みたのである。そ れ に は 現

在,進歩的な教師が,常識にしていることを,

姐上にのせて再検討することになってしまう。

「 昭和22年以来, この教科に入 りこもうとし,

或はとってかゎろうとしていた職業指導が,昭
和33年度版で特別教育活動に移され,職業指導

の本来の場所をはじめて明確にした I(中学校技

術科指導講座I<雄山閣>p.15)

「 この教科 (職業・家庭科)は ,一般の関′亡ヽの外

にあって,教育の民主 fヒ の影響を受 け る こ と

も,ま たァメリカナイズされることもありませ

んでした。この教科がつくられ改訂されていく

過程で,む しろ,文部省に寄生する諸団体,旧
時代を代表するイデォローグたちの意見や勢力

に左右され,文部省自身が教科改正の主導性を

にぎったのは最近のことであります。…… (中

道正



略)……昭和33年度の改訂は,旧いものからぬ

け出すための第一歩で,む しろ前進であると見

ることもできるで し ょう」 (新教育課程の批判

<日 教組>p.171)

「 ……技術科誕生と同時に職業指導は進路指導

の一部として教科のそとに出されてしまった。

それゆえ, ここでは職業指導と職業科の関係に

ついては検討の対象から除外することにする。

〔原注 検討しなくてもよいという意味ではな

い。技術科誕生にたいして,職業指導のインフ

ォメーションとしての「社会的経済的知識理解」

が「技術科」から抜けたことは,「技術・家庭

科から削除されたことに抗議するのではなく,

社会科から削除されたことに強 く抗議すべきで

あろう」 <長谷川淳「技術教育」誌,1959年 2

月号 p.6>と いう意見にたいして反論があり

<池上正道「技術教育」誌,1960年 2月 号 p.

■0;同上誌,1960年 11月 号 p.37>問 題が整理

されているとはいい難い状況にある。別の機会

に検討したい〕一言だけふれておくならば,職

業指導の問題は,技術科においては,む しろ英

語・数学とだきあわせて (コ ース別として)選

択教科となった工業・農業・水産・家庭のなか

に一層露骨なかたちで体制側の意志を体現して

いるとみてよいであろう」一一技術科教育の諸

側面の歴史的構造(下 )「教育」1958年 2月 号

引用文の傍線いずれも池上でNO.は説明の都合

上つけた。第一,第二の文章は長谷川淳氏,第
二は佐々木享氏である。この三つの論文は,い
ずれも技術科の誕生の積極面を評価してお り,

そのことは技術教育を論ずる上で重要な前提と

なるものである。しかし,戦術的な配慮 という

ことをぬきにして考えれば,ま だまだ問題は出

てくる。とくに「 学級活動としての進路指導」

が作られたことを,も うすこし,客観的にとら

える必要がある。それは, ここで言われている

ことを,必 らずしも全面的に否定するものでは

ない。むしろ相補 うものだと思 う。

2 職業科の誕生と職業指導

戦後の「 新教育」は1946年 3月 のアメリカ教

育使節団の勧告からはじまる。

「 全生徒にたいし,職業および教育指導を含む

一般的教育が施さるべきである」

「 我々初等教育においても,ま た中等教育にお

いても,社会研究の教案中に工具や労働者の社

会的寄与とかれらに関する問題とを強調するよ

うにすすめる。十分に訓練された職員の指導の

もとに,各種の職業的経験を生徒与えるべきで

ある」

教科内容の編成はCIEの 指導のもとにおこ

なわれた。しかし,国語や数学とちがって, こ

れまで「職業的経験」を与える教科 は な か っ

た。産教連が1955年に出した「 職業・家庭科教

育の展望」 (立川図書)には次のようにのべてあ

る。

“昭和22年,中学校の新教科として職業科が

課せられることになったが,その時この教科を

中学校教育においてどう性格づけるかについて

は,いろいろの立場からする意見があった。い

まその代表的な考えかたを分類してみるとつぎ

のとお りである。

第一に,戦前の高等小学校や乙種実業学校に

おいておこなわれていた実業教育的 な立 場 か

ら,職業科を職業準備教育として性格づけるも

のである。ここでは「 だれでも将来職業人とな

るから」とか「 中学校の生徒は義務教育の終了

によって,職業につくべき時を間近にひかえて

いるから」とかいった理由で,職業科を職業準

備のための教科 として規定づけようとしたので

ある。

第二に,戦前の中学校におかれていた作業科

と同じようなものとして,職業科の性格を規定

づけようとするものである。作業科は盲目的に

無批半J的に黙々と勤労する人間の育成をねらっ

ていた。これに郷愁をもつ人たちは「勤労愛好

の精神と態度の養成」をめざすことに,職業科

の性格があると考えたのである。

第三に,ア メリカの トライ 0ア ウ ト (試行課

程)や啓発的経験または探索的経験の学習とい

う職業指導的な立場にたって,職業科を性格づ

けようとするものである。ここでは生徒が「 将

来の職業を定めることについて,自分で考える

ことのできるような能力を養 う」ことに職業科

の性格の主眼があるとし,職業科は職業指導の

ためにある教科だとする考えかたである。 (同

書p.17)"



これらの意見を持つ人たち,実業教育,勤労

主義,職業指導の寄合世帯 として「 職業科」が

作られ,(「 家庭」は「 職業科のうちの一科」に

すぎなかった。)そ のなかで教科の構成原理を

何に置 くかは,も っぱら,三派の力関係の妥協

の産物を期待するほかはなかった。 この 時 代

に,戦前からの実 践 的 な積上げのないところ

で,あたらしい展望をもって組立てることはで

きなかった。
´
昭和22年度版学習指導要領職業科編の「 まえ

がき」には次のようにのべている。

“……中学校の職業科は,生徒がその地域で職

業についてどういう経験をもっているかを考え

合わせて,農・工・商・水産の中の一科一時と

しては数科一を選んで, これを試行課程として

勤労の態度を養い,職業についての理解をあた

え,その上にいわゆる職業指導によって,職業

についての広い展望をあたえるように考えられ

たのである。この行き方について|ま ,新 しく加

えられた家庭科と同じように考えられるべきで

ある。これは女子のみが修めるべき で あ る と

も,ま た女子にのみ必要だとも考える要はない

のである。これら農・工 。商・水産・家庭の教

科と職業指導とをどのような関連で課すかにつ

いては,次のような場合が考えられる。

(1)農・工・商・水産・家庭の諸教科 と職業

指導とを適当に融合 して指導する場合

(2)農・工・商・水産・家庭の教科 と職業指

導とをそれぞれ別課程にして一定の時間をこれ

に配当して指導する場合

ね)職業生活に関する社会科の単元を指導す

るに当つて,職業指導の学習指導要領を参照 し

これを補って指導 し,農・工・商・水産・家庭

の諸教科は, この指導と関連をたもちながら別

にこれらを指導する場合c

これらはその地域の事情に即し,生徒の実情

に即し,学校の実情によってどういう関連で指

導するかを校長の裁量によって決定 してもらい

たい。 (「職業・家庭科教育の展望」 p.38)"

ザラ紙の指導要領は「 校長の裁量によって」

やるときまった学校だけに渡されていたc

ここに「 試行課程」 ということば が 出 て い

る。この考えかたは「 実業科」「 作業科」には

32

なかったものであり,CIEの 指導で持ちこま

れたとみてよい。昭和 2年以来,文部省の外享F

団体として「 国策」にそって君臨してきた大 日

本職業指導協会が職業指導主義の理論的支柱を

アメリカの職業指導理論一― とくにG.E.マ イ

ヤーズのそれ―一 に求めたこと,CIEの 担当

・ L.Q。 モスがこの方面のサジエツションをあ

たえたことによって, この三者の力関係のバラ

ンスがくずれ,第三勢力「職業指導派」が優位:

を保ってくる。

1949年 1ま 戦後の体制的危機から, 日本資本主

義がアメリカ独占資本の庇護のもとで,立ちな

お りはじめ,一時的に譲歩してきた国民の民主

主義的諸権利の剥奪と民主的諸活動の弾圧を強 |

fヒ した年である。夏に下山,三鷹,松川事件が

おこり,ひ きつづいてレッド・バージが開始さ

れ,朝鮮戦争への地ならしがはじまった年であ

る。長谷川淳氏によれば

“旧1昭和24年 5月 28日 付で学校教育 局 の 通 達

「 新制中学校の教科 と時間数の改正について」

が出され,職業 と家庭がわ |ナ られ,教科表の同

じ欄に並べられ,同 じ時間数が配当される。農

業・工業・商業・水産・家庭は解体されて,啓
発的経験 (試行課程)の分野として10の分野が

定められ,広い範囲にわたって (浅 く)学習す

る (適性を発見させる)こ とが定められる。

同年 5月 15日 に支部省設置法が制定され, 6

月 1日 に職業教育課が発足する4日 前に,文音脇

省の機構改革とノ、事移動の最中に学習指導要領:

作成の担当者に|ま かることなしに通達が出され

たと伝えられているc(「新教育課程の批判」―長

谷川淳氏執筆 p.171)

15)昭和24年 7月 ,(31に よる現場の混乱が地

方民事部からCIEに 通報され,CIEの モン

タ 。オスボーン,イ ワン・ ネルソンから報告書:

(指令)が出され, これによって職業指導が一

そう強 fヒ される (同書 p.172)"

このオスボーン,ネ ルソンの指令は検討に値

するので,章を改めてのべることにする。

3 啓発経験主義の教科像一―ネルソン「報告」

当時, 日本 lま アメリカ軍の直接の占領下にお

かれていた3 CIEから出された「 報告書」は

実質的に|ま「 指令三であった。占領軍はボッダ



ム宣言の忠実な履行者としてではなく, 日本を

従属国とし,反共の防壁に仕立てあげる役割を

になっていたことは,当時まだ,十分明らかに

されていなかった。したがって敗戦直後の民主

運動の昂揚期における,一時的な譲歩による失

地をどのような方向で回復しようと して 来 る

か,教育の面ではどのような政策を持っている

かのつなが りを歴史的に明らかにして行 くこと

なしに,進路指導と技術教育の正 しい理解に到

達することはむずかしい。

この「指令」もCIEが 積極的に出してきた

か,あ るいは日本職業指導協会の文部官僚が自

己の勢力分野拡張のためにCIEの 権威を借 り

ようとしたのか,推測の域を出ないが, この文

書はブランクになっていて,書きこまれないま

ま,あわてて出されている。

オスボーンによる「 新制中学校のカリキュラ

ム (教育課程)に関する報告」とネルソンによ

る「 中学校における職業教育と職業指導」の内

容は大体において同じであり,ネ ルソンの方が

簡約にまとめているので,こ れを引用したい。

く注〉 全文は「職業・家庭科教育の展望」(立川図書)

p。 47に 出ている。

中学校における職業教育と職業指導

昭和24年 7月

1.新制中学校の目標

A 職業適性,興味,能力,必要の啓発と職

業能力の発達を始めること

11)中学校においては生徒が現在および将

来の職業的決定をする基礎としてその特別の

興味,適性および能力を発見し,啓発する助

けとなる経験 (試行課程)を設置 しなければ

ならない

(2)中学校は高等学校に進学しない生徒の

ために若干の特別訓練の施設をおかなければ

ならない。

は)中学校は生徒が 3年の義務教育を終え

た場合は,その必要,興味,適性,能力に応

じて就職あつ旋をしなければならない。

B 新制中学校の任務

(1)啓発 (試行課程)の任務

中学校においては生徒の進学や職業選択の

基礎として,ま た教養,社会的,公民的,趣

味的,娯楽的の興味を絶えず拡充するために

生徒の特別の興味,適 1生および能力を発見す

ることを指導 しなければならない。

(2)指導の任務

中学校において生徒の将来の教育および職

業に関し,賢明な決定ができるように指導し

なければならない。学校は生徒の精神的,情

緒的,社会的適応の円満なる発達を援助しな

ければならない。

学校は生徒がその能力や1生格の最 少 限 度

(最大限度の誤 りか一―編者)の発達に到達

できるような学習活動に,で きるだけ効果的

に参加するよう刺戟し,準備せしめることに

よってその知的発達を指導しなければならな

い。

2.中学校における教科課程の概要

A 現在における職業教育課程 (略一―い

まのや り方はなっていないと文句を言ってい

る)

B 家庭科 と職業教育

推薦すべき計画 1年……一連の一般的啓

発 (試行課程)(1週 4時間…… 1年間,全

課程)

すべての生徒 (男 女別)に学校のある地区

に最も普通なものとして選ばれた, 3ないし

4の広い職業分野における試行経験を与える

こと。

生徒の課程

2--2.5月 2-2.5月  2--2.5月 2--2.5月

農業   家庭
 (シ詈すプ) 

務

農業
  (シ 詈叢プ)  

庭   事務

教師の課程

2-2.5月 2-2.5月  2-2.5月  2--2.5月

男   農業
   (プ意()(プ意灯)   務

女  農業
   (ヲ望証)(ア産1)  

務

男生徒女生徒の学級における教材は,それ

ぞれの必要と興味にかなうようにあんばいさ

れる。この目的は技能を伸ばすというより職

業指導に重点があるのであるから一人の女の

教師が女子の学級の全部の試行課程を受けも

男

　

女



ち,一人の男の教師が男子の全部に責任をも

つことがよい。二人の教師は家庭と工業の時

間は組を代えて行えるようにしなければなら

ない。

最後に選択される職業がなんで あ ろ う と

も,職業科で学んだ技能や知識が有意義であ

るようにこれらの試行課程のすべての面にお

いて広い一般的のものでなければならない。

この課程は一週間 4時間とし,第一学年の

職業科の内容となる。

推薦すべき計画, 2年 ……職業指導課程

(1週間 4時間…… 1年間)

第 2学年においてはすべての生徒(男女別)

は職業の広いいろいろの知識 (イ ンフォメー

ション)の課程一一就職機会,能力,職業分

野における成功に必要な性格をとらなければ

ならない。この課程はよく計画された見学,

視覚教育,いろいろの職業分野において成功

した人々との協議をしばしばすることによっ

て補足されるであろう。

適性の研究やいろいろの職業分野における

成功の要件は学級討議や個別相談や適性検定

やそれぞれの生徒の計画によって一人一人の

生徒の適性を分析することによって補足され

るであろう。

男女両学級は大部分同一の一般職業分野を

研究するが,それぞれの教科 (職業・家庭)

の領域に重点をおく。女子の学級は女教師が

担任 し,男子の学級は男教師が担任する。教

師は一年の中に時々男女の学級をとりかえる

ことができる。

推薦すべき計画 3年……専門 fヒに向う 1

年間の課程

中学校の卒業生の約80%が学校教育を終る

事実にかんがみて,第 1学年における試行課

程と第 2学年における仝般をおおう職業指導

を基礎として,第 3学年においては一つの試

行課程すなわち,農業,家庭,水産,商業,職業

ショップの中の一つを選択し,あ る程度の職

業能力を伸長せしめることに力を入れて一年

間を通す。ここでも生徒は一年間同一の教師

に学ぶことになろう。女生徒の大部分は家庭

的背景を作るために一般家庭を学び,男生徒

は学校が提供しうる範囲における9つ の職業

分野から選択することが許されるであろう。

学校で設 |ナ る試行課程 |ま 男女共に選択による

が,一つの課程 |ま 選択必修である。

協力関係について,

3年間の職業科の教育内容およびその運用

は誰か一人の教師が責任をもつことが望まし

い。この教師は職業科の一部を教授し全課程

における職業指導や啓発の強調について責任

をもつであろう。

上記の推薦は必修の一週 4時間の職業科に

関するものである。なお学校の施設や,生徒

の興味によって,特に第 1学年および第 2学

年においては選択課程を設けなければならな

い。

25年 7月 に東北北海道地区中等教育研究集会

でこれにもとづいて示された案から一部を紹介

すると

工作―工業コースの輪かく

修

木  工

製  図

金  工

(benCh WOrk)
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必修の発展
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第 7学年に同じ

第 7学年の発展
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地域社会に適 し

た仕事

となっていた。なぜ, こんな古いものを持ち出

したかといえば, これが「職業指導」中′いの職

業科の構想の青写真となっていたからである。

これ以後,昭和26年,37年 の改訂から38年の新

指導要領までたどって行くと, この構想が部分

的に妥協 しては姿をかえていった経過が浮きば

りになるからである。

前記「 技術科教育の諸側面の歴史的構造」

(下)では

…`…啓発経験主義はつねに「 日常生活に必要
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な技術」や職業指導とむすびついていたのであ

る。職業科の啓発経験主義は,その原型となっ

たアメリカのインダス トリアル・ アーツが, ど

ちらかといえば一般教養としての技術教育を強

:調 していることとも教材の面でも異 っているよ

うに′思われる
″
「教育」1963年 2月 p.112国土社)

となっているが,啓発経験主義の原型がインダ

ス トリアル・アーツでもなければ,「啓発経験主

義」が職業指導と結びついたのでもない。戦

後, 日本の職業指導理論の支柱とな って い た

G.E。 マイヤーズは次のようにのべている。
｀
下級中学校の基調は「 啓発」という語で表現

される。その意味は,生徒が(1)自 分の住んでい

V る世界をよりよく理解 し,将来自分がはたらく

領域をえらぶ素地をもつように,で きるだけた

くさんの人間の興味や活動の領域を知っておく

こと総)自 分の最善の適性や興味を発見できるよ

うな種々な学校経験を通じて自分自身をよりよ

く理解するようになることとのふたつの目的を

考慮に入れて生徒が探索啓発の経験をしている

ことをいう。指導計画をもっとも周到に力づよ

く立てなければならない理由は,下級中等学校

力`主としてこの啓発過程を扱 っているからであ

る。
´(G.E.マ イヤーズ著,1941年  日本職業指導

協会訳「職業指導の原理と技術」p.126実業之日本
社)

｀
たいていの下級中等学校および多くの上級中

等学校では,いわゆる「 職業試行課程」または

「 啓発課程」をひろく規定 して い る。この目
V的 のために強調され る教 科 は, しばしば実技

(practical arts)と 名づけられるか,農業,商
業の諸教科,家庭諸技 (household arts),工業

諸技 (industrial arts)一 _これは製図をふ く

む二一などをふくんでいる。学校によっては,

音楽や自由画でも職業的啓発の機能が強調され

ている。このことは特に,商業美術が自由画の

なかにふくまれてい るばあいに言える
′

(同書
p.127)

L.Q。 モス,やォスボニン,ネ ルソン等の頭
に描いていたのは, この理論なのである。啓発

経験主義ないしは試行課程 (try out course)

に使われる教科の中味として,実技 (practical
arts)が′い要なのである。 もちろん彼等は, 日

本の戦前からあった実業科,作業科,家庭科が

どんなものであったかは,ょ く知らなかったで

あろう。しかしこの考えかたからいけば,その

中味を househ01d arts,industrial artsに 限定

しなくてもよいわけである。practical artsで

あればよい。これを前提にしてネルソン「 報告

書」をみると,明 らかになるいくつかの点があ

る。

4 その問題点一一男女別コースの源流

(1)こ の考えかたからすると,職業準備教育

(実業教育)と いう考えともちがっているが,

決 して総合技術教育的なものではない。クルー

プスカヤは「 国民教育と民主主義」の中でルソ

ーの「
工 ξ―ル」の思想を「職業教育にではな

くて総合技術教育においている」点で高く評価

している。「 総合技術教育は,社会秩序のほん

とうの価値を判断できるようにする こ とで あ

る。労働関係は,社会関係およびその正 しさの

尺度にならなくてはならない。そしてこの労働

関係を正 しい方法で評価するためには,生徒は

その消極的な傍観者ではなく,積極的な参加者

にならなくてはな らなしヽ」 (岩波文庫,勝田昌二

訳 p31)現在ある社会体制,そ の中の職業が固

定的にとらえられ,職業につくことという目的

にすべてが従属させられるという前提にたつ。

だから,就職希望者があれば (高等学校に進学

しない生徒のために)職業教育の必要性も否定

しない。

ただ,そのごの変 fヒが示すように,強制的に

進学コース,就職コースに複線型にわけていく

考えかたは実業教育的な発想に近い。職業指導

の思想自体が決 して進歩的なものではないが,

教育実践の場では,力関係の如何によっては,

職業準備教育反対の論拠 として使われることは

あり得た。だから「教育」の前記論文(下)の よう

に,職業指導理論を選択教科となった工業・農

業・商業・水産・家庭のなかに「 体制側の意志

を体現 している」とみるよりも,現在の問題と

しては「 学級活動としての進路指導」に露骨に

出ていると思 うのでこの点,論議 してほしいと

思 う。なお,職業準備教育の必要性を80%就職

という当時の実情による必要性を前面に出して

強調してし
゛
るヽことにも注目したい。十数年後を



経た今日, この前提はくつがえっている。

υ)一人の教師が責任を持ち云々から「職業

指導主事」の発想が生まれている。実際は「就

職係」である。就職あつせんに職業科の教師が

かけずりまわり,「重要な」地位を占め,教科

から遠ざかった,も っとも疎外された風貌の教

師にさせられた原因がここにある。しかし,そ

れは,あなたがたがすべて責任を負わされるベ

きものではない。

「学校の配置事務所は,あ る意味では,学校の

製品一一さらに加工をつづけるために上級学校

へ進学するものをのぞいて一―を処理する販売

機関である。人の注意をひかないような販売機

関は失敗である」(マ イヤーズ,前掲書 p・ 296)

これほど資本主義社会の教育における職業指

導の役割そのものを正直にのべた文章は少い。

は)男子は男の先生,女子は女の先生でとい

う「技術・家庭」科の「男子向き」「女子向きJ

の発想の原型が出ている。

「女生徒の大部分は家庭的背景を作るために一

般家庭を学び,男生徒は学校が提供しうる範囲

における9つの職業分野から選択することが許

されるであろう」

女子は男子と同等の職業につかせないことを

前提としている。マイヤーズもニューヨークの

Ithaca下級中等学校の例をひいて

「 ……そこには女生徒たちが,自 分が給仕・料理

人 0カ フエやカフェテリヤの支酉己人・縫ひ士・

婦人帽子作 り,婦人服や家庭装飾の意匠家0栄養

士・看護婦などのどれかで賃金労働者になるか

どうかを決定するばあいに多少とも役だつよう

な経験をもつ機会がある。しかしながら,そ こ

で得られるこれらの職業のうちのいくつかの経

験はごく限られたものである。……それゆえ,

ふつう教えられている家庭技芸の諸課程は職業

啓発経験としては大きなはたらきをしていない

ことを認めなければならない。(前掲書 p.141)」

と,は っきり認めている。アメリカでさえ自信

のない「試行課程としての家庭科」の女子に対

する押しつけは,職場の現実としては受けいれ

られていない。だが,抵抗の方向は伝統的な家

庭科を擁護するというセクト的な方向にいって

しまった。「 男子向き」「女子向き」の方は歓

36

迎し「試行課程としての家庭科」だけに反対 し

た。現在,女子が「低い」技術教育しか受けら

れない状態に追いこんだ責任は,前近代的な思

想をもつ「家庭科」の指導者にも大いにあるし

幅広い闘いを組織できなかった民主教育の陣営

にもあった。

に)指導 (ガ イダンス)の考えかた

「 生徒の将来の教育および職業に関し,賢明な

決定ができるように指導しなければならない。

云々……・」 これはマイヤーズのいう「それは,

個人が自分の教育のためにもっともつごうのよ

い仕組み,あ るいは,環境へ自分自身をつねに

おくように助ける過程であって,……それは,

個人が自分の教育計画をうまく計画し,社会が

社会自身のためにも,ま た,その個人のために

も健全であると考える線にそって,その計画を

うまく進める地位に自分自身をおくように助け

ることを心がけている (マ イヤーズ,前掲書p26)」

の考えかたと一致する。この理論は,「社会の

ために健全……」なのは何かということは常識

的な規準 しかないことになる。現在, ガイダン

スは「 学級活動としての進路指導」に生きてい

るが,体制側の意図のままに,規準がとれると

い うきわめて危険なものである。特にハ ッキリ

しているマイヤーズの「公民」指導にはこうあ

る。
｀
法律を守った り,設定された権威に対する尊

敬を払った り,隣人と平和に生活した り,正直

に,かつ,知的に投票した り,国防のために必

要なときには武器をとって立った り,その他善

良な市民に期待される共通の任務は,すべての

人にひとしく課せられた義務である。……ただ

教育を指導と同一視することによってのみ, こ

の過程を「公民」指導とよぶことが で き る
″

(前掲書 p・ 29)

だから教え子を自衛隊に送るのに「 賢明な決

定」と教師がきめることは自由にできる。  ・

このように「 啓発的経験」「試行課程」「 ガ

イダンス」は一体とな って し` た。この形では

「職業指導」と「技術教育」 はつなが ってい

た。

一一 以下次号 一一



実 践 的 研 究
一

進路指導の前進をめざして

―一進路指導の本質とその周辺一一

山形県東田川・渡前中学校分会

I はじめに

新学習指導要領の全面実施を翌年度にひかえた,昭

和36年度に,当分会では,「学級活動を中心 とする進

路指導」とい う特設の意図をもつ,こ の領域の研究を

課殴 してと りくんだ。文部省学カテ ス ト実施を前

に,分会員が全員で うちこめる課題とい う意味もあっ

たが,しかし,最初のわたしたちの出発とは逆に,問 題

の設定や研究のあ り方,研究の内容をまとめることに

注意がそそがれすぎた。 しかも,「学カテス ト」 と,

本質的に同じものであるとい う, うけとめかたをしな

がら,その実践,研究は「学テ」 と併列的とらえ方 と

な り多難であった。

したがって本質の追求がそれ,国民教育の立場から

みて横道をすすんだ。

今年ふたたび「進路指導計画の改善」を目標にとり

|かかった。

各分会員が,昨年度の実施からつかんだ,大小種々

のどんな問題もだしあってみた。そしてそれを下に問

題 として,研 究を構成していく討論を進めた。その結

果

① 学習指導要領にたいする不満がある。

2 教師集団としてのわれわれに,地域にたいする

不勉強さがある。

③ 実践上に幾多の問題がある,と いうことがたし

かめられた。そして

I 進路指導をすすめるのにあたって,学習指導要領

の不適正面をどうつかむか

I 地域の特性をどうつかむか

とい う,いわば進路指導以前の本質の問題 とし

て確認され,ま た

Ⅲ 指導上の問題が討論された。

とくにこのⅢの問理には,前年度のあやまった方

向での実践を修正,前進させるための検討,補正が

1, Ⅱとからんでなされた。以下にその大要を報告

する。

II 進路指導を進めるにあたって,学習指導要領の

不適正面をどうつかむか

学習指導要領や,その指導書を既成の事実として ,

何の抵抗感もなくうけいれなか っただろ うか。とく

に,進路指導について,学活の中の,しかも3年間40

時「同以上という意義に注意せずにうけいれなか った

かcそ して,その結果,学習指導要領準拠にまどわさ

れ準拠副読本とか,指導:口案等の参考図書によりかか

らなかったか。このような自己批判がなされた。

各教科の内容と進路指導との関連の稀薄 さ,ホ ー

ムル_ム の学活への変ぼうと道徳や特設進路指導によ

る内容的,時間的圧迫など,数 々の問題がなげだされ・

た。そして,女部省のしめす意図にしたがってくもう

としても40時間内にはその意図はもりきれず, しかも

空虚な,す ぐそこのでる授業しかできなかったとい う

事実。こんなことから,つ ぎのことがたしかめられる

べきであると気づいた

111 学習指導要領は,教育課程をどう編成させようと

し,指導書で|ま どう肉づ|す しようとしているか

基準性 (た ちふさが り)と ,進路特性に応じ (そ の

発想)を もってあいまいにする選択教科 (そ の し く

み)の 3点をあきらかにしな|すればならない。それが

進路指導に,どのようなかかわりあいをもつのかをた

しかめなければならない。以上のことがらは選択教科

のしくみと進路指導のしくみが一体不離であることが

つぎのようにたしかめられる。

選択教科が,Э基礎教科的 ③職業教科的 C情操



―

実 践 的 研 究

教科的に三分割されていることc 英語の常識化がいわれるなら,国民的要求とむすん

でなぜ 3か年間それを継続させようとしないのだろ う

んヽ。

これらブ[教育性は,矛 雷の根源は,学習指導要領改 :

訂告示までの背景であきらかであるといえる。すなわ ,

ち1951年の政令改正諮門委員会の「教育市1度改riに 関

する答申Jtヽ「産業教育振興法」の提出にっづしてな

され「中学校の課程が普通教育偏重になるのをさけろ」

といい「普通課程に重点をおくものと職業課程に重点

をおいて,実用的殺業教育の充実強化」をはかれ とい

う意味の各申であ り,1956年 11月 ,57年 10月 と, 日

経連が
~技

術教育」や「科学技術教育Jに関した意見

をだしている。 とくに,「科学技ai教育振興Jに 関す

る意見に(ま ,「進路特性 ,能力に応 じ普通課程 と職業:

課程 とにわ |す た効果的,能率的な教育を実施」するこ

とを要求してお り,1958年 3月 の文部省教育課程審議 i

会の小中学校教育課程の改善についての答申,改 訂 ,

告示 とたどる一連のものであることを把握する。

わえtわ れが行ってきた「選択教科の選択指導」は ,

能力が低いから,貧乏で高校にはいけないから①コー

スという,人「ll分 類に目をとじた,生徒の側に立たな|

いものであった。

事実,こ んな会話|よ なか つたか,「英語がわからず
:

困っている生徒を無理して英語をさせるより,農 。工

の選択で学ばせたほ うが,そ の生徒のしあわせだ」 と

い う意見,そ うすることがもっとかわぃそ うな人間分

類のおしつけだとい う意見。

県集会において,こ れらに関した討
・
論がすすんだと

き,つ ぎのことが問題 となった。

「進路,特性に応ずる教育に対決するために施設設備
.

が十分なら,選択教科は学習指導要領に貝1し て実施さ

れてよいのか。また数学の選択の場合, 2時間余計学 :

んだ者 と自然学級で 3時間学ぶものとの教室内での対

決 |ま どうう|す とめるのか。これについてはか りに施設 :

設備が十分であるとしても,学習指導要領に問題があ

るのであ り,基本的な|[1題の解決なく,周辺としての

現場のあ りかただけで|ま 17決できない。この徹底した

差別教育が解消されなければならないとい う結論であ

る。

当分会では,こ のため,学校選択で守ろ うとする立i

場をとり, 1年の全員英語, 3年の数学全員選択 とし

ておるが,農 。工と英語にかんする 2年 , 3年の選択ヽ

はいまだ解決 しておらず,次年度よりの実施において

1, 2年英語全員選択 とし, 3年は,過去の学習との

つなが りから解決が困難である。

Oは 目的があいまいであるが,時数操作の駒の役を

もたされているようであ り,①が進学 コース,0が就

職 コースとい う完全複線型を示してい る。この こ と

は,中 学校教育における差別教育だけのF]題ではなく

⑤を学習したものは,選択 と同時に,中学校生活 |よ 勿

論卒業後も,高等学校教育につながらないための,高

等学校からの隔絶分離を意味することであるc全両発

達,可能性を引き出すとい う教育の目標に背向いて ,

教育を うける可能性すら断つものである。

山形県教育庁学校教育課が,36年 3月 けで 出 した

「 中学校選択教科運営資科 I」 は88頁を費やして選択

教科編成の例を挙げているが,15″1中 一千
'1を

除き, 1

年生は英語を全員に履習させる学校選択のタイプをと

り,第 2学年から,職業教科的な分離をする型である。

県集会においても各支部の うち中学校の実情 1ま 前記

と大差がないようであった。

中学校学習指導要領,総則 3,選 択教科の運営 ,

(2)と して

「学校は,個 々の生徒について,その進路特性 r事 をじ

ゅうぶん考慮し,それぞれの生徒に適 した,選択教科

を選択 させ履修させるよう指導しなければならないJ

としてある。一方

特別教育活動 C,学 級活動のなかに
°
「特に将来の

進路の選択に関する活動におぃては,次の事項の指導

を行 うことが必要である」 として,111か らに|ま であ |ザ

てあ り, 3年間で,40時間以上で,一般的めやすの理

解をさせるのだとい う。このことと進路特性等をじゅ

うぶん考慮することは,ど うむすびつ くのか。

1年 生全員英語選択の形をとっても, 2年 生からの

分離のためには,教科書発注とのからみあわせで,ど

うしても 1年 1学期には進路,特性をじゅうぶん考慮

した,教科選択がなされてい る こ とにな る。この矛

盾,非教育性,か りに,文部省の示す通 り, 1年生か

らの,個 々人の選択をさせることになったら,一 体そ

の指導はどこでだれがするというのだろ う。

教育行政の指導の責任のある人が,自 分の指導下に

行われているこの選択教科の設定についてつぎのよう

な意味のことをいっている。 1年全員英語, 2年から

分離することの意味づけとして,① lつは英語の日常化

としての意味あい,② もう一つは 1年から選択をさせ

る場合の小 0中 学校の関連やその困難さから 1年生に ,

ウォーミングアップ的選択指導の期間の必要からとい

う意味あいではなかろうか,と い うような,肯定的印

象をあたえる発言であった。

3θ
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―県集会では更に,学校選択の場合でも,C能力差や

進学など問題と対決する教師の十分な努力なしには成

立 しないこと,つ まり,よ い高校に多 くをいれたいと

か,頭がよいから進学させたいとかいうこんなことを

消 しながら, しかも,E必修の技術・ 家庭科の充実を

伴 うべきだと。 しか し,こ れも,あ くまでも当面の処

方であ り,結論的には,選択教科の廃止であ り,必修

教科 とならなければならない。 もちろん,現在の音楽

や美術をおしつぶすかたちや,英 ,数偏重の教科に差

をつけるようなものではならない。また一iご として 1ま

学校の方針 として学校選択する当面の問題として,3
平等にえらべる選択 コースのあるのに,一方的に学校

で押 しつけるとい う,父兄のがわの問題や生徒の要求

にも答える十分なはなしあいが必要であろうと討論さ

れた。

(2)進路指導の 6分野 と,学級活動における進路指導

の「 4つの内容事項」

進路指導の 6分野と,学級活動におlす る進路希導の

4内容はどう関連し,その内容に軽重があるのか,ま

た指導書 (中学校特別教育活動指導書)にい う「学級」

の概念などから,学級活動 としての進路指導の内容 ,

方法などに,「 3年 Fnlで 40時間以上」とい うことと共

に進路指導に制圧はないか。

これらのことをあきらかにするため,吉 田裕著「わ

が子の進学 と就職J, 日本職業指導協会編「中学生の

進路」 (学習指導要領準拠以下 同 じ)沢 田慶輔 監修

「わたしたちの進路」,横田弘之,吉田裕,小松信重

編集「学級活動における中学校進路指導細案」,文部

省「高等学校進路指導の手びき」 (ホ ームル_ム 担任

編)等を点検 してみた。

6 分 野 1 4つ の内容事項
1発

1 個人理解

2 進路の知
識情報

C適応

3 進路相談

4 啓発的経
験

5進路先決定
への援助

6卒業後の指
導

上表の発想についてもっとも露骨な表現は,「わが

子の進学 と就職Jに しめ され,父母を対象 とした内

容,表現を とってい るが,「はじめに」とい う内容

に, 4内容の(11に ついて「 自分の力,自 分の条件 とい

うものを正 しく知ることは当然です」 といい,(2)につ

いて|ま 第 1の項目は,「 自分のことでしたが,第 2の

項 目はいわば相手のことだといえます。 (中間略)こ

れ (ま いわば人世の旅行のさいの,地図しらべといった

ところでしよう」131に ついては,「 自分がわか り,相手

を知 り,い よいよ最後の選択受験 とな るわ け」だか

ら,「就祓,進学 というさしせまった関門のための知

識を与える」 とい うこ とだ といい,四にっいては,

「予想されるいろいろななやみにっいて,その解決の

しかたをあらか じめしっておくということを目的とし

ます」「職業生活への適応として,転職 と離職,失業

の意味 とその対策,職業生活の充実 と向上,職業生活

における心がまえ,な どの問題について学ぶことにな

っています。」などである。これが学活の進路指導の大

づかみの内容としている。

「中学生の進路」はまえがきで,「 この本を手がか り

として, 1年・ 2年・ 3年 と学年のすすむにしたが つ

て,次のようなことがらを学びとることができます」

といい11か ら 81の 項 目をしめしているが,(8)卒業後の

生活によくと|す こみ,進歩・向上していくには,ど う

したらよいか, としめしている。その内容においても

各館の末尾に課題,あ るいは調査,と いう問題を与え

ながら,そ の問題内容がたとえば,全国中学校卒業者

の職業別就職者の円グラフをしめし,「 うえの図から,

どんなことがわかるだろ うか」また 1ペ ージおいて ,

中学校,高等学校卒業者の就業数の順位を,男女別 ,

中高別,産業,職業別の表として,「上の 表 か らみ

て,男子と女子,中学校卒業者 と高等学校卒業者 とで

どのようなちがいがあるか,研究しよう」 とい うだし

かた。

また一方では111自 己の個性や家庭環境などにっいて

の理解で,家庭環境をどんな方向で理解させるのか。

「わたしたちの進路」の 3,自 分をしろう,の学習の

まとめの,「 また家の暮らしむきは,進路を考えるば

あい,たいへん重要なことである。上級学校にすすむ

ばあいには,授業料などかな りの費用がかかることも

考えておかなければならない。また,家族の生活のた

めに,学校を卒業したらす ぐに収 入をえる方法をかん

がえなければならない,と い う事情の人もあるだろう。

このように家庭環境は進路の選択にだいじな役割をも

っている」とい うようならこれ |ま あるものは就職,あ

年
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るものは進学 とい う前提のもとに,あ きらめの学習で

あ り,なやみにおわ り自己を埋没させる教育で |ま ない

か。(3)就職 (家事 。家業従事を含む)や進学について

の知識の内容は,進路相談の分野 とどう関連して考え

ろというのか。そして,{4)将来の生活にお|す る適応に

ついての理解は(1)や (21の 指導で自分を知 り,相手を知

り,最後に順応を教えよとい う関連なのか。そのねら

いは知識 としてか,態度としてか,等 々の疑間がつぎ

っぎとでて くる。

これらのことについて,全体的に|ま 明確な分析 |ま な

し得なかったがそこに貫かれているものは,進路の学

習は個々人のものであ り 個々人の学習結果が,適応

とい う順応の姿勢をとる後向きのものであることが う

かびでてくる。通性 とか適応はなにをどうとらようと

する言葉なのか。職業はその種類 とか,分類に力がそ

そがれてお り適性 と結びつ くときには,た んなる作業

の内容にまでおちこんだ りする。そして指導書では,

「学級」について,第 1章総説の第 1節 に,教科 との

関係 という点では,おそらく特別教育活動に属する諸

活動の うちでは,生徒会活動がもっとも縁が うすいと

いうべきであろう,と のべ,教科の重要な特色の一つ

であると理解されている知識技能の習得 とい うことと

直接の関係が少ないからである,と し,学級活動も,

その活動内容からい うと,教科 とは縁の道い存在であ

るといえるが「学級」 とはもともと知識技能の学習の

ために組織された集団とい う性格をもっているとのベ

ている。このことは,進路の指導が,教科、 道徳,学

校行事,特別教育活動など他の分野などとの関連でな

されるとい う域からもいつ脱して,40寺間の市1圧 とと

もに,イ ンス トラクションのi両 を強 くうちだしてきた

ものと考えぎるをえない。

県集会においては,特設の意図をあきらかにする問

題として(1)教育の全部が進路指導 とい う原則的立場か

ら,い まさら学活で,40時間でしなくともよいという

構えや準教科的40時間でやろうとする場合の意図につ

いて論じられ,強調する意味での進歩 として うlす とめ

るか。横道の制度として うけとめるか。

あくまでも周辺の問題であると確認された。そして

差別,人間疎外に根ざすコース別体制下では,理想的

な課程がくめるなら特設の進路指導はいらない。個人

にそくして解決しようとする観念ではなく集団として

の指導から出発し,あ くまで内容によるが,子どもを

守るいみで,学級活動内にお|す る進路指導 |よ 計画され

るべきであるとい う主張も行なわれた。

Ⅲ 農村には,進路指導につながるどんな問題があ

るか

″

(1)生徒の農村ぎらいをどう理解すべきか

一戸平均 2.14haの 耕地をもつ純農地帯である。今

年八月,学区の父母や,青年を招き,全分会員ととも

に,今 日と将来の農村についてかた りあつた。その意

図は,こ の農業人と語 る会から,地域の進路指導につ

ながる問題点を学びとろうとすることになった。 とく

に,われわれの農村についての理解が,農村の学校に

職場をもちながら稀薄であ つた とにヽ う反省からであ

り,前年度からの課題であったからである。この会で

のはなしあいを,更 に後 日,復習 し確認 したことは

① 農業構造改革一農業基本法に対する不安 ととまど

いを示していること。

0 分解する農民層のなかで,第 2種兼業を有利 と説

く親と,一方には,赤字耕私機を買いながら長男対

策をする親,零細貧農故に出稼ぎの父親にかわって

家事従事者として或らねばならtO中 学生もいること

‐3 所得倍増の波にのってのもうかる農業の宣伝の中

で,祖父が財布をにぎり,経営のすべてでなく,主

として労働を担当する部屋住みの父母の多いこと。

Э 高校 入学を希望する生徒 ときらう父母,あ るいは

祖父。

こんな種々な現象のなかに,生徒を,ど う理解し位

置づ iす ていくのかとい う問題を考えた とき,た んなる

進学か,就職,家業従事で|ま かたずかない進路指導の

問題としてうかびあがって くる。父母,青年とともに

学習すべき私たち教師の「]題 ′点であると確認 し,次回

に|ま ,青年 とかたる会が計画されている。

(21 農村の中学生の進路にlよ ,都市生徒 と比較 し,ど

んな特異1生 があるか

C 緑故就職の多さ.

2 低賃金に結びつきやすい産業,職種への就職の目

立ち, とくに女子の場合の多さc

O非後継者である農業に従事している青年の多さ。農

業従事の青年男百名,女 百九名の調査ではつぎのよう

である。

表 1

1 22-24+ +lrs-rz ]rs-zr 計  1合 計

後 継 10 ol:o zslza zS 70 48

非後継
|

13 ,ul B n9  18 30  61

男 女 男  女

36年 10月 現在

藤島町資料,渡前地区分表 2,3も 同じ

15才 から17才 で|ま ,農業を後継 していくとい う青年

男 女
1男

女
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一′が 非常に少ない。反面,18才 から21才では非後継者で

あるが,現在農業に従事している青年がずいぶんいる

ことがわかる。

県集会では,農業高校の現状として,農業科生の離

農傾向と,農業高校のありかたについての報告があっ

た。調査対象 (131名 )中 54.2%が就職を希望し, う

ち長男が,56.5%で ,次三男が43.5%であるという。

そして就職しても離職も早く,帰農も多いという。同

報告ではさらに意識調査から,労働と経済の分離して

いる農家や,社会や家庭での|ヨ い因習に対する抵抗も

大きいと報告されている。

年  令

15-17

18-21

また,当渡前地区の場合,中卒後,家で働いている

ものと,高校卒後,家で働いている者の数は表 2,表
3の ようであ り,中卒者の年々減少している反面,高

校卒者が増加してお り,問題は,青年団活動地域の農

業労働の うえに,その互の人間関係とともに問題があ

る。

県集会において,こ れらのことについて,中 学校と

高等学校の進路指導の関連,と くに発達段階の差の考

慮と,ふたたび「全入」とのかかわ りにおいて討論さ

オ■た。

Ⅳ 進路指導上の留意点や問題点は何か

(1)進路相談と相談担当者

現在就職に関する事項を中心 とした,職業指導主事

.の 面接指導 と学級担任にょる面接指導によるものが並

行しておこなわれているが職業指導主事によるもあ|ま

, 3年生中心で手一杯であ り,学級担任によるものも

3年生に多く,就職相談,進学相談の域が多くおこな

われている。 1, 2年 は学級担任による進路指導にと

らわれない,一般的な教育相談が最少限行われている

現状である。

当分会では,昨年度,進路指導 カー ド (各 生徒一

枚 )をう くり,こ れを追加記録資科 としているが,そ

の内容は,①家族,2家庭環境, 3出欠の記録,C本
人の特性,0賞や特活の記録などをA百 とし,BIに
⑥学習成績,行動情緒,標準テス トの記録,0身 体の

記録,O検査の記録,C進路希望,⑩ 相談指導記録 ,

0卒業時の進路の記録などの各欄を設 |す 3か年の使用

を計画した。しかし,反省として職業安定所の就職カ

ー ドとの関連での利便が重点になって,管理面での都

合のよさはあるが,こ れの根底となる進路指導の意味

から,ま ったく相反する諸項目に気づいた。本人の特

性とか,賞や特活の記録などの矛盾である。そして,

検査の記録も,職業安定所の要求する職業適性検査な

ど1ま ,その検査の結果の進路指導へのつなが りの不明

確さから大きな抵抗を感じており,④やCは次年度よ

り除く予定である。賞について|ま 本年当初これを除い

ている。しかし相談室もなく,相談の時間のゆとりも

なく,生徒と教師のあいだに人間交流がとばしくなり

当然このカードが生きにくい現状である。

(2)職業指導主事

職業指導主事のありかたとして,公共職業安定所の

出先化や,多忙からくる担当範囲の偏 りなどが問題と

され,現体制下においては名実ともに進路指導主事と

ならな|す ればならないが,専任,定員外としなければ

意味がない。

これら11',12に ついては,進路指導の本質からの批

判にたえないわれわれの現場の未整理さの露呈で,整

理のつかない未解決のままである。

(31 情報資料の収集やその不足をどうするか

情報,指導要領や指導書は前記 Iの (2)の 6分野と4

つの内容事項に記した通 り,情報し教える, という陰

影で,進路特設,道徳特設とともに,討論し行動する

特活を圧迫しながら,つめこみ学習の体制に追い込ま

れているとき,こ れを支えるものは資料とそのあつか

いかたに努力が集約される。あくまでも,討論し,考

え,行動するための,現実性にあふれた資料でなけれ

ば,伝達におわってしまう。

進[各 の学習が,「いわば人生の旅行のさいの地図し

らべ」といったところでおわつては,子 どもをまもる

側の学習で|ま なくなってしまう。たんに工場,職安の

募集案内書などであってはならず,そ こに働く人がう

かびでてくるような資料でな|す れば困る。卒業後の指

導とも関連し,卒業生から,な まの,生きた情報資料

をえるよう,組織すべきだと確認された。

性1 啓発的経験

技術・家庭科の学習指導要領による性格としては,

この教科も啓発的経験の領域から後退した。遠足,修

学旅行などの型に1ま まったような計画のなかにある見

学を,啓発的経験として,見 るのではなく問題意識を

もった学習の成立を前提とし,人間の働らきを中心と

した見学を企画する必要がある。そして,現在まで行

なわれてきた,夏季休暇中の,就職希望者による職場

計

一
３８

一
３８

一
４２

一

表 3 高校卒

男 1女

12 1 26

30 1  8

表 2 中 卒

22-24

年  令 男 女 計

一　
３．
　
一　
２５

18-21

22-24
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見学も,学習の組織の一環 としてなされなければなら

ない。また,実習田なども「一通 りやらせてみる」 と

い うのではなく,経営主体を生徒 とし正 しい労働観の

育成のための生徒の経験 とな り得るようなものでなけ

れば,そ のいとなみは,たんなる労働さく取の経験と

なるとぃ うことが,支部集会で確認された。

(5)卒業後の指導

当分会の所在する藤島町の 4つ の学校 で は,数年

来,①学校長た ちの職場訪間が年一回実施 されてお

り,これ と別に,② 各校職業指導主事,ま たは前年度

3年担任による職場訪間が な され て ヽヽる。双方とも

に,も っとも就職生の多い関東地方中′いで,CIま職場

開拓 と追指導をねらったものであり,2は専ら追指導

の立場を中心 として行なわれている。これらの実施は

各々年一回であるが,進路指導のための多くの,現実

性にとんだ資料を,教育の現場に提供,報告すべきで

あると要求されたが,特 に学級での進路の学習につな

がる組織化されたものが乏 しいので今後の努力′点であ

る。そして,在村の家事従事者である農業青年につい

て,も っと積極的な在校生とのつなが りが強化されな

ければならない。

V おわりに

以上の通 り,あ まりにも問題が多すぎ,しかもそれ

らの問題は輻湊し,断片的にはしまつできな Vヽ性質の

ものであることに気づ く。進路 (む しろ選択教科)の

ちがいによる生徒感情,ゆ とりのない特活 とあいまい

な内容での40時 間,地域の人々との結 びつ きのゆる

さ,そ してそれをおしつけようとする学習指導要領 ,

全入運動 と正 しい進路指導 との関連など。こんないろ

いろな条件をこえて,進路指導の本質を見失ってはな

らないと決意する。どの生徒 もみな「せめて高校には

入 りたいJと い う要求をいかす方向への教育であ り,

それが,高校全入運動 とつなが り,低賃金職種へ生徒

を送 りだすこころが,最 低賃金制の確立へ と,教師と

しての社会への働らきか lす とともに,国民教育の方向

へ進路指導をすすめな|すればならない。

したがって,学活のなかの進路の学習も,講義式の

ものは少 くな り,ホ ームル_ム の精神にのった,集団

思考を中心 とした学習がすすめられ,教材―情報資料

もその11が 強化されなければならない。究極は個々の

生徒の幸福のためとなるが,進路指導,と くに学活に

おいては,何 人指導,た とえば画接などにおいては学
べなtψ性質の内容が学習されていくものと考える。

その内容は ,

きびしい職業生活の真実をつかませ,ど この会社で

も,ど この町でもないような知識的情報ではなく,適
応主体の変化をねらって将来対決すべき問題のあ りか

たをたしかめあい,将来,強 く生きぬいていく,ぃ き

がいと自信を育てる教育である。

県集会でこのことはつぎのように助言された。

あまりせっかちに,平和,民主を うえつ Iす る必要は、

疑門であ り,ど うい う武器,つ まり手段,将来つきあ

たったときつかえるようにすべきではないか。実践的

力になるものをにらませながら,「質」が問題ではな

ヽヽか。

本誌 5月 号に掲載いたしました論稿「技術・家

庭科における思考学習」 (稲田茂氏)の中に誤り

がありましたので,つ ぎのように訂正 いた しま

す。

o p20,⑤ の (注)の うち

電池のQ極につないだネオン管の電極 (1図の

電極2)だけが,一瞬発光する (電池のC極につ

ないだネオン管の電極=電極①の……)

とあるのを,

電池のΩ極につないだネオン管の電極 (1図の

電極旦)だけが,一瞬発光する (電池の旦極につ

ないだネオン管の電極=電極①の……)

と訂正いたします。

◎p21,⑦ の (注)の うち,

電池の2極につないだネオン管の電極 (2図の
電極2)だけが,一瞬発光する (1図の実験のと
き発光した,ネ オン管の電極Qのほうは,……)

とあるのを,

電池のc極につないだネオン管の電極 (2図の

電極Q)だけが,一瞬発光する (1図の実験のと

き発光した,ネ オン管の電極Qのほうは,……)

と訂正いたします。

正訂
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木材加工学習を実践 してみて

ノ
Jヽ 林 子代美

はじめに

被服次に調理というように,つ ぎつぎと違った分野

の学習をしていく私たちの教科では,前の学習で得た

知識・能力を次の学習のどこに発展させた らよいの

か,ど こかつながるところはないだろうかと考えてし

まいますc特に私自身が,ま ず勉強してからでなけれ

ば学習にはいれなかった木材加工学習では,わからな

いことが多かっただけに一回おわるごとに強く反省す

る機会がありました。

36年度から37年度まで次のように 3回指導 しま し

た。一回ごとにたりないところを補ないながら指導し

たつもりですが,ま だまだ基礎的勉強がたりないこと

を痛感します。

指導の経過と反省

1 36年度, 2年女子 (時間の都合上 1年で木材加

工ができませんでしたので 2年で学習しました。)

製作物―状さし 時数-16時間 費用-70円 材料

―ホウ材 使用工具及び機械―彫亥1刀・のこぎり・ き

り・げんのう・ 自動糸のこ機 塗装―黒粉による着色・

との粉で目止め・ クリヤラッカー速乾ニス仕上げ。

はじめてのことなので美術科の人に相談 した とこ

ろ,女子だから木彫りでもしたらよいものができるの

ではないですかと教えられ,かんながけをした板を材

料店から購入した。生徒は美しいものを作ろうと張り

切ってさまざまな図案を考え,かなり手のこんだ彫刻

をしたので見ばえのある作品ができあがった。

反省としては,C′ 考案設計では機能を考えるより

木彫りの図案を考えることだけにおわり,装飾に重き

をおくことになってしまった。② 製作時間中彫刻の

ために多くの時間が使われてしまい,生徒の興味も彫

刻の良し悪しだけに向き,工具の使い方なども技術的

知識の裏づけのない単に使えればよい程度におわって

しまった。C 冬の乾燥期でもあったため,板のくる

いがひどく,又彫刻の途中で図案を変更する生徒も出

て,工作図通りでなくてもよいということにせざるを

えなかった。

この実践で一番反省したことは,木材加工学習の目

標をどこにおくかが|ま っきりしていなかった こ とで

すc木材についての知識・木彫 りの仕方 。ボンドによ

る接合の仕方・釘の打ち方・塗装の仕方を作業の進行
i

途中で取り上げた程度でした。もう一つ考えさせられ

たことは正確さということです。男子は機械製図など

で沢1定 の重要性を経験する機会が多いのに比べて,女
子は少ないように思います。被服製作や調理でも正確 :

さは大切ですが,実際問題としてはそれほど厳密にし

なくても作業に支障がない場合もあるので痛切に体験:

する機会にめぐまれません。工的学習の製作過程で,

わずかの不正確でも大きな影響のあることを知って,

生産技術のきびしさを体験させたとと思いました。

2 37年度 1年男女 (1学期の最初に男女一緒に_

製図学習をし,続いて木材加工学習にはいりました。)

製作物―雑誌入れ 時数-20時間 費用-150円

材料―ラワン材とセンの合板 使用工具―さしがね・

のこぎり・かんな・木づち・ きり・げんのう。小日台‐

塗装―黒粉で着色・ との粉で目止め・ クリヤラッカー

乾速ニス仕上げ

目標を3木材の特性を知る,②工具を正しく使 うこ

とができる,3仕上げの方法を知る,④木材加工の簡
i

単な技術を習得する,C工作図にもとづいて正確に能

率的に作業が進められる,においた。

正確さに重′点を置くため全員次図の形のものとし,

教師倶1で現尺の工作図と部品図を班数だけ用意し,い
つも図面を読みながら作業を進めていくようにし,さ
しがねもおおいに利用させたのでわずかの違いも気に

するようになったc
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雑 誌 入 れ

グループで責任者・工具係・清掃係をきめ自主的に

作業を進めさせたので,工具の取り扱い,後かたずけ

もよく,作業も能率的に進められた。

普通の木材と合板の違いを実惑として知らせ,新 し

い木材加工のいき方を考えさせ,家具などに多くの合

板が使われていることを気づかせた。

考案設計では,材料の性質・工具などの理解がない

最初から考案させることは単に気に入った形を考える

だけの安易なことになりやすく機能を忘れ勝ちになる

ので,雑誌入れの製作後,本立で考案設計させた。そ

の結果を見るとだいたい本立ての目的が達せられるも

のが多く,ご てごてした飾りをつけたり製作困難と思

われるものはなかった。これは木材で工作できる限度

を知ったからだと思うが,反面中学生らしい独倉1的な

ものが少なかったのを淋しく思った。

反省としては,① 正確なものができた よ うに思

う。 (同一の形であるため不正確なものはすぐ発見で

きる。)しかし教師側で形をあたえたことが,生徒の

倉1造性をのばすことに反しているように思われた。②

わ りに大きな物であったためくり返しの作業が多く,

そのために時間がとられ工具の発展的な取り扱いが十

分にできなかった。

3 37年度 2年女子 (講師の関係で 2年で学習し

ました。製図学習は 1年で行ない,木材加工ははじめ

ての生徒です。)

製作物―小箱 時数-18時間 費用-35円 材料一

ラワン材とラフンの合板 使用工具及び機械―さし

がね・ のこぎり・かんな・木づち・ きり0げ んのう

・小日台・ 自動かんな盤 塗装―前回と同じ

考案設計ができ,正確さが要求され,あ まり大きく

:な いものと考え小箱をえらスノだo

考案設計 各自で何を入れる箱を作るかを決め,日

的にあった形,構造を考えて工作図を書いた。ここで

イ4

注意したことは考案設計の本来の意味に近づけるため

模様はつけず,機能を考え,機能美をみつけさせるよ

うに向けた。たとえば側板と底板の接合方法では力が

加わった時丈夫なためにはどのようにしたらよいかな

ど。生徒は側板の組合せの仕方と蓋をどうするかに苦

心し,こ れまでは紙,布の製作経験しかないので厚み

のある木材の設計にはとまどいを感じたようです。

又驚いたことに自分の作りたい形は頭の中でわかって

も,工作図に正しく書き現わせない生徒がいたことで

す。 (長手側板で妻手側板の小口をはさむものを作る

つもりが,そのように書き現わされていなかったり,

さんぶたを作るつもりで落しぶたに書いたり。)製 図

学習で表現の能力をつける指導法を研究しなければと

思った。こんな簡単な小箱でも考案設計させることで

製図云々にとどまらず,生徒自身さまざまな問題にぶ

つかり友だちと研究したり,家具を観察したりで科学

的な目が少しでも養われたのではないかと思う。

製作 ミシン以外の機械使用の経験のため自動かん

な盤を使用させたっ木取りでは布日と関連づけて考え

させた。切断・切削は工具の使い方にとどまらず,で

きるだけ科学的に取り扱 うよう努力した。のこぎりの

刃を虫眼鏡で観察し横びき・たてびきのちがいを発見

させてその理由を考え,次にかんなを観察し切断切削

の原理 0切刃角・切削角と切る物の硬さとの関係を考

え,は さみ・ほうちようなどに関連づけた。

組立てにはボンドを用い,接着剤・塗料の最近の著

るしい進歩にふれたが実物を用意することができず話

だけにおわってしまった。

反省と今後の問題点

新しい材お|を手にした時の生徒の驚きとよろこびを

大切にして,よ り発展的な取り扱いをしたいと思いま

す。この学習で基礎的要素と考えられるC木材の性質

と用途,C切削の原理,C接合材料・塗料と方法,を

知識,技能として習得させるだけでなく,他にも活用

できる力としたい。そのためには木材だけを扱 うので

はなく,女子にも金属加工学習を加えるべきではない

かと思います。木材と金属を比較して見てはじめて材

料の性質も理解でき,切削の問題も金属まで発展して

こそ基礎的技術が生徒に定着するのではないでしよう

か。正確さの点でも木材には限界があります。

学習指導要領には「金属性の修理材料を用いた簡単

な家具の修理・補強や金属製のじゅう器の取扱法」と

なっていますが,修理より製作の方が系統的に学習ガ

進められると考えます。

(府 中市立府中第一中学校教論)
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一

金 属 加 工 学 習 の 実 際

―一―ブ ン チ ン の 製 作 一

け)端面のやすりがけ…………… 1時間

い 底面けがきとやすりがけ……4時間

H 上面けがきとやすりがけ…… 3時間

悶 穴あけ………………………… 2時間

い ねじ切り……………………… 3時間

(D 仕上げ………………………… 1時間

(5)反省 (テ ストを含む)。・………・3時間

1 製作図をかく

製作図を指導する場合,考案設計を加味して指導す

るのが本来であるが教師の力不足とS教材社から下記

に示すような材料を購入したため,多少手を加えて画

一的な製品をつくることにした。

守田太

はじめに

ブンチンの製作は 2年生の教材であるが,本校では

施設設備の不十分,その他の点から,昭和37年度だけ

3年生の総合実習としてとりあげた次第である。

次に指導内容はつぎのとおりである。

(1)材料について…………………… 1時間

(2)製作図をかく

に}元図の作成…………………… 3時間

に)ト レース……………………… 1時間

レヽ 陽画写真の焼付……………… 1時間

(3)作業工程表の作成……………… 1時間

14)製 作

に)切 断………………………… 1時間

本年度本校では複写機 (リ コピー 333)を 購入した

ので,元図→原図→複写図と一環した製図体系を指導

することができた。昨年度までできなかった複写図を

行なうことができ,生徒の興味も倍加した次 第 で あ

る。

2 製作工程表の作成

S教材社の製作工程表を次のように訂正した。 (46

ページ表参照)

3製 作

製作にあたって本校では金属加工 (ブンチン関係)

の工具・機械が次のようにしかないので思いがけなく

時間がかかった。

法

万力 (100m m)。 ………………・・10台

トースカン・・……………………。4個

やす り (平・ 中目)……………・10本

弓のこ…………………………… 6丁

ワイヤブラシ……………………10本

定 盤・̈・・… … … … … …… 。1枚

Vブ ロック……………………… 4組

油さし。…………… ……………・1個

卓上ボール盤…………………… 1台

卓上旋盤………………………… 1台

センタポンチ…………………… 5本

ダイスハンドル……・・・・・・……・・・3丁
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実 践 的 研 究

① 本校の製作工程表

手 l贋 工

切 材料を万力にはさみ切断する

端 面 仕 上 両端面を仕上が り寸法までけずる

工   具 機   械

弓のこ・ 万力 ウワ肖1'由

内業作程

一
断

一
げ 万力・ 平やす り・ ワイヤブラ

底面けがきと

やすりがけ

①両端面だけ, トースヵンによりけがき側面は

材料を万力に固定してケガキ針によりけがき
を行な う。

② 仕上が り寸法までけずる。

Vプ ロック .卜 _ス ヵソ

・ ケガキ針・ 平やす り・

フイヤブラシ・ 外バス・

ク

・ 鋼尺

万 力・

チ ョー

上面けがきと

やすりがけ

①上記と同じ,ただし側面だけは鉛筆でけがき
させた。

②平面のところを弓のこで切れ 目を入れる。さ

らに切れ目を入れたところをグラインダーで

荒削をする。

③中目やすりで仕上がり寸法までけずる。斜面

もつける。

①つまみとりつけ穴の中′心をみつけるために対

角線を引き中心にセンタポンチをうつ。
②卓上ボール盤による穴あけを行なう。

・

①タップによるめねじを切る。

②ダイスによるおねじを切る。

①本体につまみをとりつける。

②かしめる。

上記以外に

グラインダー・ 鉛筆

センタポンチ

卓上ボール盤

切肖」,由

・ ドリル5.3φ

①表面をみがく。

②さびどめ塗装。

タップハンドル・………………・・3丁

①ヽ クラス55人で,バイス 1台につき5.5人では少し

多すぎて,順番がくるまで遊ぶ生徒も出る始末で,

55人のクラスの場合,最低 20台は万力を必要とす
るであろう。

l② 本校の卓上ボール盤には,ボ ール盤用万力がつい

ていないので穴あけの場合,丸棒をどう固定したら
よいか頭をなやませた。万力を購入すれば問題はな
いが,先決するのは費用であるので,そ こで下記の

図のような押え板を考案して急場をしのいだ。

r③ 穴あけは,は じめの計画では生徒の製作図でもわ
かるように,通 し穴にしないほうができあがりがき
れいになると考えて実施したが,実際は「カン」に

“

M6タ ップ (1番)M6ダ イス

切削油 0万力

万力・ ハンマ●平やすり

布やす り・ 平やす り

ワニス・ シンナー

よって ドリルを上下させる関係上穴の深さが不統一

になり,10本に 1本の割くらいできりの先端が少し

出たり,ま た,タ ップでめねじを切る場合穴の先端

のほうに進むにつれてタップがテーパになっている

ので,ね じが完全に切れず,急拠計画を通し穴に変

更した次第である。

④ 計画では組立の最後にかしめる予定であったが,

これもできなかった,と いうのもつまみのねじ部の

長さが実物では10m mで 切断後やすりをかけるとそ

の長さがさらに短かくなり,そ して図面では本体の

穴の深さ1lmmな のでつまみのねじ部が外側にでな

かったためである。そこで盗作したような形にはな

ったが,校下に職業補導所があるので来年度のため

に下記に示すような規格寸法の材料を注文した。

次ページのような材料であるとかしめることもで

きるし,さ らに教材社の材料より切断の場合,弓の

こで切る時間も長くなり,弓 のこの正しい使い方の

指導もできると考えた。またS教材社のものである

|

穴  あ  け

仕  上  げ



実 践 的 研 究

―

と4.5φ の外径のためほとんど切断のとき切削油を

必要としない。

⑤ ねじ切 りでは 1番 02番 03番 タップと使 うのが

本当であるが,要するにねじができればよいので最

後はかしめるのだから荒タップだけでよいように思

う。またタップは 3本 1組になっているので,2番
03番 タップが不用になり,荒タップだけ販売して

いないかと思った次第である。
(⑥ 上面の荒けずりはグラインダーで行ったが摩擦に

よる材料の加熱,切 りくずの飛散でいちいち「めが

ね」をかけたり,手袋をしなければならない手数を

はぶくため,教師が生徒全員の荒けずりをやったが

50人 もかけてやると腕も硬直し,つ くづく実習助手

の必要性を痛感した次第である。     |
以上思いつくまま筆をとったわけだが,生徒の製作

図についても線の太さの面でも今後いろいろと研究し

ていかなければならない点がある。

(北海道01路 市立爾生中学校教諭)

中 学 校 産 業 教 育 研

別記の要項のとおり,「中学校産業教育研究大

会」を開催します。

今度の大会の研究テーマは「技術学習教材・方

法の吟味」であり,それぞれ展開しておられる実

践をもちよること,それぞれの実践で,それぞれ

が,何をねらい,どのような教材を,どのように

組み立て,どのように展開して きたか,その結

果,子 どもたちのどのような能力がどのように伸

びたか,な どを発表し合い,多 くの発表を比較検

討して,よ り意味のある教材 0方法を見出してい

こうとするものです。ととのわない苦しい教育条

件のもとでの,た とえささやかな実践 で あ って

も,大会での検討に大きな寄与をするはずです。

あたらしい民間教育団体が発足 します。とく

に,現在技術科を教えていて「進路指導」を担当

しておられる先生方の積極的な参加をお待ちして

います。産教連大会から 1日 おいて開かれます。

場所は大阪市。

第 1日  8月 7日 (水 )

第 2日  8月 8日 (木 )

第 3日  8月 9日 (金 )

究 大 会 開 催 に つ い て

手さぐりの実践も,こ のような広場で,いろいろ

な角度からの照射をうけることによって,新たな

自信や新たな展開方法をうるこるができるでしよ

う。

全国各地の実践者・研究者の積極的な参加を期

待します。

なお,本誌では, 7月 号, 8月 号に,研究部の

分科会その他における提案のあらましなどを掲載

するはずですから,参考にしていただきたいぅ 5

月号の ``技術教育と思考''(特集)な ども,今度

の大会での論点の 1つになるのではないかと思わ

れます。

(事務局)

全 国 進 路 指 導 研 究 会 第 1回 大 会

テーマ

人づくり政策と学校教育

人づくり政策と進路指導・就職指導

人づくり政策と「学級活動としての進路指導」

参加費 500円   宿泊料前金 500円

(宿泊は二食 700円 ていど)

連絡先 東京都練馬区関町 3-97 池上正道

大阪市東淀川区相川中通 1-7 関日晃宏
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実 践 的 研 究

栽 培 学 習 の ゆ く え (3)

― 栽 培 学 習 の 内 容 ―

葛 サ  ー ル飾 ク

過去における栽培学習を反省してみると,地域主義,

作 り方主義,勤労主義などによって新しい技術科教育

の中味としては,そのまま取 り入れられない部分も多

いことがわかった。しかも,現在のように,農業生産

の方式が,機械化や協同化の方向をたどる中で栽培の

技術をそのまま中学校で教えることも困難であること

がわかった。また,現在の指導要領の中の栽培の内容

も,ま だ作りかた主義がぬけきれず,草花の種類,花

だんの種類,播種の方式などという形式的なことが多

い。そこで新しい内容を考えるにしても,時間数をふ

やすにしても,思い切った変革が必要であるという意

見が多かった。そこで,今回は私たちが話し合った栽

培の内容の概要をまとめて御批判をあお ぐことにし

た。

11 年 1 作物育成の技術について学習する(20時 間)

1年生では地域社会の実状や学校の状況に応じて,

栽培容易な草花や作物で,教育的意味のあるものを選

んで栽培し,その中で一つの作物を播種から開花,結

実,収穫に至るまでの生育過程と,その間における人

間が加えるさまざまな管理作業を有機的に結びつけて

生物を育てることの意味や内容を知る。

O 学習のねらいとしては

{1)作物の性質を理解することc

その作物の原産地,播種期,草丈,開花期……な

どの特性を調べることによって,その作物の性質

を理解する。

(2)収量の増大をはかる方法を知るc

収量の意味,増収のための条件としての管理,品

種,気象,施肥,病虫害防除などについて理解す

る。

{3)品質を向上させるための方法を知る。

作物の種類によって,品質の意味のちがうこと。

良いものを作るための品種,施肥,管理などにつ

4θ

い て 。

に)栽培環境の調整について知る。

作物生育の環境,人間が変革できる環境,土壌 ,、

保温,水分などについて理解する。

(5)作物の生育相の調整について知る。

低温処理,短 日処理,コ ルヒチン処理などによっ

て生育相の変化するようすを理解する。

○ 方 法

(1)都市で農場がない場合には窓下花だん,箱栽培 ,

鉢栽培として,当番制または学級園として経営す

る。

(2)生育調査,形態観察などを自主的にさせて記録

をとらせる。

(3)多 くの種類の草花を季節に応じて作って学校を

美しくする……という方法でなく,特定の作物 ,

草花について継続的に栽培管理する。

(4)知識としては花だんの種類,草花の分類などの

形式的なことに重′点をおかず,作物の生長と管理

とを結びつけて,植物生理学的に解明する研究実

習を主体にする。

12 年 1 栽培技術のいくつかについて研究する。

(20時 間)

1年生で学習した技術の条件 (肥料,土壊……など)

の中でいくつかを取りあげ,それを深く科学的に堀 り

下げることによって技術の分析と研究心を育てる。

学習内容としては, 3時間ぐらいでしめくくりのつ

く実験を行ない,それを 1年生の時学習した作物の生

長と管理作業とにむすびつけてまとめるという方向を

とる。

国 土壊の酸土を検定する。

(1)目 自勺

土壌には酸性とアルカリ性とあること。

作物の種類によって,適当な酸度があること。

‘
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実 践 的 研 究

―中和するには,石灰をほどこすこと,その反応

などについて理解させる。

(2)内 容

′)風乾細± 5～10gと り,蒸発皿に入れ,少

量の蒸留水を加え,か くはんして泥状にする。

これにリトマス紙を入れ変色をみる。

け)酸性土壊に石灰を入れて同様の実験をして

みる。化学式によって原理をつきとめる。

レヽ 酸土検定器によつて PHを しらべ PHにつ

いての科学的意味を知らせる。

□ 土壊の容水量沢l定

(1)目 的

作物生長と水分との関係を知らせる。

上壌中の水分のあらわしかたについて知るc

沢1定の方法を知る。

(2)内容

水分含量=勒 ×100(%)

Wl… …はじめにはかつた重量

W2…・・コ匡温乾燥器で乾そう後の重量

□ 硫酸アンモニアに関する実験

(1)目 的

窒素と植物の生長

硫安が作物に吸収される科学

硫安の性質

硝酸化成作用の意味と働き

(2)内容

A 硫安の実験

И)硫酸の検出 塩化バリウムの白色沈澱

同 アンモニアの検出 ネスラー試薬を使 う

レヽ 遊離硫酸の検出

い 食塩の検出

問 色,ニ オイ,味,溶解性

B 硝酸化成作用

材)試験土に硫安を加え 1～ 2週間放置して

ヂフェニールアシンの濃硫酸を加え硝酸の

存在をみる。

同 加えないものについて実験する。

レヽ 土を焼く,石炭酸,昇示等で殺菌してみ

る。 .

日 あぶら虫の生態とその防除法について知る。

(1)目 的

あぶら虫の害虫としての生態を知る。

あぶら虫を駆除するための薬剤について調べる

薬剤散布の実習をして,その効果について知る。

(2)内容

に)あぶら虫をルーペ,けん微鏡でかんさつす

る^

け)あぶら虫の生活史を調べる。

レヽ 硫酸ニコチンの性質とその成分に関する実

験をする。

□ 人工交配の実験

(1)目 的

花の構造について理解するc

交配の意味と品種改良について知る。

交配の方法について知る。

(2)内容

に)いね,こ むぎ,なす,き うり,あさがおな

どの花をかんさつしてスケッチする。

い)花粉をけん微鏡でかんさつする。

レヽ キュウリ,ア サガオなどを用いて交配の実

習をする。

哺 種子にあらわれる形質について,遺伝の諄

則にもとづいて予想する。

注 1.実験の方法については途中を省略したもの

もあるc

2.実験は理科室または実習室を用いる。

13 年 1 農業生産のしくみを理解する (20時 間)

栽培技術の研究をもとにして,農業生産のしくみを

理解させ農業生産の構造,特徴,社会経済的意味など

について知らせる。

(1)最近の新しい農業技術について農家を直接たず

ねたり,参考書などにより調べる。

(2)最近の農業生産のうつりかわり (機械化,協同

化)について調べ,今何が問題になっているか考

える。できれば機械を使って作業をしてみる。

(3)農業生産が社会の中でどのような役割をしめ,

日本の農業がどのように発展するか見通 しを話

す。

(4)農業生産と工業生産のちがい,相互関係につい

て話す。

(5)農業生産のうつりかわりについて調べる。

〉〈     ×     ×

以上農業教材を技術科の中で取 りあげる場合,その

内容をどのようにするかについて私たちサークルで話

し合った概要をまとめてみたが,こ の案はこれからこ

のように実践してみようという試案にすぎない。全国

の実践家の皆さんの御批判をあおぎたいと思う。 (サ

ークルの連絡先 葛飾区青戸町4-335 向山玉雄)

″
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実 践 的 研 究

理科教育の内容と技術科の

相 互 の関連 につ い て

岡山大学技術科研究会

を(十 )一 ガラス棒を絹布で摩擦した時発生一

他方を(一 )一エボナイト棒を毛皮で一と定め

る。

ii 同種の電気は反撥し,異種の電気は吸引す

る。その力は距離の二乗に反比例する。 (帯

電体の電荷の大いさにはふれていない)

lii 摩擦電気の発生原理一中性な物体 ((+)と

(一 )を等量有する原子の構成体)が ,摩擦に

よって表面の(一 )電気を失 う又はそれを受け

とることとして説明。

市  (そ の他)導体 (電気を通す。又は移動で

きるもの)絶えん体 (電気が移動できないも

の)

И)電流・電圧・抵抗

i 電流―電気の流れ,その方向は (十)から

(一 )にむか う。 (電流の方向に対する理解

は 1図の実験で与える)電流の大いさは, 2

図のような実験によって,明るさとAメ ータ

″の指針の振れの大小を比較して感覚的につ

かむ。

il 電圧―電気を流す力, 3図のような実験に

よって電圧が高いときには,明 るい,つまり

電流が多く流れていることを知 り,電気を流

す力に大小のあることを知る。これをさらに

電流⇔水流,電圧⇔水圧の対応で理解する。

ili 電流・ 電圧・ 抵抗の相互関係― ここでは 4

図のような実験を通してオームの法則を理解

する。

市 抵抗の並列と直列結合と抵抗値

(補足)ニ クロム線を用いた実験によって次

のように結論

a 直列―線の長さにRは比例する

b 並列一線の本数にRは逆比例する

は じ
`ウ

に

第 2回技研において「技術科教育の正しい,発展的

な把握は,理科教育の全面的な把握の上に立ち,こ れ

との密接な関連の中においてとらえなくては な らな

い」ということがいわれたと思いますが,私はこのこ

との正しさに対する確信を一層深くすると共に,理科

教育の内容にたちいってみなくてはならないと強く感

じるものです。ちよっと理科の教科書を開いてみるだ

けでも,私たちが技術科で教えていることの原理的側

面はすべて理科で教えられていることがわかります。

それならば「技術は理科の応用か」一一極めて大ざ

っばにいえば「そうだ」と言い得ると思います。しか

し技術は理科の単なる応用ではなく「理科の諸原理を

生産的実践に適用する能力=技術に高めること」だと

考えるのです。この規定の中から二つのことを導き出

すことができます。 i)理科教育と離れがたく結合し

ている。11)実習 (生産的実践のモデル)の中で教え

なくてはならぬ。このように技術教育をとらえるとき

技術教育の内容は逆に理科教育にも反作用し,その学

習意欲と学習効果を高めるでしょう。

以下 2年理科の電気に関する学習内容を記してみま

す。この中に,技術科 3年で教える屋内配線とラジオ

をのぞく家庭電気器具の学習の原理的なものはほとん

どがふくまれています。

(注)指導要領については大きい見出しだけを記し

ます。

×       ×       ×

理科 2学年 第 1分野

14)電流の強さと電圧 0抵抗との関係及び電流の熱

作用について指導する。

ア 電気と電流

" 
摩擦電気

i 電気には相異なる二つのものがあり,一方

"



実 践 的 研 究

―

景_辞
b

2図

1図 電気ブランコ

b

3図

データを取り書=舟 =み=Rの関係をみる

4図

手
=定数

(注 )抵抗による電圧降下を

与えるのではない

5図

C 直列の場合の理解を拡張するために 5

図のような実験をして, E=IRの関係

から,針金の長さと電圧が比例すること

からIが一定であるからRは針金の長さ

に比例することを導く。

V 導体の太さと抵抗,及び導体の種類と抵抗

i)Rは断面積に反比例する。

il)Rは導体の種類によって異なる。銅 0.0

21Ω , A10.032Ω , Fe O.109Ω , ニクロム

1.2Ω (直径 lmm長 lm当 り)

イ 電流の熱作用

И 電流による発熱

i 実験によって発熱量は電流と電圧の積に比

例することを教え,それを整理して, P=EI
〔W〕を与え,こ の「 P」 を電力と名づける。

(1〔W〕 =lAolVノ S)

この応用としてヒーターに熱を生じ,そのコ

ードに熱を生じない理由を考える。(6図 )

R′牧ノ∫ヽ
それ故E=IRに よって

Eを 4敗ノ
|ヽ

故にP=EIで P微小

ヒの逆で発熱

―

∫

間

間

口

　
一
一

一　
　
一

イ

ハ

ローハ間は

6図

iI P=EIを発展させて ,

E=RI}→ P=暑
年

W〕 貝口,Eヵ‐ 定ならP

はRに逆比例する。それ故に家庭電気の場合

ャまE=100Vで一定だからRが小さいもの程

発熱は大きい。

iii エネルギーの転化―多様なエネルギーの転

化の例をのべたあとで,電力〔W〕 は,力学に

おける工率 (仕事率)であることを理解させ ,

1〔W〕 =0.lkgomに相当することを教え,ま

た 1馬力=0.735〔W〕 を与える。

また,仕事量 JはWと 時間 (秒 )の積である

ことを教え,こ れと熱量 Calの 関係を教える。

すなわち l Cal=4.2」

その他,電力量WHも 与える。

市 針金の安全電流

P=EIを発展させて,E=R}→ P=R12.

Pは 12に比例し,それに (P)に比例する熱

を生じることを知って,針金が熱によってそ

の絶えんがやぶれることを知る。

それより許容電流の意味を知 り,それ以下

の安全な電流値 としての安全電流の意味を知

る。 (許容電流の表を与える)

V 感電,シ ョート,ろ う電,安全器について

基礎知識を与える。

ウ 電流の化学作用

イオン (電気を帯びた原子又はその結合体)の考

えにもとづいて,電気分解,電気メッキ,電池 ,

(ボ ルタ電池,乾電池,蓄電池)等を説明する。

(前 田俊輔)
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■文献ダイジエスト■

最近の教育誌か ら

しばらくぶりで本屋の店頭に立った。ふと目につい

た「家庭教育」 5月 増刊 (家政教育社)を手にしてみ

て驚いた。「考えさせ判断させる家庭科学習」という

標題で一―集団教育を通しての保育の学習―一東京の

田淵氏は幼児心理的手法で年令と絵の発達・男児・女

児の絵の特徴と性格に及ぼす影響等についてまとめて

おられた。たとえば男はのり物の絵を多く描く,女の子

は家・花 0人等を描く,と いった具合で,し ばらくぶ

りで児童心理を勉強したような気がして大変おもしろ

く読ませえいただいた。 1節では絵, 2節では音楽 ,

3, 4節では集団保育の影響のアンケートをたんねん

'こ
統計をとられている。これは保育学習の記録だそう

である。しかし,標題とどういう関係があるのか,し

ろうとの私には,考え及ばなかった (p31)。

次に「考えて創る絵画製作の学習活動」で二重県の

田中氏は家庭科はいかにも「適応」の一方に傾いてい

る点に反省をうながされるとして,こ のような現代に

おいてこそ家庭科教育の方法が「人間づくり」の教育

目標にかなうような方向に向かった研究と努力を怠っ

てはいられないという (p32)。 また家庭科教育の目

標は人格形成にあるといわれ,つまり社会の進歩や文

化の発展に寄与できる人間形成をさしているが,これ

はまた一面教育の課程においてもとげられつつある文

化の倉1造や社会の発展それ自身に対する要請もまた,

大きいと言わねばならない。このように,文化の倉1造

や社会の発展と教育の過程に要請されればされるほど

その根源が人間性を育てるところにある点を主張しな

ければならない。そしてこの人間性とは,ややもすれ

ば人間の心情からひとりでにわき出てくる同情心や欲

望や弱さをもって,そのすべてを意味するかのように

考えるものもあるが,いまあげたような本来備わって

いるありのままの要素のほかにいわゆる芸術や学問に

よって陶冶され,つちかわれた精神的価値 の内容 を

も,と もに含めたものである。だから人間性が豊かで

あるということは,こ れらの内容を同時に高く備えた

場合をさすことが理解できよう。こうみてくると,わ

れわれが担当している家庭科・教育はその内容の源が精

神の内面に深く根ざしたものであってはじめて人間の

"

あらゆる機能が育成されるような家庭生活の向上がと

げられたり,ひいては社会改善の実現に期待がかけら

れよう。」という (p33)。 この意味から近代社会にふ

さわしい保育内容に結びついたものでなければならな

い。料理と裁縫の技術指導から本質的に立ち直ろうと

努めるがごとくに絵画製作も保育技術ではなくして近

代社会にふさわしい幼児教育でありたいという。

以上は高校の教育課程である。次に中学校教育課程

では山崎氏 (東京学芸大)は (p54)家庭科の本質は

考えて生活する人を育成することである。として「理

解を深めるための問答形態の改善」という題に対し学

習指導には教師の深い知識,円熟した技能はもちろん

大切であるが,生徒の思考力,判断力あるいは創造力

を伸ばしていくうえには方法上のくふうが必要である.

(p55)と いっておられる。そして新潟の若月氏は,

女子コースの名のもとに一見,家庭分野のみに限定さ

れた観をまぬがれないこの教科も発展的系統的に整理

された技術・家庭科の目標のもとに家庭分野を中心に

工的分野を配して両者は技術性という線で貫かれ,そ

の内容の充実を図ることとなった。 3年間,315時 FF7

中,工的分野の占める時数は95時間,総時数のおよそ

30%と いう比重は,こ れまでの職業・家庭科が設計・

製図・電気器具の補修・修理,その他 ミシン・ アイロ

ン・洗濯機などの家庭機械に関するものを含めても40

時間足らずの指導に止まっていたことを思い合わせる

と先入観にとらわれ機械工作分野の学習を敬遠しがち

の女子の家庭科にも科学技術面で大きな躍進があった

と思うし,その意味からもこの克服に真正面から取り

組んでいかねばならないと思う。 (p58)と のべられ

ている。そして「学習過程の各段階における間答のね

らいとその形態」を指導の実際例をあげて述べられて

いる。一方神戸の松井氏は「昼食弁当のあり方の学習i

をめぐって」の中で食生活管理ははや単一家庭内の問

題でなく広く変動する社会機構の中でとらえなければ

ならない。この時にあたって食生活管理者である女性:

の自党と主導性が特に要請されることを痛感する。消

費者である主婦は食生活管理者として産業の分野をリ

ードするのでなく,逆に近代産業の餌食と化した感が,

深い。ここに中学校の技術・家庭科において,正しい

食生活への認識と批判力を高め,広範な社会における

食生活の健全な方向を見極めるよう指導することは,

肝要にして不可欠の仕事であると考える。技術 0家庭1

における食の分野の指導は,ま ず次のように考えねば :

ならない。

すなわち,よ りよい食生活管理者となるとことを根

幹とし,そのための技術・知識学習として取り扱われ1



カゴならない。そのためにはまず,現状を立脚点として,

それを正しく理解し公正に批判しうる知識をもつこと

であり,ご こに問題意識が生じるのである。そこで次

にそれらの問題は解決されなければならない。解決の

ための種々のプランが,自 らの創意により立 案 され

る。試行錯誤の末,解決の糸口を見出し,それがさら

に具体化され,解決の一途をたどるのである。技術・

:家庭科のねらいである考えながら解決する学習のねら

いは実にここにあるわけである。

次に第 3段階は解決に対する批判である。問題意識

をもち,それを解決するための一連の思考および独創

酌立案がなされたすえ,ある種の解決や結果が生まれ

るわけである。その思考過程は非常に重要であり,得

られた結果に対する反省や批判の中から,さ らに高度

の問題意識が生じると考えられる。このように考える

とき食生活について当然考えなければならない栄養 0

‐食品・調理用具・施設・設備・経済・能率・調理技術

=等 の問題は,それぞれ別個のものとしてとらえるので

なく,よ り合理的な食生活管理という総合的見地から

把握しなければならないと考える,(p73)と いう。

また同誌には,

「構成分解のできる被服標本を製作・使用して」「計

量指導をとり入れて」などがのせられている。

小学校の家庭科での「真の思考させる場を与える学

習を」の岐阜の篠田氏の論文は興味をもってよんだ一

文だが,考えさせられた。

いったい何をねらうのだろうか,児童に与えるべき

ものは何であろうか。洗たくの指導の中で,石けんの

原理的な指導にくいこみすぎては理科の指導をしてい

るのではないかといわれ,整理箱作りをやっていると

図工と同じことをやっているのではないかとさわがれ

る。こんなことも私たちのなやみの一つであるc実 に雑

学的要素をもつ家庭科の運命のような気さえするので

あると,素直な言い方をしておられる (p166)。 ただ

読んでいていったい家庭生活のそれぞれの願いをかな

えるために必要となってきた技術が学習され,それで

こそ必要感にせまられ欲求されて真の興味が生まれて

くるというが (p167)ぃ ったぃその技術とは何にを

さしているかの疑間が残ったのは残念であった。

結局この本一冊読み終って,ふ と考えたこと|ま一体,

家庭科はなにをねらっているのだろう。特に小,中 ,

高の一貫性など現行制度は考えているのであろうか ,

中学校だけ,技術 e家庭となっているけれどその必要

カミあるのだろうか。家庭科を独立させたらどうだろう

か。独立させたとき教科として成立するだろうか。な

どを考えていたところ,私の長女が「お父さんあした

家庭科で裁縫やるのよ, うれしいわ !!」 とい って き

た。何んだかわからなくなった。

先月号で思考の問題を取り上げましたのでついでに

紹介しておきます。「学習心理」5月 号で「授業にお

ける思考過程の追究」鈴木治氏と,「 思考過程からみ

た授業過程」砂沢喜代次氏の論文がのっている。

前者は現場研究とは,「授業のまつただ中」での研

究が現場研究であるということから,思考過程の類型

イヒとして授業における心的メカニズムを明らかにする

必要があると,現場ではこの研究を行なうには,ま ず

思考過程を教材や授業形態などの教授過程の諸条件と

関連させて分析し,思考過程の機能の特質に従ってこ

れを類型化し,各類型の構造を明らかにすることが必

要である(p31),と している。そして思考過程は授業

の内容と結合して異なった形をとることを注意しなけ

ればならない。ややもすると,特殊過程の分析に基づ

いて,一般化した図式が早急に作られがちであるが,

これは思考過程の分析のふじゆうぶんな結果である。

一般から特殊へというような図式を一般化する前に思

考内容に即した類型的な研究が必要である,と のべら

れている。そして授業の重要な目的は思考を発達させ

ることである。発達研究では (思考の発達過程におけ

る各段階の構造)な らびに「思考を発達させる教授の

諸条件」を明らか|■ しなければならない (p31)と 。

また思考過程の研究は諸要因と関連させて研究しなけ

ればならない。「思考と言語」「思考と実践」「思考

の形態」「動機づけと思考過程」など。そレて研究の

方法として,C毎 日の援業を通じての研究。②伝統的

研究。C組織された研究授業としている (p33)。

後者の論文はいわば 5大学共同研究集団の 1つの所

見であろうと思われる。

① 授業案の作製については教師自身による理論仮説

であること。

② ケーススターデについては典型的な生徒の選び方

(ケ ース分析の対象となる)についての注意。

③ 授業研究のための仮説について,そのさい教育実

践の矛盾的なしくみを前提とすることなど。

④ 子どもの認識過程の問題で従来よくいわれる,感

性的認識一一理性的認識一―実践という方式にあては

める疑問。

O 研究テーマについて。

C 研究の方法について。

以上の項目にわたって具体的にのべられていてよい

参考資料になるのでぜひ一読されたい。 (水越記)
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生徒の職業オリエンテーションと

職 業 相 (1)

勉森杉

本稿は “学校と生産"誌1960年第 1号に発表され

た U.I.シ ュピゲうの論文を要約したものである。

なお紙面の関係から一度に掲載できないので,数回

に分載する予定である。

ソ連邦では若ものたちの前に広範な活動舞台,大 き

な可能性が開かれており,職業の選択に|ま 何らの社会

的制約も存在しない。

しかしながら,中等・高等教育制度のいくつかの特

徴はまだ最近まで職業の実際に自由な選択にある制約

を加えていた。N.K.ク ルプスカヤはすでに 1936年

に,現在ソ連邦にはすでに職業の選択
~l自

由のために

新しい前提条件がつくり出されたと,書いている。し

かし普通教育と総合技術の視野の狭さは職業の選択う

自由を制約し,こ の選択を偶然的なものにしている.

プログラムに労働科の授業がふくまれていなかった

中学校は,実際的活動にそなえた十分な教育を生徒に

施していなかった。青年男女は,中学校を卒業す る

と,上級学校に進学する以外には,全然道がなかった

のである。大いに努力しようとするその他のあらゆる

機会やその他の職業は,生徒たちがそれについて知ら

なかったがためにこそ,多 くの生徒に興味を感じさせ

なかった。高等教育機関とその学部の選択もまた同じ

ようにごく偶然の,根拠のない動機 (友だちの例,最

初に選んだ上級学校への進学の不可能,大学の地域的

位置)な どにしたがって行われることが,多かった。

言いかれば,こ の一部の青年にとって選択の真の自由

は存在しなかったのであるc

l学年から最上級学年までの学校における労働にか

んする授業の実施,教育の総合技術化,学校の再編成

―すべてこれはソ連の青年の全面的発達のための前提

条件をつくり出している。かくして卒業生たちは職業

を実際に自由に選択することができるであろう。とい

貿

うの|ま 彼らがさまざまな知識,技能および熟練を習得

して,「単純な」職業にたいして偏見や誤解をもたな

くなるであろうから.

近年におけるソ連の学校の課題の 1つは,職業の意

識的選択のためのすべての生徒の準備を保証するよう

な教育,劃 |1育活動全体の組織であるcわれわれには職

業の自由な,意識的な選択のためのあらゆる前提条件

がつくりだされているが,おのおのの児童と青年にた

いするこの方面での計画的活動の組織が存在しない。

一連の学校で行われている,さ まざまな職業につい

ての生徒の学習および職業的興味の教育にかんする活

動 (職業オリエンテーション)は個々の教師と教師集

団の倉」意に全く左右されるものである。学校はこの問

題にかたする主要な指示をもっていない。

学校の再編成 (学校と生活の結びつきにかんする命

令による)の結果,生徒はすでに 8年制学校の卒業時

すなわち15～ 16才 で職業の第 1次選択の問題を解決す

るであろう。少年,少女は,自 分たちが生産現場に進

むべきか,ま た|ま 生産教育をともなう中学校で勉強を

続けるべきかという問題に,直面するであろう。前者

のばあい,少年・少女にとって,いかなる生産現場に

進もうとしているか, どのような作業を遂行し,どん

な職業を習得しているかは,明 らかでなければならな

いc後者のばあい,彼 らは,生産教育をともなう,ど

の中学校に進学するかを,決定しなければならない。

学校の選択は同時に,そ こでの作業と教育とを結合さ

せる施設または生産の選択である。換言すれば,学校

の選択は少くとも近年中の職業の選択をあらかじめ定:

めるものである。

生産教育を行なう中学校においては興味の意義の発‐

展とその変化過程で,中等教育完成のときまでに自己.

の今後の生産の道を決定し,職業の最終的選択を行な:

う必要に再たび直面するのである。



したがって, 8年制学校ならびに生産教育を行なう

中学校では,生徒があらゆる職業,専門および定職に

ついて知ることを助け,青少年の興味を発達させ,増

進させ,助言を行ない,生徒に職業を意識的に,自 由

に選択させなければならない。

8年制学校ならびに11年制学校の生徒の職業選択の

準備のために実施さるべき専門的活動は,つ ぎのよう

な構成分子に分かれる。

① 職業オリエンテーションーーあらゆる職業につ

いての生徒の学習,職業的興味の覚醒と訓育。

② 生徒の個性と心理学的特徴,その成長過程の研

究,生徒の素質,能力および興味の形成c

③ 職業相談―一職業の選択にかんする グル ー プ

別,個人別相談。

④ 労働構成―一選択した職業に適応した作業の習

得に関する生徒への援助。

1.職業オリエンテーション

中学校のすべての学年では現在労働科の授業が実施

されており,生徒は生産的労働や社会的に有益な労働

に参加している。この新制度のおもなよい面の 1つは

生産と諸施設の生活への生徒の参加である。

生徒は 8年制ならびに11年告1学校でいろいろな職業

について学んでいる。しかし教師と学校当局は,それ

らの職業の知識を生徒にとって十分広範で深遠なもの

とするためには,大 きな訓育,教育および組織の活動

を行なわなければならない。生徒はさまざまな生産過

程の技術と工学を理解し,学習するばかりでなく,人

間の労働活動の特徴を見分けることに習熟しなければ

ならない。ここに提起された目的を達成するためには

つぎのようなさまざまな方法を用いるのがよい。

① 職業についての生徒の学習は最下級学年からは

じめなければならない。とくに,こ の下級学年の読書

教材には,工業,農業の各種部門,家内工業的製作所

および社会奉仕施設における労lSlに ついての物語 りを

理解しやすい形でふくめなければならない。下級生は

種じゅ様ざまな具体的な労働について知識と概念を習

得しなければならない.

② 科学の基礎の教授との関連,な らびに労働科 __p

授業計画で実施されるべき製作所,重・軽工場, コル

ホーズとソフホーズの見学は,すべての学年の生徒の

職業オリエンテーションのために,組織的に活用され

ねばならない。教師は見学のさいに職業や専門,人び

との労働の特徴を生徒に教えなければならない。

③ 職業オリエンテーションのためには映画とテレ

ビの豊富な手段を活用しなければならない。生産と職

業についてのわずかながらすでに存在する映画に新し

いフィルムを補充しなければならない。これらのフィ

ルムを学校で組織的に上映しなければならない。生産

過程の技術と工学のほかに,映画では人びと(労働者,

現場監督,技師など)の活動を示すことに留意するこ

とが望ましい。

c N.K.ク ルプスカヤはすでに 1925年に,正し

く組織されたサークルが生徒の興味の分化とその深化

を助けて,職業選択の問題を生徒にとってきわめて容

易なものにすることができると,書いた。

学校,ピ オネールや若い技術者の家で組織されたサ

ークル内で作業をするとき,生徒はその創造的能力を

発揮し,発達させて,長期の緊張した労働に習熟し,

それぞれの職業活動に親しむことができる。

サークルや随意選択課業を指導する教師は,生徒に

技術的知識,技能および熟練をさずけるために努力す

るばかりではない。教師はそれぞなの職業の特徴,と

くべつの困難,発達の見とおし,熟練資格,す ぐれた

名人などについて生徒に知識をさずけなければならな

いc

C 8年制学校では上級学年で,多分 6学年から,

生産教育を行なう中学校ではすべての学年で,いろい

ろな種類の労働と職業について生徒にたいして講演や

報告を聞かせなければならない。各学校の総合的経験

は,職業オリエンテーションのどのような方法を各学

年で利用するのがよいかを,近い将来にもっと正確に

判断するc~に ,役立つであろう。

いくつかの10年制学校には,いろいろな生産的職業

にかんする報告のために生徒の父兄を動員した経験が

すでにあるcと きには,任意の職業を書物や実地に学

んだ上級生が報告者となることがある。

⑥ 10年常1学校には,「何になるべきか」,「職業を

いかに選択すべきか」,「わたくしは (こ の)職業をな

ぜ選ぶか」などのテーマによる教室と家庭での作文作

業のような,職業をより深く知るための職業的興味と

意欲の発揮,育成および強化の方法が,十分普及して

いる。いくつかの学校は,同 じ問題またはその問題と

関連したものを対象とした討論を実施している。

8年制学校の実践経験は,その学校の上級学年でこ

の方法をど
~l程

宣に,ど のような形で採用するのがよ

いかを,示すものでなければならないc     ‐

C 一連の10年牛1学校では毎年生徒および教師と昨

年の卒業生との会合が組織されている。卒業 生 の学

生,労働者および勤め人は自分の選択した職業におけ

る作業や学習の内容,特徴,困難,と くべつの興味に

ついて後輩たちに興味あることをたくさん話してくれ

る。
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8年制学校の卒業生もまたその後輩たちに会って,

興味のあることをなんでも彼らに話してくれる。生産

場での作業,夜間学校や交代制学校,ま たは生産教育

をともなう学校における学習について語ってくれる。

③ 多年にわたって高等専門学校・大学は10年制学

校の卒業生のために,その高等教育機関の学習と熟練

資格の特徴について学ばせることを目的として「門戸

開放の日」を催している。

工業企業体とソビエト機関は, 8年牛1学校および生

産教育をともなう中学校と話し合って,「門戸開放の

日」を開催しなければならない。この日の目的はいろ

いろの専門の職場や個この労働者の作業,作業のあら

ゆる特徴について生徒が知ることである。工場,コ ル

ホーズとソフホーズ,ぃろいろな施設における「門戸

開放の日」は生徒の職業オリエンテーションにとって

意義あるものであろう。

学校と生活の結びつきの強化にかんする法律は職業

熟練資格の取得と,その後の教育のためにさまざまな

道を青年に与えているcすべてこれらの機会について

8年制学校の生徒とその父兄に適時通報することが必

要である。近きん 3年間の生徒の進路の選択が偶然的

なものとならないように,孤立した例または観察の影

響下に行われないように,努力しなければならない。

その選択は十分長期にわたる熟慮と固められた信念の

結果であることが,必要である。

生産教育をともなう中学校では職業オリエンテーシ

ョン活動の主要方向は,生徒の学習の基盤となる工業

部門の職業と専門について生徒ができるだけ深く学ぶ

ことに,おかれねばならない。本当に,その学校を選

択した生徒は,それによってすでに最初の職業選択を

行なったのである。その上,生徒はその具体的な企業

(施設)について学ぶばかりでなく,その他の企業お

よび同じ部門の教育機関についても学んだ。
1 第 2段階の学校における 3か年の学習期間中にいく

人かの生徒には新しい興味が生じることのあ る こ と

を,予見しなければならない。15～ 18才 という年令は

若い人びとの考えや希望がはげしく変化するような時

期である。生徒に新たに起った興味が根拠のある,し
っかりしたものであれば,その生徒のための職業の選

択にかんする今後の活動において,こ の興味を考慮に

入れなければならない。

職業オリエンテーション活動は卒業年次生ばかりで

なく,学校における教育全体にわたっても一貫して実

施されなければならない。と同時に,父兄にたいする

活動を行ない,職業選択のための生徒の準備と関連し

た課題を父兄に正しく理解させるように努めねばなら

"

ない。

2.生徒の研究

訓育と教育の正しい組織は生徒tD個人的特徴の深い

知識を必要とする。このことなくしては,職業選択の

準備|こ おいてよい成果を達成することができない。お

のおのの生徒について,その健康状態,肉体的発達 ,

情操器官の発達,知覚 e記憶・ 思想・性格・意志・気

性の特徴,いろいろな特徴の発達程度,生徒の作業能

力,傾向,興味,理想,信念を知らなければならない。

生徒の発達のあらゆる特徴を知ってはじめて,職業

の選択において生徒を指導し,生徒のその後の活動に

必要な,十分に発達していない素質の訓練に注意を集

中し,その生徒とともに彼の人生航路を計画だてるこ

とができる。

生徒の研究は学校の第 1学年からはじめなければな

らない。教師は,生徒の発達の特徴を表わす事実と観

察を計画的に,組織的に畜積しなければならない。教

師とクラス担任は生徒の観察のために,自 己の担当授

業,他の教師の授業,休憩時間,遊戯,散歩,見学 ,

サークル課業,ク ラス集会,ピ オネール隊の集会,生

徒の社会的活動を利用する能力をもたなければならな

い。注意深い教師は体育の授業と労働の授業において

興味ある観察を行なうことができる。若いピオネール

の段階にふくまれた知識,技能,熟練の習得にかんす

る生徒の活動によって,観察者はさまざまな特徴と個

人的特質を明らかにすることができる。

学校での作文,生徒のさまざまな倉」作,その読書の

興味を研究することによってまた,生徒の特徴描写の

ための資料をたくさん提供することができる。

中級の生徒からは同じ生徒について数名の教師が観

察を行なうことができる。この観察が正しく組織され

れば,こ れらの観察は,おたがいに相い補って,生徒

の全面的研究を助けるであろう。クラス担任は特徴描

写の作製にあたって,観察を行なった他の教師ととも

に獲得した資料を審議することができるc

多くの心理学的特徴,素質および能力は観察だけで

明らかにするわけにはいかない。これらの特徴の研究

のために教師は心理学的実験の方法を利用するのがよ

く,こ の実験によって厳重に固定された条件で観察を

行ない,ま た必要なばあいには同じ状況で,あ るいは

幾分変った状況で観察を繰返すことができる。心理学

的実験の採用は,こ れまで指摘されなかったような生

徒の特徴と特質に教師の注意を集中するこ とが で き

る。もちろん,こ の実験を行なうことができるのは,

心理学にかんする十分な理論的・実際的教育を受けて

いる教師に限られている。



AoF・ ェサゥ_ロ フは,学校内の心理学教師が生

徒の研究と特徴描写の作製に参加しなければならない

という正しい命題を提起している (エサウーロフの論

文については別の号で詳しくふれることとする。)生
徒の精細な研究に従事しようと希望する教師はわれわ

れの中には比較的少ないが,希望はしても,研究ので

きない教師はわれわれの中には非常に多いことを認め

ている点で,エサウーロフは正しい。別の論文でP.ヴ

ェルフシアが,多 くの学校で作製されている特徴描写

について,それは特徴描写ではなくて,大ざっばに言

えば,月並みな調査であると,書いているのはむだで

はない。

どの8年制学校にも11年制学校にも心理学の教師が

いなければならないと,われわれは思う。この教師の

課題は生徒の研究・生徒の特徴描写の作製にかんする

活動全体の統一,こ の活動の実施にさいしての教師の

相談,い く人かの生徒の研究の困難なケースを解決す

ることに参加すること,心理学的実験の組織および他

の教師の実験の監督である。

生徒の研究にかんする活動では継承性がまもられね

ばならない。上級学年における研究はその前の学年に

おける活動にもとづかなければならない。その研究は

前になされた観察の欠陥を補ない,生徒の成長・発達

と関連して起る素質,能力,希望,傾向,興味,見解 ,

趣味の変化を確かめることが,必要である。教師は,

生徒を観察するとき,前に作製した特徴描写の暗示的

影響に負けてはならない。前の特徴描写のあらゆる資

料は新しい,十分にしっかりした観察で点検されねば

ならない。

任意の内部的または外部的原因や事情の影響をうけ

て,生徒の個性が急速に,飛躍的に変化することがあ

りうることを,つねに記憶しておかなければならない。

収集された資料と特徴描写は職業相談のために今後

利用されるだけではいけない。それは当面のあらゆる

副‖育・教育活動のために役立てられねばならない。

生徒の研究における継承性は 8年制学校から生徒が

夜間中学校または生産教育をともなう中学校へ進学す

るばあいにもまもられねばならない。このことは訓育

・教育活動の継承性を保障し,職業選択の準備と関連

した諸問題を解決する助けとなるであろう。

最近まで学校では,個性の個人的特徴と一致したよ

うな生徒の職業的興味の発達にあまり注意を払わなか

った。

発生する生徒の職業的興味をもっばら1つまたは少

数の企業に早期に集中することは正しくないで あ ろ

う。これは生徒の視野とその能力の利用の機会を故意

に狭めることを意味するであろう。反対に,生徒にた

いしては,ご くさまざまな種類の人間活動を学ぶ広い

機会を与えなければならない。同時に,おのおのの種

類の学校を終えるときまでに生徒は近きん 3か年とい

えども,職業の意識的選択へとだんだんに近づかなけ

ればならない。

学校と父兄は,生徒の興味の不動さがはっきりして

おのおのの生徒が,他の興味にたいして重きをなす ,

しかもそれが学校卒業までにしっかりした職業的興味

に成長転化しうるようないくつかの興味をのばし,身

につけるように,努力しなければならない。

共産主義的訓育の課題は能力の全面的発達である。

生徒の能力の発達のためにソビエトの学校ではきわめ

て好適な前提条件がつくられているが,学校はこの仕

事を組織的にやっていない。この方面での明確な目的

をもった活動はおのおのの生徒の個性と個人的能力の

深い知識にもとづいてはじめて打ちたてられるもので

ある。

ソビエト心理学と教育学はいくつかの能力,意志の

特質,性格の特徴を発達させる方法を研究した。しか

し能力の教育は,それが,生徒の器官にまだ必要な屈

伸の自由さのたもたれている,生徒の発育期間中に,

適時行なわれるならば,成果をあげることができる。

クラス担任と教師の仕事は,生徒の任意の特徴の発

達の不十分さを適時指摘して,こ の欠陥の修正を助け

る措置を講じ,こ れを実施することである。

生徒の特徴の研究と発達にかんする全活動 の課 題

は,学校を卒業するまでに生徒の志向と実現性との間

にできるだけ大きな一致・調和を獲得することである。

3.職業相談

職業相談とは,助言者がおのおのの生徒にあたえる

相談,助言,指摘である。相談にはグループ相談もあ

れば,個人相談もある。職業相談は,学校教育の終 り

に行なわれる 1回の式典になってはならない。それは

生徒の個性の訓育と形成の過程における生徒の深い研

究にもとづいた,長期にわたる活動である。この活動

は,数年にわたって生徒にたいし職業オリエンテーシ

ョン活動が行なわれることを,想定している。

専門の選択にかんする助言者は現代の職業に深く通

暁した人でなければならない。この助言者はつぎのこ

とを知っていなければならないcC近 くにある工場 ,

コルホーズ,ソ フホーズ,企業および施設ではどんな

職業と専門が与えられるか,②各職業の若い要員にた

いする需要の程度,C生徒の職業的傾向と興味がその

地区の範囲では満たされないとすれば,生徒は自己の

力の発揮場所をどこに求めるのがよいか。



おのおのの職業について助言者は,その職業が作業

者とその健康にどんな要求をしているか,その作業に

はどんな禁忌徴候が存在するか,その職業で成果をあ

げるためにはいかなる精神物理学的特質と能力が必要

であるか,こ の素質は職業活動の過程でどの程度に発

達させることができるかを,知 らなければならない。

この各職業にかんする統計資料の収集と分析はすべ

て,職業選択のための生徒の準備の問題の研究を委託

される専門科学研究機関において,行なわれねばなら

ない。この仕事には,それぞれの職業に熟練した従業

員,職業教育の教師,心理学者および医学の代表者を

参加させることが必要である。

職業の選択にかんする助言者は,こ の領域における

仕事のためにとくべつに教育された教師でなければな

らない。クラス担任は全員,こ の活動への参加のため

にある程度教育をうけなければならない。

職業選択の助言者の活動である型どおりの情勢を予

見することができる。たとえば生徒のうちには教育過

程でしっかりした職業的興味を非常に早く形成するも

のがある。これらの生徒の精神物理学的特質と能力の

発達がその職業的傾向を妨害せず,その傾向に矛盾し

なければ,こ の生徒たちにたいする活動は,選択した

生産または社会的に有益な活動の中で職業にかたする

生徒の知識を深めることになる。

選択した職業の作業において医師の禁忌徴候がある

か,ま たは必要な能力の発達が不十分なときは,助言

者は生徒の個人的特徴を考慮して,確定された職業的

興味の適当な拡充または転換のための措置をとらなけ

ればならない。

ときには助言者は,生徒が非常に多くの,さ まざま

な興味をもっていても,それらの興味のどれ一つとし

て強さの点でも,安定性でも他の興味と比べて目立た

ないし,どれ 1つ として職業的興味の性格をもたない

ケースに出合うことがある。このばあい,助言者は他

の教師と協力して職業的興味の発達のために活動しな

ければならない。

最後に,助言者とその他の教師は,生徒が何らかの

しっかりした,明瞭な興味をもたないケースに出会 う

ことがあるЭこのようなケrス はできるだけ早期に明

らかにすることが,望ましい。そうすれば,こ れらの

生徒の興味の育成のため,職業の意識的選択の準備の

ためにいっそう多くの時間と好機会ができるで あ ろ

う。

生徒の職業的傾向と職業的興味の育成が不十分であ

れば,教師と助言者はそれだけ複雑な課題に直面する

であろう。このばあい,教師と助言者は,これらの生

5θ

徒のおのおのの個性に一番適当した職業とその職業の

ための準備の方法を探し求めねばならない。選択した

活動にたいする生徒の趣味と真の興味を育てなければ

ならない。

生徒に圧力を加えたり,ま たは生徒に準備された決―

定をむりに押しつけてはならない。おのおのの生徒を

漸次成長させることが必要であって,生徒の職業にか

んする知識を拡充し,生徒が自分の特徴と能力をより

よく意識するのを助け,性格の必要な特質を伸 ば し

て,だんだんに職業の選択へと近づけねばならない。

8年制学校,夜間または交代制の中等普通教育学校:

および生産教育をともなう中学校における職業相談の

課題|ま いくぶん相異なっているc

8年制学校では生徒の中で 2つの主なグループが観:

察されることを,予想することができる。ある生徒た

ちは学業修了時までに職業または専門を選択して,彼

らは学校卒業後ただちに生産につき,同時に,その選

択した生産の近くにある生産教育をともなう中学校ま

たは夜間普通教育学校に進学するであろう。これらの

おのおのの生徒は自分自身のために一定の職業を選択

し,し かもその選択は,ま だ将来の目的を自分自身で

は立てていないという意味で,その生徒にとって「最

終の二選択であろうcこ れらの生徒の個性の形成,職

業オリエンテーションおよび相談にかんする活動の継

続は,生徒が中等教育を完成する学校にまかせる方が

よいc

8年牛1学校に在籍するその他の生徒たちは,も っと

遠い将来のことを思案している。彼らは最近数年間の

職業の選択に牛1約 されない。彼らは,少年・少女また

は青年には手におえないもっと複雑な熟練資格を将来 :

習得することができるような職業を選択する。教師の

課題は,与えられた目的の達成にいたるまでの数年間

の作業や教育と関連したすべての問題を生徒といっし

ょによく考えることである。

生産教育をともなう中学校および夜間学校の多くの

生徒にとって教育の主な目的は,生徒がそれまでに選

択した職業の領域における改善であろうcこ れらの生

徒が,技術上の新発見の導入と関連して生じるそれぞ

れの職業の多様性と変化にかえする自己の知識を広め

ることを,助けなければならないc補充職業オリエン

テーション制度では,新 しい諸条件における作業の特

徴,最新技術の導入時に生じる簡易化と困難,新 しい

環境において職業活動が人間に与える要求について,

生徒たちの相談に応じなければならない。

中等教育修了後生産または社会奉仕の同じ部門の高

等専門学校・大学あるいはテ フニ クム (中等専門学



校)への進学を希望する生徒にたいしては,それぞオし

の職業にかんする学習および教育機関と学部の選択の

助言のために補充活動を行なわなければならない (補

充職業オリエンテーション相談)。

9～ 11学年に学ぶ生徒のうちには,職業の選択につ

いて, 8年制学校修了時までに形成されたその見解と

趣味を変えてしまうものもありうる。少年・少女の年

令や青年期では,職業を変更しようとする志向,こ れ

までに選択した活動にたいする悪い態度の発生,全 く

新しい領域で働らこうとする執拗な希望はしばしばみ

られる現象である。

多くのばあい,選択した専門にたいする不満とその

専門を変更しようとする希望は職業選択時において,

その職業の特徴の学習が不十分であり,第 1次選択が

偶然に行なわれた結果である。すなわち, 8年制学校

での職業選択の準備活動が不十分だった結果である.

教師はこのようなケースを 1つ 1つ綿密に検討しな

ければならない。そのばあい,ある生徒は自分自身で

新しい分野で働らこうと決心し,ま たは新しい種類の

職業活動にそなえて準備をしようと自分自身で決J心す

るにいたるであろうが,他の生徒は過去の職業を放棄

してみたものの,自分が将来何に従事してよいかを,

独力では決定できないであろう。教師は,過去の職業

を拒否し,新 しい職業を肯定した動機,新 しく生じた

興味の特徴と不変性,選択される職業と放棄される職

業にかんする知識の程度を研究しなければならない。

これらの生徒にたいしてもまた,教師は別の職業の選

択,新 しい人生航路の選択にさいして援助と相談の手

をさしのべなければならない。

4.生徒の労働構成

生徒の職業選択の準備にかんする全活動は,いろい

ろな専門要員にたいするソビエト国家と社会の需要を

考慮して,組織されねばならない。とくにこのさい,

労lEl者 と勤務員にたいするその地区の需要を考慮しな

ければならない。しかしそのさい,その地区の範囲内

では職業的興味を満足させることのできない一部の生

徒の傾向と志向を考慮することが必要である。

各学校は,地区と都市の勤労者ソビエト執行委員会

付属労働安定委員会と接触して活動し,すべての卒業

生に仕事を保障しなければならない。そのさいおのお

のの生徒には,学校の教育中および職業相談の過程で

明らかにされた生徒の不動の希望に適応した仕事が,

与えられねばならない。ある卒業生の希望を実現する

ことが困難であれば,職業選択の助言者はすでに学校

の作業過程で,その生徒が望む傾向に類似した任意の

活動へと生徒の傾向を転換しなければならないcその

他のケースでは,生徒の夢がその地区または州の範囲

外のどこで実現されるかを,その生徒に指摘してやる

こともできる。

多少長期間にわたって形成された卒業年次生の職業

的傾向が,適当な職業を得ることができないとか,そ

の生徒の興味に一致しない仕事に向けられるとかによ

って,破壊されることを見逃してはならない。

学校,執行委員会および国民経済会議は,作業につ

く卒業生の労働構成を監督するばかりでなく,勉学を

続ける生徒のそれぞれの教育機関への進学をも監督し

なければならない。ただちに仕事につくことのできな

い,ま たは教育機関に進学できない若ものたちに,あ

らゆる注意を払わなければならない。若ものたちが,

教育または仕事外の,すなわち,学校 (高等専門学校

・大学)ま たは生産の環境外にいくぶん長期間あるこ

とを,と がめないわけにはいかない。青年の労働安定

に従事する地区機関は,そ の地区にいくつかの職業に

たいする需要がないばあい,隣接地区の労働構成のた

めに好機会を見つけ出してやらなければならない。

あらゆる学1交 (8年市1学校,夜間学校および生産教

育をともなう中学校)では,卒業生の労働安定活動は

卒業生の職業的運命の観察をともなうものでなければ

ならない。生産場,農業および施設における卒業生の

作業を研究するとき,学校は,職業選択の準備にかん

する自己の活動のすべての段階の特質について見解を

固め,こ の活動に適当な修正を加えることができる。

さらにもっとたいせつなことは,生徒がはじめて選択 :

した活動には何らかの理由で不向きなことが明らかで

あり,ま たは自分の志向を変更する生徒の労働構 成

に,学校が新たに従事しなけれ ば な らないことであ

る。学校は,こ れらの若ものたちを,他のだれよりも

よく,徹医的に知るとき,彼 らに必要な援助を示すこ

とができるであろう。

近いうちに,生徒の職業選択の準備のあらゆる部分

について研究活動が展開され,実験の蓄積がはじめら

れることは,必要である。この活動はすべての主要な

種類の学校 (8年常1学校,生産教育をともなう中学校,

夜間交代制学校)で行われねばならない。

科学教育研究機関―ロシア共和国教育科学アカデミ

ー,教育学研究所―はとくべつに選ばれた基地学校で

活動を組織しなければならない。これらの機関の科学

勤務員は,教師集団といっしょに予備活動を行なうと

き,実験を非常に急速に蓄積して,職業選択の準備と

関連した具体的な諸問題を検討することができるであ

ろう。各種科学研究機関と学校との実験を明らかにす

一一P29の下段へつづく
―
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<教材・教具解説>

1材  料

ボル ト,ナ ッ

プ ラスチ ック

エ ナ メ  ル

用 油

C岡

タ  ン

ザ の 製 作ブ

雄玉山

規

向

規

材

ト

ジ

ジ

卜

板

線

プ

紙

板

板

・一
緑

ビ

絶

軽

ト

外径  6mm
55×(55

0.5m m〉 (10m
15crn

巾 25m m× 30c m

18ン(130  t =1

18)(65

板

リ  ベ  ッ

木  ネ

接 点 調 節 ネ

径3mm用 ナット

小型 ター ミナル

ビ ニ ー ル 線

10)く 60,(100

2/× 5

10m m

3/× 25

3/用

ラジオ用

lm

数 量

1

4

1

1

3

1

2価 格

ブザーのみならば50～ 70円 でできます。乾電池ホルダー,押 しボタン型スイッチなどを製作させる場合は
これ以上 (100円 )かかります。

3 教材でねらうことのできるもの

(1)金属加工法の学習 (けがき,切断,穴あけ,接合など)

(2)電磁現象の理解 (電磁石の原理,磁力線,磁気材料,ブザーの原理など)

(3)回路の理解 (直流と交流,回路図,信号配線図,計沢Iな ど)

4 工 作 上 の 注 意

(1)電磁石の両側につけるカラーはノートに入れるしたじきを図の寸法に切って使用するとよい。
(2)電磁石に巻くエナメル線は使用する電源の種類により,太 さと巻数をかえると,強 さを変化できる。
(3)∠金具を作る時,穴あけ後折り曲げる。折り曲げには,傷がつかないようにあて木をする.

(4)6.2/の穴をあける時は,ふ りまわされないよう,し っかりと固定してあける。 回転速度をおとす。
(5)振動板は トタン板を利用すると便利であるが継鉄とのつけねのみ トタンにし,残 りは帯鋼でもよい。
(6)継鉄と振動板との接合は, リベット,ビス,ナ ット,はんだづけ,いずれでもよい。
(7)配線にあたってはターミナル3こ を用いて,交直両用にするとよいが,タ ーミナルは省いてもよい。
(8)乾電池は 1.5V～3Vを用い,交流の場合は,実験用変圧器を用いる。
(9)時間があったら,乾電池ホルダー,ス イッチなどを製作させるとよい。

5 調整,測定,実験

(1)調節ネジを静かにまわして,最 も良い音の所で固定する,振動板の間隔は 0.5m mぐ らいが適当。
(2)接点から火花が多く出る時には,タ ーミナルい ③に10μ Fの コンデンサーを入れる。
(3)沢l定は,電磁石の抵抗,草乞電池の電圧と動作中の電圧降下,電流測定,な どをして,オ ームの法則な

どをたしかめる。

(4)タ ーミナル③に数mの ビニール線をつけ,ア ンテナとして,ラ ジオに近づけて,電波の発生をみる。
(5)タ ーミナル②―③にレシーバ (両耳電磁型)をつけてきいてみる。
(6)二つのブザーをつないでお互に通信の練習をする。

6教 材 の 取 扱 い

(1)こ の教材は金属加工として取扱ってもよいし,金属加工は応用として,総合学習としてあつかっても
よい。金属加工を 2学期に行ない,その発展として,電気の理論を中心にしながら,工作を進めるのが
よい。 (2年 3学期)

(2)こ の学習は,電信機,継電 l‐3,変圧器,モ ーターなどに発展させることができる。
(3)生徒には基本型をあたえ,あ とは工夫をさせると,紅茶のあきかんや,フ ィルムのケースなどを利用

して,各種のものを考案する。
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(4 学習指導その他については「技術教育」1962年 5月 号 p36～41を参照して下さい。         |
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中学校産 業 教 育 研 究 大 会 要 項

<期 日> 昭和38年 8月 3日 (土 ), 4日 (日 ), 5
日 (月 )

<会場> 名古屋市教育館

(名古屋市中区朝日町 3の 12 ′ミス・市
電 とも栄町下車,NHK名 古屋,県文化
会館向い側)

<後援> 愛知県産業教育研究協議会はか
<日 程> 第 1日 (8月 3日 )

9.00～ 12.00 全体会議
13.00～ 15.00 分科会
15.00- 見学 (市科学館)

第 2日 (8月 4日 )

9.00～ 16.00 分科会 (つづき)

第 3日 (8月 5日 )

9.00～ 10.30 分科会 (つづき)

10.40～ 12.10 講演 (講師未定)

(午後,工場見学の予定)

<主題> 技術学習教材・方法の吟味
―それぞれの実践をもちより,そのねら
い・構造・系統性・展開などについて深
く検討し,妥当な教材の再構成と展開方
法をもとめる一

<分科会構成>
第 1分科会 加工 (木材・金属)学習を中心に
第 2分科会 機械学習を中′らに

第 3分科会 電気学習を中′らに

第 4分科会 女子の技術学習
第 5分科会 栽培学習
(懇談会) 教科経営上の問題,研究のすすめ

方,女子の進路指導などについて
<問題提起について>

全体会議および分科会における問題提起を募り
ます。全体会議での問題提起は,中学校の技術
学習が当面している基本的問題や研究サークル

のこれまでの研究過程や現在到達している研究
方向など,あ との分科会討議のオリエンテーシ

ョンとして役立つようなものを望みます。全体
会議での問題提起が多すぎるばあいは,分科会
にまわってもらうことがあります。

問題提起発表希望者は,当方で印刷するつど
う上,1200字 内外にまとめて, 7月 10日 までに ,

連盟事務局まで送って下さい。
<参加会費および申込み>

1・ 会費 300円 (1名当 り,資料代を含む。 前納 ,

不参加のばあい返却せず)

2.申 込期 日 7月 10日 (当 日申込みは人員超過の

ばあいは受付けない)

3.申 込方法 下記参加申込形式により,必要事項
記入の うえ,会費をそえて,期 日ま
でに申込まれたい。

4.申 込 先 東京都目黒区上目黒 6の 1617

産業教育研究連盟事務局 (振替 東
京55008,電 話 (712)8048)

<宿泊とその申込み>
1・ 宿泊場所 名古屋観光会館 (名 古屋市中区白川

町 2-16,電話 (23)6396～ 8)

2.宿 ,自 料  1泊 2食 1,000円
3.申 込期 日 6月 30日

4.申 込方法 下記宿泊申込形式により,必要事項
記入のうえ,予納金 500円 をそえて ,

期 日までに申し込まれたい。宿泊取
消しのばあい予納金は返却しない。

5.申 込 先 参加申込先に同じ (連盟事務局)

6.注意事項 7月 1日 に確定人員通報の必要上 ,

必ず期 日までに申込まれたい。以後
の申込みには応じられません。
なお,共済組合宿合はすでに予約で

満員とのこと,念のため。
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第 3回 技術科夏季大学講座開催

〔主催コ 産 業 教 育 研 究 連 盟

「技術教育」編集委員会

最近における科学技術の飛躍的な発展に対応して,中学校の技術教育は転換期l■ 当面してい

ます。それにともない,直接中学校技術科にたずさわる教師にも, これからの技術教育のあり

かたや教材選定,指導法について,水準の高い基礎的知識がもとめられています。

本連盟の「技術教育」編集委員会ではこの要請にこたえるため, 1昨年来,充実した講師陣

による夏季大学講座を開催し,好評を拍してきました。今年度においても,下記要項 に よ っ

て,第 3回の夏季大学講座を開催します。御参加のほどを期待しています。

技 術 科夏 季 大学 講 座 開催 要 項

会   期 昭和38年 7月 29日 (月 )～ 8月 1日 (木 )の 4日 間

会   場 東海大学 (東京都渋谷区富ケ谷1431)

国電渋谷駅西日のバスターミナル C番幡ケ谷行バスにて「ニツ橋」 (東海大学前)下

車,右に入り徒歩 2分間。または渋谷駅より井の頭線にて「駒場」下車,進行方向右側

の改札口を出て徒歩 6分。

講師と題目

科学技術教育の今後の課題

技術教育方法論

技術教育における技術史

技術科学習指導法

一般機械工学の初歩

金属材料の生産技術

電気の指導

機械工作学習の実践

技術科の指導計画

工場見学のオリエンテーション

エ場見学は 7月 13日 午後

東 海 大 学 学 長  松 前 重 義 (交渉中)

東 京 大 学 教 授  細 谷 俊 夫

東京工業大学助教授  山 崎 俊 雄

未      定

未      定

未      定

宇 都 宮 大 学 教 授  馬 場 信 雄

未      定

産業教育研究連盟  研 究 部

国 学 院 大 学 教 授  後 藤 豊 治

3グループにわかれて実施します。

参 加 申込

1 会  費 1,800円 (資料費・見学バス代その他を含む)

2 人  員 200名 (会場の関係で定員に達した場合は申込期日前に締切る)

3 申込方法 7月 14日 までに予約金 1,000円 をそえ「東京都目黒区上目黒 7-1179 産業教育研究

連盟夏季大学講座事務局宛」 振替東京 55008番
4 宿  泊 原則として紹介しませんので,公立学校共済組合旅館の「 うずら荘」「若葉荘」など

に,早 く手配して予約して下さい。



術技 教  育   7月 号 予 告

特集 :技術学習教材・方法の吟味

<6月 20日 発売>

技術教育の方法・原理 ・……………。・細谷俊夫

技術教育の歴史的変遷111 ・……………後藤豊治
<実践的研究>

技術教育で育てる思考とは

どんなものか …………研 究 部

技術・家庭科における

学習評価 ・……………
更 晨 葵黍

技術教育と進路指導の結合唸)・……・・池 上正 道

塑性加工の最近の動向 ………………益 田森 治

<海外資料>ソ ビエト

生徒の職業オ リエンテーションと

職業相談佗) K//森  勉

<文献ダイジェスト>
最近の教育誌から ・…………………・・水越庸 夫
<教材・教具解説>
ウクレレの製作 ・……………………・・望 月延一
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| 一集
入梅までには,ま だちと間があるはずなのにこのと

ころ東京地方は毎日じとじとと小雨が降る,は っきり

しない天気がつづいております。みなさまがたの方で

はいかがですか。この調子では,あの気持のよい五月

晴れをみずに5月 も終ってしまいそうです。

◇それはともあれ,私 ども編集子はやっと6月 号の編

集を終え,一息いれているところです。できばいのほ

どは,読者のみなさまの反響に待つほかあ りませ ん

が,私 どもとしては精いっばいの努力を払っているつ

もりです。本誌の編集方針なり,どのような問題をと

りあげて欲しいかなどについて,みなさまがたのご意

見やご希望をおきかせください。現場の教育 0実践に

密着し,そ こから一歩一歩前進していくといっても,

みなさまがたのご協力がなければ,不可能 だか らで

す。

くさて本号は「進路指導」を特集いたしました。現

行の中学校学習指導要領では,「特別教育活動」の内

容は,生徒会活動・ クラブ活動・学級活動の 3つに分

けられ,従来特別活動のなかで行なわれていた進路指

導が,さ らに狭く限定され,特活のなかの学級活動だ

けで行なわれることとなり,その是非について,論議

後 言己

をまきおこしています。

しかし,一方では,こ んどの教育課程の基本方針の

一つであった,生徒の進路,特性に応ずる教育を徹底

してやることによって,義務教育の段階からすでに,

差別教育をやろうとの意図が露骨にあらわされている.

わけです。つまり,進路指導以前にすでに,進学組と

就職組の大別がなされているわけです。この大別は,

真の能力差によるものではなく,主として家庭環境 ,

とりわけ経済的貧困によることは,周知の事実です。

「進学しない」のではなく「進学したいけれども,で
きない (能力的問題でなく)」 ということです。家庭

の経済的条件によって,こ のように義務教育の段階か

ら,教育上の差別をうけることは,明 らかに「教育機 :

会の均等」に反しているといわなければなりません。

子どもの将来の進路が,義務教育の段階でしかも,経
済的条件によってきめられてしまってよいものでしよ

うか。

私たちは,子 どもの将来のため,も っともっとこの

問題に真貪1に とりくみ,考えてみる必要を痛感いたし

ます。その意味で本号が少しでもお役にたてば私ども

の願は達せられるわけです。
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技 術 教 育

昭和38年 6月 5日 発 行

発行者 長   宗   泰   造

発行所 株式会社 国   土   社
東京都文京区高田豊 川町 37

振替・東京 90631 電(941)3665
営業所 東京都千代田区神田三崎町2の 38

日三 (301)2401

6月 号    NO。 131 ◎

定価 120円   (〒12)1か年 1440円

編 集 産 業 教 育 研 究 連 盟
編 集 代 表 後 藤 豊 治

連絡所 東京都目黒区上目黒 6-1617
属三 (712)8048

直接購売の申込みは国土社営業所の方へお願いい

たします。
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技 術 科 機 械
何れも文部省の基準案に合せて設計してあります。

米式精密旋盤  最新式自動鉤盤

NL-100型

倉詳響9椋易Яi掟墨な象 奈ゐギi9ま替獣愛曇
変

野崎式教育用機械製造販売

野崎工機株式会社
ti業 ル1 東京都足立区千住宮本町28

電話 (881ル lo8・ 2163

東京工場 東京割.足 立区千住宮本町器

埼玉工場 埼玉県越ケ谷大字蒲生字東

製
造
品
目

木式旋盤,教育旋盤

自動飽手押飽盤 ,

丸鋸盤,角 のみ盤 ,

帯鋸盤,木工旋盤 ,

各種工具

NPA二-14型

丸 三 商 事 株 式 会 社
本社 ス、京樹,1・ 央区 h本格江戸橋 2-.′ 電話(271)1516(代 表)～908618

工場 占チ 岡 県 浜 松 市

プ ロ グ ラ ム 学 習 の 解 説 書

土 社

プ
矢

ロ
グ

ラ

ム
学

習

入

門

新

他

著

価

三
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円
　
一Ｔ
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造
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ラ
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。
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学
的
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と
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く
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実
験
で
解
説
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た
、
研

究
者
、
実
践
家
必
読
の
書
。

創 業 40年 藤 田 の
FK-900型

密 旋 盤
文部省教育用品基準々拠

無段変速直結型

ネジ切 り可能

醍発売刑珊 藤 田エ
東京都板橋区成増町130番 地・電話東京(933)7616

九三の本
各種木工機械 500台 以上

展 示 してか ります。
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‐
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本書は,小学校 0中学校・高等学校の新指導要領に準拠 し,

小学校・中学校 0高等学校を一貫する家庭科学習をめざし,

立体的かつ総合的に取 り扱い,家庭科本来の目標に立脚し,

実生活においても広 く活用できるように各界の学者・専門家

を動員して編集したものである。
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綾すいせん 増 輩 i女 道 。大 橋 I言
。出 下 依 豊蓼・香

★ご注文は最寄りの書店に。書店で購入の困難な方は送料をそえて国土社に★
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